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プロローグ　やらかし異世界転生




「はい、あーん。カイ君、次はどれにする？」

「えっと、じゃあ……バナナで」

「いいわよ。じゃあ、綺き麗れいに皮をむいてあげるね」

　バナナの皮くらい当然自分でむけるんだけど、今の俺――カイは異世界転生により、幼さの抜けない十歳くらいの少年の姿になってしまっていた。

　そのため、異世界で初めて出会ったリアという十八歳くらいの長い緑髪の少女が、エメラルド色の大きな瞳で俺を見つめながら、ものすごく世話を焼いてくる。

　荒れ地の真ん中にある大きな木の下で、白いワンピース姿の少女が一人で過ごしていたという、よくわからない状況を差し引いても、リアは美人と言って差し支えがない。

　そんなリアの膝の上に座らされ、フルーツの盛り合わせを食べさせてもらうというこの状況を見れば、どこの王族のバカ息子だよ！　と自分自身に言いたくなるけど、残念ながら状況はちょっと違う。

「あ、あの……」

「ん？　カイ君、どうしたのかな？　して欲しいことがあれば、何でも言ってね」

「えっと、何か飲み物を……」

「あっ、ごめんねっ！　今すぐ用意するから待ってて！」

　そう言ってリアが右手を前に出すと、瞬きする間にココナッツが出現していて、パカッと二つに割れる。

　ここは南国みたいな気温ではないし、周囲に海なんて一切ないんだけど、さすがは異世界だけあって何でもありだな……と、出されたココナッツミルクを飲みながら、この世界へ来ることになった経緯を思い返してみた。




◇◆◇




「吉よし野の夏か生いさん。残念ながら、あなたは会社で過労死しました。働き過ぎです」

　俺は会社の自席にいたはずなのに、いつの間にか真っ白な部屋にいて、見知らぬ金髪の女性から死んだと言われてしまった。

　あまりにも突然過ぎることで少し驚いてしまったが、今はそれどころではない。

「すみません。どなたか存じませんが、仕事に戻らないといけないんです。今、納期がヤバくて」

「もうお仕事のことは忘れて大丈夫ですよ。あなたはブラック企業でシステムエンジニアとしてプログラム作りに励んでいましたが、それももう終わりです。既に亡くなっているのですから」

「あ、そういうのいいです。俺が頑張らないとプロジェクトが……って、扉はどこですか？」

　変な女性を無視して、部屋から立ち去ろうとしたのだけど、どこにも扉が見当たらない。

　それどころか、今まで壁だと思っていた所が天井だったり、床だと思っていた所が壁だったりして、自分がどこを向いているのかすら、わからなくなる。

　よく見れば、先程の女性も俺も、宙に浮いているような気がするし……まさか本当に死後の世界だったりしないよな!?

「いえ、その通りです。厳密に言うと、死後の世界というより、天国と現世の境目ですが」

「し、思考を読まれたっ!?」

「あなたには変な女だと思われていますが、これでも私は女神なので」

　思ったことが全部筒抜けになっている!?

　というか、女神様はちょっと怒ってない？　変な女って思ったから!?

　いや、あなたは既に死んでいる……なんて言われたら、大半の人はそう思うでしょ!?

「……こほん。本題に移りましょう。あなたが前世で作った、困っている人の声を集め、弱者を救うべき者へ伝えるアプリを別の神が高く評価しています」

「あー、仕事とは関係なしに趣味で作ったアレですか」

「えぇ。その神は現世の未来を視る力を持っていて、あなたの作ったアプリが今後大勢の人々を救うことになるのだそうです」

　良かった。世界中に困っている人が大勢いるのは知っているけれど、俺一人の力で全員を救うことなんてできないし、お金も時間も無い。

　そこで、唯一自分の特技だと言えるプログラミング能力を活かして、あるスマホアプリを作ったんだけど……そっか。あのアプリを作った意味はちゃんとあったんだ。

「残念ながら、あのアプリが人々を救うところをあなた自身が見ることはできませんでしたが、その功績を称えて、次の人生を豊かにしてあげて欲しいと、転生を司る私の所へ依頼があったのです」

「なるほど。次の人生を豊かにという話ですが、もう一度日本人として転生もできたりするんですか？」

「残念ながら、生まれる世界は決まっているので、変更できません。ですが、その世界の中であれば、生まれる場所や、授かるスキルを選ぶことができます」

「スキルっていうと、よくゲームやラノベに出てくる、あのスキルですか？」

「えぇ。あなたが転生する世界は、科学の代わりに魔法が発達していて、十歳になったら神からスキルという特別な技能を授かることができます」

　転生先について詳しく話を聞くと、魔物や精霊などが存在する世界で、精霊の力を借りて魔法を発動することができるのだとか。例えば、風の精霊の力を借りて空を飛んだり、水の精霊の力を借りて砂漠で飲み水を確保したりと。

　あと、スキルは一人につき一つしか授からないものの、人生を左右する程の影響を持つらしい。

「授かるスキルは前世の行いによって決まるのですが、戦闘に関するスキルや魔法に関するスキル、商売や学問に、生産や生活など、多岐にわたります。あなたは、どういったスキルを得たいか、希望などはありますか？　先程お伝えした功績もありますし、ある程度融通を利かせられますよ」

「希望と言われても、どんなスキルがあるかわからないので何とも言えませんが、やっぱり魔法ですかね」

「あなたの前世にない技能ですから、憧れますよね。わかりました。では、魔法に関するスキルで、あなたに適したものを私が見繕っておきましょう。転生ですので、零歳から人生がやり直しとなりますが、レアなスキルを授けますので、十歳の誕生日を楽しみにしておいてください」

　魔法に関するスキルか。

　現時点では何かわからないけれど、せっかく魔法が存在する世界で生きていくのに、魔法が使えないという事態にはならなそうだ。

「……って、待ってください。十歳の誕生日を楽しみにという話でしたが、転生後にこのやり取りを覚えているのでしょうか」

「えぇ。前世の記憶や経験をそのままに異世界へ転生しますので、安心してください」

　なるほど。それはありがたい。いわゆる、異世界転生ものの必須項目だもんな。

　あとは、自動翻訳と鑑定と異空間収納とかがあると、チート主人公になれそうなんだけど。

「スキルは一人一つまでです。自動翻訳くらいならおまけで付けてあげられますが、鑑定スキルや異空間収納スキルにするなら、先程私が話した、超レアなスキルは無かったことにしますが」

「い、いえ、冗談です！　元々予定されていたスキルでお願いします」

「わかりました。では自動翻訳はおまけしておきますので、最後に転生先の場所について希望があれば教えてください」

「そうですね。日本ではものすごく人が多い都市で働いていて、毎日忙しく帰宅できない日々が続いていました。なので、人が少ない田舎で、のんびりスローライフが送れると嬉うれしいです」

　会社がテレワークを導入してくれなかったがために、朝の地獄の通勤電車に乗り、夜は帰れずに会社で寝泊まりすることも多々あって、食事は毎日コンビニ弁当だったからな。

「大変だったんですね。まぁ過労死する程ですし……ひとまず、転生先の座標を田舎にして、零歳から今の記憶が呼び覚まされるように設定しました」

　女神様がそう言うと、真っ白だった部屋に黒い穴が現れ、ゆっくりと吸い込まれていく感じがする。

「そこへ入ると、次の人生です。今度は過労死なんてすることなく、人生を楽しんでくださいね」

「はい。ありがとうございます」

「いえ。私は依頼されたことをやったまでです。これは前世でのあなたの行いが……あっ！」

「えっ!?　今の、あっ！　って何ですか!?　ちょっと、女神様!?　女神様ーっ!?　……返事しろーっ！」

　俺の心の底からの叫び声も虚しく、黒い穴に吸い込まれ……意識を失ってしまった。










第１章　転生先は田舎というより辺境でした




　目が覚めると、青い空が視界に映る。

　起き上がって周囲を見渡してみると、異世界転生先はまさかの屋外だった。

　それも、地平線が見えるくらいに広い草原というか、一本だけポツンと立っている高い木があるんだけど……こういう場所をサバンナって言うんだっけ？

「確かあの女神様は、異世界に転生して零歳から人生を送るって言っていたよね？　俺、いきなり立ち上がっているし、歩けるんだけど」

　自分の身体や手足を見てみたけど、どう考えても零歳の赤ちゃんではない。

　幼稚園児ってことはなさそうだが、小学生くらいだろうか。

　自分の頭に触れ、前髪を下ろしてみると黒髪が見えたから、日本人っぽい容姿なのかな？

　持ち物は、ちょっと変わった服――おそらく、この世界の服なのか、ファンジタジーっぽい服……だけ!?

　実はポケットとかに何か……って、ズボンにポケット自体がないのかぁぁぁっ！

「マジかー。確かに田舎でのんびりスローライフとは言ったけど、ちょっと厳し過ぎじゃない？」

　おそらく、女神様が最後に言った「あっ！」で、何か失敗したんだろうと思ったけど、とりあえず思っていた異世界転生スローライフとは違うみたいだ。

　俺のイメージでは、辺境の農家の次男辺りに転生して、かわいい幼馴染の女の子と一緒にのんびりと畑を耕していくと思っていたんだけどな。

　理想と現実のギャップを悲しく思いながらも、雲の位置が変わって陽差しが厳しくなってきたので、この辺りで唯一生えている木の下へ移動することにした。だけど、道が舗装されているわけでもないのでなかなかに歩きにくい。

「そうだ！　確か、魔法が使える世界だって言っていたよね！　魔法って、どうやって使うんだろ？　十歳になっていないと、まだスキルをもらえていないから使えないかもしれないけど……とりあえず、ゲームによくある魔法の言葉で発動するかな？」

　ゲームならコントローラーで選んでボタンを押すだけなんだけど、とりあえず、あの木の元へ行くイメージをしながら、思いっきり叫んでみることにした。

「テレポート！」

　……どうしよう。めちゃくちゃ恥ずかしい。

　いや、誰に聞かれたわけでもないんだけど、思いっきり瞬間移動する自分をイメージして叫んだのに、一ミリも動いていないからね。

　何度か、俺の思う魔法の使い方を試し……うん。歩いて行くことにした。

　やっぱり普通は魔法って、誰かに教わるとか本を読むとかっていう、学習が必要だろうしね。

　ただ日本でシステムエンジニアとして働いていた時は、まったく知らないプログラム言語のソースコードをいきなり渡されて、仕様書も設計書も何もないまま、これを動くようにしろと言われて……って、今考えるとおかしいよな。

　今更ながらに、前世の職場のブラック企業っぷりについて考えていると、段々と目的地である木が近くなってきて……おぉっ！　人がいるっ！




「すみません。転生……じゃなくて、道に迷ってしまったのですが、街や村ってどっちに行けばありますか？」

　ものすごく長い緑髪で、十八歳くらいの少女が木陰で休んでいたので話しかけてみると、大きな目を丸く見開いて俺を見つめてくる。

　だけど、その少女は口をパクパクさせているだけで、声になっていない。

　これはもしかして、言葉が通じていないのだろうか。

　……って、自動翻訳スキルはおまけしてくれるって言ってなかったっけ!?

　でも、女神様がいろいろと失敗したっぽいから、おまけの自動翻訳スキルが無くなっちゃったってこと？

　赤ちゃんからやり直しになるなら、ゆっくり時間をかけて、この世界の言語を覚えることも可能だと思うけど、超短期間で、まったく習ったことのない初めての言語なんて、覚えられるのだろうか。

　ぶっちゃけ、自分の年齢がわからないことよりも、この年齢で一切言葉がわからない方がマズいよね。

　未だに口をパクパクさせている少女に、どうやってコミュニケーションを取ろうかと考えていると、突然少女が立ち上がり、俺の手を両手でぎゅっと握ってきた。

「き、君……すごく幼い子供なのに、どうして私の言葉で話せるの!?」

「え？　どうしてって、普通に話しているだけだよ？」

「私の言葉もわかるっ！　しかも、イントネーションもすごく自然！　すごいっ！　すごいすごいすごーい！」

　そう言うと、少女が俺を思いっきり抱きしめてくる。

　とりあえず、さっきの口パクはこの少女が驚いていただけで、言葉が通じているのか!?

　自動翻訳スキルがないはずなのに、この少女と会話ができていることについて確認が必要だが、それよりも、大きな問題がある。というのも、今の俺は小学生くらいに見えるかもしれないけど、中身は三十手前の立派な大人なんだ！

　見た感じ、十代後半くらいの少女に抱きしめられるのは、嬉しいけど事案になってしまうっ！
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　しかも、この少女の背が高いのか、それとも俺の背が低いのか。抱きしめられると胸に……大きくて、柔らかくて、温かい胸に顔が埋もれるっ！

「……ぷはっ！」

「あ！　ごめんね！　大丈夫？」

　せっかく転生して新たな生を授かったのに、少女の胸で窒息して人生が終了してしまうところだった。

　大きく深呼吸して、まずは疑問に思ったことを聞いてみる。

「あ、あの！　どうしていきなり抱きしめたの？」

「えへへ。久しぶりに誰かと会話できたのが嬉しくて、つい」

「久しぶりに……って、君はずっとここにいたの？」

「そうなの！　お姉ちゃん……あ、私はリアっていうんだけど、いろいろあってね。こうして、周囲に誰もいないこんな場所から動けなくなっちゃったの。だから、私の言葉がわかる君が来てくれて、本当に嬉しいのよ」

　そう言って、リアと名乗る少女が再び俺を抱きしめてきた。

　……って、死んじゃうから！

「ま、待って！　その、俺は見た目こそ幼いけど、これでも二十七歳なんだ！」

「えっ!?　二十七歳!?」

「うん。だから、君が思っているような年齢ではなくて……本当にごめんなさい！」

　さすがにこれは引かれると思ったのだが、リアは俺の年齢を聞いても腕の力を緩めない。

　それどころか……頭を撫なではじめた!?

「たった二十七歳でこんな所へ一人で……大変だったんだね。そうだ！　君、名前は？」

「え？　たった!?　……俺はカイっていう名前だけど？」

「カイ君は偉いね。リアお姉ちゃんなんて、もう百八十歳なのに、まだひとりぼっちに慣れなくて。そうだ！　お腹空いてない!?　何か出してあげる！」

　え!?　百八十歳って言った!?　そんなバカな！

　どう見ても十八歳くらいにしか見えないし、そもそも百年も……って、ここは異世界だったぁぁぁっ！

　リアの耳は尖とがったりしていないけど、もしかして長寿のエルフとかなのだろうか。

　そんなことを考えていると、リアが幼児を扱うかのように、軽々と俺の身体を持ち上げ、クルッと身体の向きを変える。

　先程まで俺の目の前にあった胸が背中に押し付けられた状態で、そのままリアが静かに草むらの上に座ると、その伸ばした脚の上に座らされた。

「な、何を……」

「いいから、いいから。えーい！」

　リアが手をかざすと、緑色の光のようなものが地面に注がれ、そこからニョキニョキと小さな木のようなものが生えてくる。

　何だろうかと見ていると、あっという間に見たことのあるフルーツがなった。

「これは……ブドウ!?」

「そうだよ。種無しで、皮まで食べられるから……はい、あーん」

「え？　あーん……」

　思わず口を開けてしまい、リアが細い指で小さな粒を俺の口へ運ぶ。

「お、美味しい！」

「えへへ。カイ君が喜んでくれた！　じゃあ、次はこれ！」

　雛ひな鳥どりのように何粒か口へブドウを運ばれたところで、次はミカンが生えてきた。

　その次はモモ。さらに次はリンゴ……これが異世界の魔法か。すごいな！

　見れば、いつの間にか大きな葉っぱが器代わりに置かれていて、フルーツの盛り合わせのようになっている。

「えっと、リアさん」

「どうしたの？　何か食べたい物があるのかな？」

「そうではなくて、自分で食べられるので……」

「あ！　もしかして照れているのかな？　カイ君、かわいい！」

　そう言うと、リアが俺の顔に頬ずりしてきた。

　……ダメだ。リアに変なスイッチが入っているというか、今は何を言っても俺が子供扱いされてしまい、まともに会話できそうにない。

　久しぶりに誰かと会話したと言っていたし、リアの気が済むまでしばらく付き合い、その後にこの世界のことや、先程からリアが使っている魔法について教えてもらおう。

「はい、あーん。カイ君、次はどれにする？」

「えっと、じゃあ……バナナで」

「いいわよ。じゃあ、綺麗に皮をむいてあげるねー」

　先程同様にリアがバナナを食べさせてくれたのだが……の、喉に詰まるっ！

「あ、あの……」

「ん？　カイ君、どうしたのかな？　して欲しいことがあれば、何でも言ってね」

「えっと、何か飲み物を……」

「あっ、ごめんねっ！　今すぐ用意するから待ってて！」

　飲み物を……と出してもらったココナッツミルクを飲み、一つ気付いたことがある。




「リアさんが使える魔法って、植物に関する魔法なんですか？」

「んー……植物を生やしたり、動かしたりはできるかな。私は木の精霊のドリアードだから」

「なるほど……って、精霊!?　ドリアード!?」

「カイ君は知ってたんじゃないの？　精霊語を話しているし」

「精霊語!?」

「うん。カイ君の精霊語、完璧だよ！　精霊語が話せる人間族なんて、たぶん数百年前の賢者さんくらいじゃないかな？　私が生まれる前のことだから、あんまり詳しくないけど」

　そっかー。異世界で人を見つけたと思って話しかけたら、精霊だったのか。

　……この世界の精霊って、どういう存在なんだ？　とりあえず、人間を嫌っているって感じはしないけど。

「えっと、リアさんとは普通に会話できていますけど、この文字って読めます？」

「ん？　どんなのかな？」

　リア曰いわく、精霊語を話しているらしいけど、俺としては日本語で普通に話しているだけだ。

　なので、実は自動翻訳スキルが発動しているのではないかと思い、指で地面に文字を書いてみることにした。

《こんにちは》

「えぇ、こんにちは。カイ君は上手に字が書けるのね」

　どうやら平仮名は読めるらしい。相変わらず子供扱いはされているけど。

　とりあえず次だ。

《今日は天気が良いですね》

「そうだね。というか、今は乾季だから、殆ほとんど雨なんて降らないけどね」

　漢字も読めると。それなら、これはどうだろう？

《ＨＥＬＬＯ》

「ん？　カイ君。その文字はなぁに？」

「あ、わからなければ、良いです。気にしないでください」

　英語だと伝わらないということは、やっぱり自動翻訳スキルとかではなくて、精霊の言葉が日本語だったってことか。

　あ、危ない。精霊の言葉が日本語でなければ、リアに出会えても会話ができず、詰んでいたかもしれなかったんだな。

「ありがとうございます。文字はもう大丈夫ですが、この辺りに人間族の街や村ってありますか？」

「え？　そんなのないよ？　一番近いところで……どこだろう？　山とかを越えたらあるのかな？」

　えっと、どこを見ても山なんてないんですけど！　見渡す限り地平線なんですけどっ！

「山……は、あるんだ」

「えっとね、確かあっちに……あれ？　そっちだったかな？　何かね、遠くまで行けばあるらしいよ？」

　あれ？　もしかして、新しい人生が早速詰んだ？

「えっと、リアさんの……」

「待って！　カイ君、これから一緒に過ごしていくんだから、リアお姉ちゃんって呼んで欲しいな」

「え？　一緒に過ごす？」

「過ごしてくれないの？　ヤダヤダ！　私、百年以上ずっとひとりぼっちだったんだもん！　野菜とか果物とか、植物全般ならいくらでも出せるから、一緒にいてよ！」

　詳しく話を聞くと、リアはこの大きな木に宿った精霊なので、ここから数歩分くらいしか離れられないのだとか。

　時折、木陰を求めて動物がやって来ることはあるけど、当然精霊の言葉を話すことなんてできない。

　だから、百年以上も孤独で……あー、それはちょっと可哀想かも。

「リアさんは……」

「リアお姉ちゃんって呼んで欲しいな」

「……リアは、俺が一緒にいると嬉しい？」

「うんっ！　とっても！　カイ君とお話しできるんだもん！」

　そう言って、リアが無邪気に笑う。

　見た目は十八歳くらいで、実際は百年以上生きているみたいだけど、これまで他人と接していないからか、中身はすごく幼い気がする。

「わかった。これからリアと一緒にいるけど……」

「わーいっ！　カイ君、大好き！」

「リア!?　待って！　話を聞いてっ！」

　喜ぶリアがまたもや頬ずりしてきたので、何とか制して再び真面目な話をする。

「最初に言ったけど、俺の見た目は幼くても、中身は大人なんだ。だから、その……もう少し子供扱いを控えて欲しいかな」

「はーい！　えっとー、カイ君は大人だから、ハグじゃなくて……チュー！」

「それも違ーう！」

　リアに思いっきりキスされそうになったけど、二回目の人生は、広大な荒れ地のど真ん中でスローライフを送ることになった。










第２章　精霊魔法とスローライフ




　異世界へ転生し、木の精霊のリアと草原で一緒に暮らすことになり、まずは生活する上で必要なものについて考えてみる。

「リアは、植物を出せるっていう話だったけど、野菜なんかも出せるの？」

「もちろん！　例えば、こんなのとか！」

　リアが手をかざすと、目の前の地面に突然キャベツが生える。

「やっぱり、リアはすごいな」

「でしょ！　えへへ、カイ君に褒められた！」

　手をかざしただけで野菜が出てきたので、素直にすごいと言っただけでリアが満面の笑みを浮かべて見つめてくる。

　それはともかく、注意しないとすぐに子供扱いして抱きつこうとしてくるのは困ったものだけど。食べ物の心配はなさそうだが、リアの行動は困ったことになるかもしれないな。

　ただ、野菜や果物ばかりだと、お肉が食べたくなったりするかも。

　とはいえ、周辺に動物はいるそうなので、肉を食べたい欲求が限界まできたら、リアに相談してみようか。

「あ！　リア。この辺りって、夜は大丈夫なの？」

「大丈夫って？」

「いや、壁とか柵とかも無いから、寝ていたら動物に襲われるなんてことがないかなと思って」

「それなら大丈夫！　木の上で寝れば良いんだよ！　木を登ったり、枝まで届いたりするような大きな動物は、この辺りにはいない……というか、そもそもこの辺りに動物自体が少ないから、安心して」

　なるほど、木の上か。

　一番下の枝はかなり太そうだし、今の子供の身体なら眠れそうだけど、問題が二つある。

　一つは、その木の枝が俺の身長よりも遥はるかに高いこと。

　もう一つは、木の上で安眠できるかどうかだな。

「もしも寝ている時に、あの高さから落ちたら危ないよね」

「それも大丈夫だよ！　そうだね、そろそろ陽が沈むし、実際に寝てみよう！」

「え？　もうそんな時間なの？　じゃあ、頑張って登ってみるよ」

　そう言ったものの、かなり太い木だし、真っすぐで足を掛けたりする場所がないから、登るのがかなり難しい。

「カイ君。私が運んであげるから、大丈夫だよ」

「え？　運ぶ……って、どうやって？」

「こうやってね」

　リアが、木登りに苦戦していた俺の身体を抱きかかえると、その場で立ち尽くす。

　あれ？　何もしないのか？　と思っていたら、スルスルとリアごと俺の身体が上に登っていく。

　リアは身動き一つせずに枝の上に辿たどり着き、そのまま枝の上で寝転びだした……って、待った！　リアが身体を倒そうとしている先には何もないっ!?

「リアっ！　……あれ？」

「ふふふ。大丈夫って言ったでしょ。絶対に落ちないし、切れたりもしないから、心配しないでね」

　リアが俺を抱きしめたまま、枝と枝の間に寝転んでいるのだが……何か緑色の網みたいなのがあるな。

「あ！　これは、蔓つるか」

「そういうこと！　この枝まで上がって来られたのも、この蔓に運んでもらったんだよ」

　太い蔓がしっかり編み込まれていて、かなり広めのハンモックのようになっている。

　なるほど。確かにこれなら落ちる心配はなさそうだ。

　ただ、その網から地面まで、マンションの三階くらいの高さがありそうなので、万が一落ちたりしたら、痛いでは済まない。

　その上リアが少し動く度に、蔓からギシギシと音が鳴るので、恐怖で眠れないのではなかろうか。

　そう思っていたのだが、

「じゃあ、カイ君。おやすみなさーい！」

「うん、おやすみ」

　リアに抱きしめられていると、なぜだかものすごく心が落ち着いて……いつの間にかぐっすり眠っていた。




「カイ君、朝だよ。おはよー！」

　翌朝。可愛らしい女の子の声で起こされると、顔が柔らかい何かに包まれていた。

　しばらくの間、これは何だろうと考え……自分が異世界へ転生したことと、この何かがリアの胸だと気付き、慌てて身体を起こす。

「あ、起きたね。朝食の準備は出来てるよ」

　どうやらリアは、眠る俺を抱きかかえたまま木の下へ降り、サラダとフルーツの盛り合わせに、ココナッツミルクという豪華過ぎる朝食の用意を済ませてくれていたらしい。

　昨日と同じく、リアの膝の上に座らされ、雛鳥の如く口に食事を運ばれる。

　うーん。子供扱いを控えて欲しいと伝えたのだが、もしかして忘れられているのだろうか。

　食事後にそれとなく伝え、顔を洗おうとして、この異世界生活で最初の問題に直面する。

「リア。顔を洗いたいんだけど、お水って出せるのかな？」

「んー、ココナッツミルクじゃダメ？」

「できれば、普通の水が嬉しいかな」

「そっか。うーん……どうしよう」

　水が欲しいと言ったら、リアが困りはじめた。

　食べ物から寝床まで、リアの世話になりっぱなしな俺が言うのもどうかと思うけど、ココナッツミルクで顔を洗ったり、汗を流したり……いや、さすがにキツいな。

　これはやはり、多少無理をしてでも、川や泉なんかを探しに行くべきだろうか。

「えっと、やっぱり水ってココナッツミルクしか出なかったりするの!?」

「ううん。オレンジジュースとか、アップルジュースとかも出せるよ？」

「いや、どっちにしても顔を洗ったりするのには適さないかな」

「一応、他にもお水を出す手段はあるんだけど、これは私の力ではなくて、カイ君の力を使うことになるんだよね」

「俺の力？」

　なんだろうか。

　この状況で俺の力と言うのだから、おそらく魔法で水を出すとか、そういうことだと思うのだが、俺はまだスキルを授かっていないはずだ。

　女神様は十歳になったら魔法に関するスキルをくれると言っていたけど、実は既に十歳を過ぎていて、魔法のスキルを持っていたりするのだろうか。

「リア。それってもしかして、実は俺が魔法を使えるってこと？」

「そうなの？　それならカイ君の魔法で解決するね」

「あ、違うんだ。話の腰を折ってごめん。さっき言っていた俺の力を使って水を出す方法を教えてくれないかな？」

　そう言うと、俺を見ていたリアが俺をジッと見つめてくる。

　よくわからないが、リアに任せようと思い、何も言わずに俺もリアを見つめていると、しばらくしてリアがようやく口を開く。

「うん！　やっぱりカイ君はかわいいね！」

「あの……何の話？　水を出すために、俺の何かを調べていたんじゃないの？」

「え？　カイ君がかわいいなって思って見ていただけだよ？」

「いや、水……水が欲しいんです」

「ご、ごめんね？　じゃあ、そこで水を受け止めるように、掌を出して待っていて」

　リアに言われた通り両手を前に突き出すと、一本の蔓が木の上から垂れ下がり、俺の掌の少し上で止まった。

　もしかして、ここから水道の蛇口みたいに水が出たりするのだろうか。

　そんなことを期待しながら、両手で水を受け止めるように待っていると、

　――ぴちょん――

　一滴の水が俺の掌に……って、これで終わりっ!?

「あの、リア。さすがにこの水滴では……」

「待って！　カイ君、そのまま手を動かさないでね。この木に付いていたその朝露を媒体として、水の精霊ウンディーネを呼ぶの」

「水の精霊!?」

「うん！　私は精霊だから他の精霊に干渉できないけど、カイ君は人間族だから、精霊のルールに縛られずに、精霊を呼ぶことができるの。そのお水を通して、ウンディーネを呼んでみて」

　驚いてリアの顔を見ると、俺の顔を見ながら、ゆっくりと頷うなずく。

　俺ならできる……ということだろうか。

　でも呼びかけるって、どうすれば良いんだ？　精霊語が日本語と同じおかげで、リアと普通に話ができているし、同じように話しかければ良いのか？

「えっと、ウンディーネさん。出てきてください」

　間違っていたらリアが指摘してくれるだろうと信じ、掌の上の水滴に向かって話しかけてみると、その水滴から二歳か三歳くらいに見える青髪の女の子が出てきて、宙に浮かんだ。

　この、子供服を着ている幼女が水の精霊？

「んー、よんだでち？」

「えっと、君が水の精霊のウンディーネ？」

「はいでち！　ディーネっていうでち！」

「えっと、お水を出すことはできるのかな？」

「できるでち！　じゃあ、まりょくをもらっても、よいでち？」

　ディーネと名乗る幼女が、水を出せると言っているんだけど、魔力をもらうとはどういうことだろうか？

　相手は子供みたいに幼い精霊みたいだし、ちょっと不安なのでリアに目を向け、説明してもらうことに。

「あのね。精霊の具現化方法には二種類あるの。一つは、精霊が何かに宿る場合。これは、私みたいに、この木が持っている魔力を使って、植物を生み出したりしているの」

「そうなんだ。この木……実はすごいんだね」

「えぇ、そうよ。もう何十年と樹齢を重ねているもん。それと、もう一つが、今回のディーネちゃんみたいに、人間族に呼ばれた場合ね。この場合は、ディーネちゃんを呼んだカイ君の魔力を使って、精霊の力を使うのよ」

　なるほど。リアがこの木に宿っているように、ディーネが呼び出した俺に宿っていると考えれば良いのか。

「じゃあ、ディーネが水を出すと、俺が持っている魔力が減るってことだと思うんだけど……俺にはどれくらい魔力があるの？」

「それは、実際に使ってみないとわからないかな。ディーネちゃんが使う力を見れば、だいたいの消費魔力がわかるから、カイ君が魔力を使い果たして倒れたら、それがカイ君の持っている魔力の量ね」

「えっ!?　魔力を使い果たしたら倒れるの!?」

「うん。だけど、人間族は休めば魔力が回復するから心配無用よ」

　リアの説明を聞いていると、日本でやっていたＲＰＧみたいなイメージを抱いたけど、それで良いのかな？

　ディーネが魔法を使う度に俺のマジックポイントが減って、寝れば全回復するって感じで。

　ただ、ゲームだとマジックポイントが足りないと魔法が使えなくなるけど、ここでは倒れてしまうらしいが。

「ディーネ。じゃあ、俺のこの両手一杯くらいのお水を出してくれる？」

「わかったでち！　えーいでちー！」

　ディーネの掛け声と共に、俺の掌に水が突然出現したので、そのまま顔を洗い……ふぅ。スッキリした！

「ディーネ、ありがとう。助かったよ」

「どういたしましてでち」

「もうちょっと頼んでも大丈夫？」

「まかせるでちー！」

　俺の顔の前で、ふよふよと浮かんでいるディーネが、嬉しそうに胸を張る。

　いわゆるドヤ顔なのだが、幼稚園児くらいなので、微笑ましいというか、可愛らしい。

　そんなことを考えていると、リアにゴシゴシと顔を拭かれる。

「カイ君、お顔を拭きましょうね」

「んっ！　……り、リア。さすがにそれくらいは自分でできる……って、今のは何で拭いたの？」

「これだよ。カイ君が眠っている間に、作ってみたの」

　改めて見てみると、リアの手にはハンカチっぽい小さな四角い布が握られているのだが、植物しか出せないと言っていたから、麻や綿といった植物系の布なのだろう。

　タオルは贅ぜい沢たくを言い過ぎだろうと口には出さず、ディーネにお願いして頭も洗ってみた。

「ふぅ。生き返った気持ちだよ」

「パパは、しんでたでち？」

「いや、そういうわけではなくて、お風呂が好き……って、俺のことをパパって呼ぶの!?」

「そうでち。ディーネは、パパのよびかけで、ぐげんかしたでち。だから、パパでち」

　えぇー。いや、日本だと子供がいてもおかしくない年齢ではあったけど、いきなりパパと呼ばれるのは……とはいえ、仕方ないか。

「えーっと、まぁ俺のことは好きに呼んでくれていいよ」

「わかったでち！　でも、ディーネはパパのすきな、おゆはだせないでち」

「いやいや、さっき頭を洗ったシャワーでも十分だよ！　ディーネには本当に感謝しているからさ」

　ディーネがお湯を出せないと言って、悲しそうにしてしまったので、慌ててフォローすることに。

　ディーネは見た目通り幼いようなので、気を付けないと……と思っていると、リアが再び俺の頭を拭きはじめたんだけど、なぜか頬を膨らませている。

「カイ君が、ディーネちゃんとばかりおしゃべりして、私の相手をしてくれなーい！」

「えっ!?　いや、水を出してくれたことの感謝を……」

「私だって、カイ君のためにいろんなことをしてるもん！」

　えーっと、リアは見た目こそ女子高生だけど、中身は子供だったか。

　実際、感謝してもしたりないので、拗すねているリアを宥なだめ、話を逸らす。

「そういえば、どうしてディーネは幼いというか、身体が小さいの？」

「それは、ディーネちゃんを呼び出す時に使ったお水が、少ししか無かったからかな」

「じゃあ、もしも川や湖でディーネを呼び出していたら、リアみたいな大人の女性が現れていたってこと？」

「そうそう。私みたいに、大人で綺麗な人が現れていたかもね」

　う、うーん。リアは中身も大人だと助かるんだけどな。

「ところで、今のところはディーネに水を出してもらっても、倒れたりするような感じはないんだけど、俺の魔力っていうのは減っているの？」

「減っているはずよ。そうでないと、ディーネちゃんが力を使えないはずだから」

　リアは俺から魔力が減っているはずだと言うけれど、体調的には何の変化もないんだよね。

　一度、どれくらいまでディーネの力を使ったら倒れてしまうのか、確認しておくべきだろうか。

　とはいえ、無駄に大量の水を出して、この辺りが水浸しになったり、リアが宿っているという木に変な影響があったりしても困るな。

「んーと、パパにはすっごく、たくさんのまりょくがあるでち」

「そうなの？」

「ディーネは、パパからまりょくをもらっているから、わかるでち。ふつうのにんげんぞくとは、くらべものにならないくらい、いーっぱい、いーっぱいあるでち」

　ディーネ曰く、俺の魔力は多いらしい。

　ということは、毎日風呂に入れるくらいの水を出したりできるのだろうか。とはいえ、水風呂にしか入れないが。

　今はそれで良いとしても、今後を考えると……仮に四季がある場所だとしたら、冬になれば温かい風呂に入りたくなるだろう。

　そう考えると、お湯を沸かしたり、暖を取ったり、調理をしたりと、次に必要な物は火と鍋などの調理器具だろうか。

　火は、リアに出してもらった木を使えば、自分で起こせそうな気がするから、努力ではどうにもならない調理器具――鉄を手に入れたい。

「リア。一つ教えて欲しいんだけど、鉄の精霊というか、何か金属を司る精霊っているのか？」

「え……ど、どうかなー。それは私も知らないかなー」

「そうなのか。困ったな」

　なぜかリアの目が泳いでいるのはさておき、木の精霊がいるなら金属の精霊もいると思ったけど、そう上手くはいかないみたいだ。

　さすがに木の鍋でお湯を沸かしたりはできなそうだから、俺ができそうなことと言えば、ここの土を掘って、粘土で土鍋を作ったりすることだろうか。

　ただ、粘土を焼いて土鍋を作るとなると、かなりの火力が要りそうだから、窯を作ったりしないといけないのかも。

　どうやったら作れるのかと考えていると、ディーネが嬉しそうに手を挙げる。

「はいはーい！　パパー！　ディーネ、しってるでち！　きんのせいれいがいるでち！」

「金の精霊っていうのがいるの!?」

「うんっ！　むこーに、いせきがあるから、そこできんぞくをみつけるでち！　それから、パパがよびかけたら、きっとでてきてくれるでちー！」

「そうなんだ！　ディーネ、ありがとう！」

「えへへー！　ほめてほしーでち！」

　幼いのに物知りなんだなと感心していると、水の精霊はかなり古くから存在する精霊だという話を教えてもらった。

　言われてみれば、地球も水が先にあって、それから動植物が生まれているな。

　嬉しそうにドヤ顔を決めるディーネの頭を撫でながら、早速教えてもらった方角へ行ってみることにしたのだが、リアが悲しそうな表情を浮かべながら、待ったをかけてくる。

「……カイ君。本当に行っちゃうの？」

「少しだけね。何かしらの金属を見つけたら、すぐに戻ってくるよ」

「あ、あのね。私はここから離れられないの。だから、一緒について行くことができなくて……カイ君にもしも何かあったらと思うと、不安なの」

　リアは、もしも俺に万が一のことがあった場合に、またひとりぼっちに戻ってしまうことを心配しているのか。

　だけど、俺だって死にたくはないし、リアとの暮らしは楽しいから、戻ってきたい。それに何より、こうして俺を心配してくれているリアを悲しませたくないからね。

「大丈夫だよ。危ないと思ったら諦めて引き返してくるし、この辺りには危険な動物とかはいないっていう話だよね？」

「そうだけど……じゃあ、せめてこれを持って行って」

　そう言って、リアが右手をかざすと、地面から見たことのない植物が生えてきた。

　リアがその葉っぱを何枚かちぎり、俺の手に。

「リア、これは？」

「冬とう緑りょく草そうっていうんだけど、一言で表すと薬草なの。もしも怪我をしたら、この葉っぱを搾って、傷口に塗って」

「わかったよ。ありがとう」

　薬草とかが出てくると、ますますＲＰＧっぽくなってきた。

　この薬草を調合したら、ポーションとかになるのだろうか。

　ズボンにポケットがないので、リアに大きな葉っぱで包んでもらい、ひとまずベルト代わりの紐ひもに巻き付けておいた。

「リア。ディーネもいっしょだから、だいじょーぶでち！」

「ディーネは来られるの!?」

「はいでち！　なにかに、おみずをいれてくれれば、いけるでち！」

　これも、リアが説明してくれた精霊の具現化方法の違いらしく、あの木から離れられないリアに対して、ディーネは俺から離れられないらしい。

　なので、俺が移動する所には、常にディーネがついて来てくれるのだとか。

「でも、おみずがないと、ディーネがきえちゃうかもしれないでち」

「わかった！　絶対に水は零さないようにするよ」

　リアに容器になりそうな植物をお願いしたところ、竹筒に似たものを出してくれたので、ディーネに水を注いでもらった。

「カイ君。くれぐれも気を付けてね。そして、ディーネちゃん。カイ君をお願いね」

「うん。絶対に戻ってくるよ」

「まかせるでちー！」




　リアに見送られながら、ふよふよと宙に浮くディーネと共に遺跡へ向かって出発し、しばらく歩いたところで、今更だけど気になったことを聞いてみる。

「ディーネ。出発前に聞いておくべきだったけど、目指している遺跡って、どれくらい離れているの？」

「んー、すぐでちよ？　そんなに、とおくないでち」

「そうなの？　だけど見渡す限り地平線ばかりで、それらしきものが見当たらないよ？」

　ディーネは遠くないと言うけど、周囲を見渡してみても、後ろにリアが宿る木が見えるくらいで、それ以外には所々で草が生えているくらいだ。

　遺跡っていうくらいだから、何かしら建物の跡とかが見えても良さそうな気がするんだけど。

「もう、みえてきたでち。あそこでち」

「えっ!?　どこ？　何も……あっ！　あれのこと!?」

　ディーネの視線の先には、広い穴というか、学校のグラウンドくらいの広さの窪くぼみがある。

「なるほど。地下に遺跡があったんだ。これは、遠くからでは見つけられないわけだね」

「ディーネ、すごいでち？」

「うん、すごいよ。ありがとう。でも、どうしてディーネはここに遺跡があるって知っていたの？」

「みずのせいれいは、すがたをあらわしていないだけで、そのへんにいるでち。なので、おはなしできるでち」

　ディーネに詳しく聞いてみると、木の精霊とは違い、水の精霊は空気中にふよふよ漂っている者もいるらしい。

　それで、ディーネが俺に宿る前は、この辺りで普通に水の精霊同士でしゃべることも多く、遺跡の存在も知っているのだとか。

「そっか。それでディーネは、いろんなことを知っているんだね」

「そうでち！　けど、ひとつ……さっきのリアのはなしで、わからないことがあるでち」

「そうなの？　リアの話というと……冬緑草のこと？」

「ちがうでち。きんのせいれいのことでち。リアもしっているはずなのに、どうしてしらないといったのかが、わからないでち」

　俺が金属の精霊がいないかと聞いた時に、ディーネが金の精霊がいると教えてくれた時の話か。

　確かにあの時、リアは知らないと言っていたが、精霊同士どんな精霊がいるか、当然知っているはずだ……というのがディーネの意見か。

　ただディーネは俺に宿る前は、他の水の精霊と話ができていたみたいだけど、リアは誰とも話ができなかったらしいからな。その違いではないだろうか。

　なので、ディーネの疑問は直接リアへ聞くしかないという結論に至り、緩やかな坂道を下りて遺跡の中へ。




「この遺跡は、いつ頃出来た遺跡なんだろう」

「わからないでち。けど、かなりふるいとおもうでち」

「まぁ遺跡って呼ぶくらいだもんね」

　日本だと、古いものなら数万年前だろうし、数百年前のものでも遺跡と呼ぶだろうし……うん、俺は別に学者とかではないから、わからないな。

　そんなことを考えながら、周囲に目を凝らしながら遺跡の中を進んで行く。

　とはいえ、遺跡といっても入り組んだ壁や通路などはなく、坂を下りた後は、ただ平らな場所が広がっていた。

　この遺跡がいつ頃のものかはわからないけれど、既に調査は終わっているのだろう。

　そのため、石は時々転がっているのだが、金属が落ちている感じはしない。

「ディーネ。この遺跡のどの辺りに金属があるかわかる？」

「それはむりでち。でも、むこうから、へんなかんじはするでち」

　ディーネの言葉を頼りに、言われた方向へ進んで行くと、何もないところでディーネがストップをかける。

「このした……なにかあるでち」

「うーん。見たところ、ただの土にしか見えないけど……そうだ。ここで水を流してみよう。何かわかるかもしれない」

「わかったでち！　たきでち！」

　えっ!?　滝!?

　止めようと思った時には、幅こそ小さいけれど、何もない空中から激しく水が落下していく、文字通りの滝が生み出されてしまった。

　これ……それなりの水量だと思うんだけど、どれくらい魔力を消費するのだろうか。

　安全なリアの傍ではなく、こんな場所で倒れたりするのは勘弁してもらいたいのだが。

「あっ！　パパー！　あながあいたでちー！」

「穴というより、隠し扉だったのかも。地下へと続く階段があるね」

　ディーネが滝のように落下する水を止めると、綺麗な正方形の穴が現れた。

　その下は階段になっており、割れた石がいくつか落ちているので、おそらく先程のディーネが出した水が蓋を破壊したのだろう。

「どうしようか。行ってみる？」

「んー、このおくから、へんなかんじはするでち。でも、なにかは、わからないでち」

　ディーネの言う変な感じというのがわからないまま来たけど、おそらく過去に誰かが調査した時にも、見つかっていない場所なのだろう。

　とりあえず、光が届く所までは進んでみようと、階段を下りてみる。

　大人が三人程並べる幅の階段を下りて行くと、その途中で目の前に……空中に半透明のパネルのようなものが浮かんでいて、文字が書かれていた。

「ん？　《もしも、二足歩行の者が触れたら、電撃》……って、何だ？」

「これは……まほーじんでちね」

「魔法陣!?」

「そうでち。せいれいせきをつかって、つくるらしいでち」

　ディーネから詳しく話を聞くと、精霊の力を封じた精霊石というものがあるらしく、その石の力を発動させるための条件を書いたのが魔法陣らしい。

　よく見ると、同じようなパネルが三枚程あり、そちらには電撃の代わりに麻ま痺ひや毒と書かれている。

　しゃがめば触れずに進めるので、あまり意味がないような気もするが。

「なぜか三枚とも、書き方が同じだね。魔法陣の書き方のルールとかがあるのかな？」

「そこまではわからないでち。まほーじんは、にんげんとかエルフとかが、せいれいのちからをつかうために、つくりだしたものでち」

　おぉ。さすがは異世界だな。精霊がいるだけあって、エルフもいるのか。

　けど、精霊の力を使うために作り出された物ってことは……もしかして、この文字ってプログラムでいうソースコードみたいな物だったりするのか？

「ディーネ。これって俺にも作れたりするのかな？」

「んー、にんげんぞくだと、つくるためにスキルがいるらしいでち」
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「俺に、魔法陣を作るスキルはあるのかな？」

「わからないけど、やってみればよいでち。ディーネがいるから、みずにかんすることなら、せいれいせきはいらないでち」

　なるほど。そもそも精霊のディーネが協力してくれているのだから、精霊石は不要ってことか。

　とりあえず、この半透明のパネルみたいなものは作り方がわからないので、階段に指で同じように書いてみた。




《もしも、二足歩行の者が触れたら、少し水が出る》




「こんな感じでどうかな？」

「じゃあ、ディーネがちからをこめるでち。……あ、カイのまりょくをもらうでちね」

　ディーネの言葉に了承すると、先程文字を書いたところが水色の半透明のパネルに変わる。

「おぉー！　浮かんでいるパネルと同じになった！　ということは、俺のスキルは魔法陣を作るスキルってことなのかな？」

「そうかもしれないでち」

「じゃあ、ちゃんと動くかテストしてみるよ」

　日本にいた頃は、システムエンジニアとしてプログラムを作っていたので、作ったプログラムはテストをする癖があるというか、確認せずにはいられず、先程のパネルに触れてみる。

　その直後、パネルから水が溢れ出し……って、多いっ！　少しの水って書いたのにっ！

「ディーネっ！　これ、止められないのっ!?」

「わ、わからないでちーっ！」

「マズいっ！　立っていられない……というか、流されるっ！」

　魔法陣の書き方が誤っていて、《少し》という修飾語が正しく機能していないのか、大量の水に流され、どんどん階段を下りてしまう。

　幸い、電撃とか麻痺とかって書かれていたパネルには触れていないものの、光が届かないところまでは行きたくない！

「パパー！　よこに、あながあるでち！」

「くっ！　……ディーネ！　少しの間で良いから、上に向かって勢いよく水を出して！」

「え？　わ、わかったでち！　えーいっ！」

　ディーネが出した水と、流れ落ちる水がぶつかり合っている間に、急いで横穴へ。

　少し高い位置にあり、水も入ってこないようなので、あの魔法陣の効果が切れるまで待つことにした。

「ディーネ、ありがとう。助かったよ。しかし……この大量の水も、俺の魔力なんだよね？」

「そうでち。でも、さっきのまほーじんへ、ちからをこめたときに、まりょくをもらっているから、いまはもらっていないでち。あと、なぜかはわからないでちが、まほーじんだと、ディーネがこめたちからより、つよいこうかになるみたいでち」

　なるほど。魔法陣を作成する時に魔力を使うだけであって、今はその魔法陣に込めた魔力が使われて水が出ていると。しかも、ディーネ自身にも理由はわからないけど、込めた魔力以上の水が出てくるのか。

　つまり、精霊に力を使ってもらうなら、魔法陣にした方が魔力の変換効率が良いってことだけど……それにしても、未だに水が出続けているんだが、ディーネは一体どれだけの魔力を込めたんだ？

　今のところ気分が悪くなったりはしていないのだが、俺の魔力が結構多いということだろうか。

　そんなことを考えながら、階段を滝のように流れる水を眺めていると、

「パパー。なにかあるでちー！」

　背後からディーネに呼ばれた。

　横穴へ上がるのに必死で気付いていなかったけど、すぐ傍に盾が二つ置かれていた。

　木で出来た円形の盾で、どうやら縁が鉄のような金属で補強されているようだ。

「……って、金属!?　見つけたっ！　ディーネ、やったよ！　金属だ！」

「よかったでち！　さっそく、きんのせいれいをよぶでち」

「わかった。金の精霊よ、来て！」

　片方の盾の縁の部分を持ちながら呼びかけると、ディーネの時と同じように、金属の部分から金髪の女の子が現れる。

　六歳か七歳といった感じだろうか。小学校低学年くらいで、大きなリボンで結われたサラサラの金髪が腰まで伸びた、ちょっとおしゃれな子供服姿の女の子だ。

「メルたんのこと、呼んだ？」

「メルたん？　……えっと、俺はカイっていうんだけど、君に力を貸してもらいたいんだ」

「え……メルたんで、良いの!?　メルたんは、金の精霊なんだよ？」

「もちろん！　金の精霊である君の力が必要なんだ」

「わかった！　メルたんで良ければ、協力するよ！　あ、メルたんのことは、メルって呼んでも良いし、メルたんでも良いからね」

　やった！　無事に金の精霊のメルから力を借りられるようになった。あとは、リアのところへ戻って、頑張って火を起こせば風呂に入れる！

　やっぱり元日本人としては、温かい風呂に入りたいからね。

　それから、包丁やフライパンを作ってもらえば、料理もできる。

　ちょっと生活レベルが上がるかもと、いろいろ考えている内に、先程の魔法陣に込められた魔力が尽きたようで、水が止まっていた。

　なので、残ったもう一つの盾を手にして、それ程高くない横穴から階段へ降りる。

　おそらくディーネと同じで、金属が存在しないとメルが消えてしまうと考えたので、そのための盾なのだが、何かあった時に役立つかもしれないからね。

　そんなことを考えていると、

「ま、待って。お兄ちゃん……降ろしてー！」

　メルが降りられないと言って、涙目になっている。

　ディーネが空を飛べるから失念していたけど、リアも空を飛んだりできないもんな。

　穴の縁に腰かけているメルに腕を伸ばし、腰を抱きかかえて……お、重いっ！

　いや、見た目が幼いから、軽いと思い込んでいただけで、まったく持てない重さではないんだ。軽いと思い込んでいたせいで、ものすごく重いと感じてしまい……気合でメルをゆっくりと階段へ降ろす。

　残念ながら、俺の身体が子供になっているからか、それに応じて力も弱くなっているみたいだ。

「お、お兄ちゃん。メルたん……お、重かった？」

「いや、まったく。せっかく来てくれたメルに万が一でも怪我をさせるわけにはいかないから、慎重になっただけだよ」

「そっか。ありがとう」

　うん。相手は精霊とはいえ、見た目は女の子だし、口が裂けても重いなんて言えないよね。

　そんなことを考えつつ、メルを連れて濡ぬれた階段を上がっていき、三枚のパネルのところは、しっかり屈んで階段の外へ。

「ディーネ。この階段は、一応隠しておいた方が良いのかな？」

「うーん。じゃあ、メルのちからを、かりるでち？」

「そうだね。そうしようか」

　そこそこ大きな穴ではあるけれど、あれだけ水を出しても平気なのだから、メルの力を使っても気絶したりはしないだろう。

「メル。早速で悪いんだけど、この穴を覆い隠せるくらいの、鉄板を出せないかな？」

「大丈夫。じゃあ、お兄ちゃんの魔力をもらうよ？」

「うん。構わないから、良い感じにこの穴を隠せるようにして欲しい」

「うん、わかった。えいっ！」

　メルが穴に向かって手を差し出すと、黒い金属の板が現れ……突然、眩め暈まいがしはじめた。

　何だ!?　頭がクラクラする。立って……いられない！

「ぱ、パパーっ！」

「お兄ちゃんっ！　うぅ、やっぱりメルたんのせいだっ！　メルたんの力は、魔力の消費が激しいから……お兄ちゃん、ごめんなさいっ！」

　貧血を起こした時のように、突然視界が暗くなり、思わず片膝を突く。

　だけど、今の見た目はさておき、伊だ達てに三十年近くも生きていたわけではない。

　この程度の貧血の症状なんて、古くは小学校の校長先生の長話から、近くは長時間の満員電車通勤で何度も経験済みだっ！

　というわけで、しゃがみ込んだまま動かず、しばらくしてからゆっくりと目を開く。

　そこには心配そうな表情で俺の顔を覗のぞき込む、青髪のディーネと金髪のメルがいて……よし。色も識別できているし、完全に視界が元に戻ったな。

「ごめんね。もう大丈夫だよ」

「パパー！　よかったでちー！」

「うぅ、お兄ちゃん。良かったぁぁぁっ！」

　とりあえず先程の立ち眩くらみが、リアの言っていた魔力を使い切った状態か、その少し手前くらいなのだろう。

　抱きついてくるディーネとメルの頭を撫でていると、突然ディーネが泣きだしてしまった。

「ディーネ!?　どうしたの!?」

「ごめんなさいでち。ほかのみずのせいれいにきいたら、せいれいをよびだして、そばにいるだけで、たくさんまりょくがいるみたいでち」

　どういうことか詳しく聞くと、普通の人間は精霊を呼び出すために必要な魔力すら足りない人が殆どらしい。

　他の水の精霊によると、二体も精霊を呼び出せている人間を見るのは初めてなのだと。

「でも、俺は普通の人より魔力が多いんだよね？」

「そのとおりでち。パパのまりょくは、すごいでち」

「だから、大丈夫じゃないかな？　俺もそういう事を知らずに、大きな鉄板を出してもらっちゃったし、これから気を付けるよ」

　もう大丈夫だからと、涙を流すディーネの背中をさすり、三人でリアのところへ戻ることにした。

　だけど、リアの宿る木まで半分くらいという所で、メルの足が止まってしまう。

「メル？　どうしたの？」

「あ、あのね……お兄ちゃん。メルたん、もう歩けない……」

「そっか。結構歩いたもんね」

　メルは背が低くて歩幅が短いし、ディーネのように空を飛んでいるわけでもない。

　幼い女の子と考えれば、長い距離を歩けばこうなるのは当然か。

　日本だと、こういう場合は……あれかな？

「ごめんね、メル。おんぶでも大丈夫？」

「うん。お兄ちゃん、ありがとう」

「えぇー、ずるいでち！　じゃあ、ディーネもだっこするでち！」

　いや、メルは頑張って歩いてきたけど、ディーネはふわふわ浮いているよね？

　そんなことが頭をよぎったけど、空を飛ぶのも大変なのかもしれないので、背中にメルを背負い、首にディーネがしがみついた状態で、リアのもとへと戻ってきた。




「カイ君！　無事で良かった！　って、ディーネちゃんは何をしているの？」

「えへへー。だっこでち……って、それより、パパがきんのせいれいをよんだでち！　メル、きのせいれいの、リアでち」

　ディーネがメルに声をかけるが……反応がないな。

　どうしたんだろうと思っていると、ディーネがメルを覗き込む。

「あ……ねちゃってるでち」

「メルの身長だと、あの距離は遠かったみたいだね」

「メルのしんちょうは、あんまりパパとかわらないでちよ？」

　いやいや、さすがに小学校低学年くらいの女の子よりは、俺の方が大きいから。

　まぁとはいえ、俺も小学生くらいの身長だから、ディーネの言うことももっともだし、メルを軽々運ぶこともできていないんだけどさ。







[image: ]







「あ……金の精霊さんは、眠っているんだ。良かった……」

「ん？　リア？」

「あはは……実は、木の精霊と金の精霊は相性が悪いんだよね」

　そう言って、リアが恐る恐る俺の背中に目を向ける。

　なるほど。ディーネから金の精霊の話が出た時から、何か様子がおかしいと思っていたけど、精霊同士の相性があるのか。

「あ、でも……メルちゃんみたいに、まだ幼い子なら大丈夫かも」

「そっか。だけど、そうするとメルがリアのことを怖がったりするの？」

「それは大丈夫だと思うよ。木の精霊は金属が苦手だけど、金の精霊が木を苦手ってことはないから」

　リアによると、木と金は相性が悪いけど、水と金は相性が良いらしく……精霊にもいろいろと事情があるみたいだ。

「ところで、メルに頼んで、いくつか金属で物を作ってもらおうと思っていたんだけど、あんまりやらない方が良かったりするのかな？」

「少しくらいなら大丈夫だよ。あんまり沢山出されると、少し辛いかもだけど」

「わかった。その辺りは、事前にリアとメルに相談させてもらうね」

「あ、でも、カイ君が必要だと思うものがあるなら、構わないよ。元々、何か欲しいものがあって、メルちゃんを探しに行ったんだよね？」

「まぁ、そうなんだけど……」

　今更ながらに考えてみると、元はお風呂に入りたいっていう話だったんだけど、お湯を沸かそうと思ったら、火を点ける必要がある。

　どう考えても、木の精霊や水の精霊と火って相性が悪いよね？

　最低限の火を使うとしても、できるだけリアから離れた場所にするとか、何かしら考えないといけなそうだ。

　リアが苦手だという金の精霊のメルを連れてきてしまったばかりだし、火の話は一旦置いといて、まずは風呂ではなくて水浴びがしたいということにしておこうか。

「えっと、今朝はディーネに水をシャワーみたいに出してもらって頭を洗ったでしょ？　できれば、水浴びがしたくて、俺が全身浸かれるような浴槽が欲しいんだけど、どうかな？」

「なるほど。それなら、私が作ってあげるよ」

「え!?　そんなのまで作れるの!?」

「うん！　でも、カイ君はお風呂に入りたいって言っていなかったっけ？」

「そうなんだけど、リアもディーネも、火は苦手そうかなって思って」

　あえて風呂の話を出さないようにしたんだけど、遺跡へ出発する前にディーネと話していたことをリアがしっかり聞いていて、先に言われてしまった。

　だけど、火についてはリアとディーネから、俺の予想とは違う答えが返ってくる。

「んー、私は別に火の精霊は苦手じゃないよ？」

「え？　そうなの？　でも、木は火を嫌いそうなイメージがあるんだけど」

「そんなことないよ。というか、実際木はなかなか燃えないよ？」

「でも、リアに言って良いかわからないけど、薪を燃やしたりするよ？」

「それは既に死んじゃった木だからね。私が宿っている木みたいに、生きている木はそう簡単に燃えないんだよ」

　なるほど、そういうことか。確かに、よっぽどすごい火じゃないと、生木は燃えないな。

　それに、薪もかなり乾燥させてから使っているか。

「パパー！　ディーネもだいじょうぶでち。だけど、ひのせいれいさんが、ディーネをにがてかもでち」

「火の精霊の方が、水の精霊を苦手だっていうのは、俺もイメージ通りかな」

「そうでち。それと、ディーネじゃなくて、メルがひのせいれいをにがてだとおもうでち」

「えぇっ!?　じゃあ、来てもらったばかりのメルに、苦手な火の精霊の話はしない方が良いだろうし、やっぱりお風呂ではなくて、水浴びかな」

　しかし、ディーネに教えてもらった、金の精霊のメルが火の精霊を苦手だというのは、意外だったけど、金属もいろんな種類があるし、少しの熱で溶けたりする金属があったりするのかも。

　そういう意味では、木の精霊よりも金の精霊の方が、火が苦手というのもわかるかもしれない。

　なので、先程リアやディーネに話した通り、水浴びができるように、浴槽を作ってもらうために、俺の――日本の浴槽のイメージをリアに伝える。

「じゃあ、カイ君から聞いたイメージで、作るね。えーいっ！」

　リアが手をかざすと、少し離れた場所に、畳一畳分くらいの板が現れる。

　そこから、木材がぴったりと組まれていき、俺が思い描いていた通りの浴槽になった。

　ただ、イメージはヒノキ風呂だったのだが、何の木で出来ているかまではわからないが。

「カイ君。あんな感じでどうかな？」

「リア、ありがとう。俺が思っていたイメージ通りの出来だよ」

「えへへー、良かったー！」

　リアの次はディーネだな。ひとまず、どんな感じになるのか確認したいと伝えると、早速水を出してくれる。

「いくでちー！　えーいっ！」

　ディーネが浴槽の八割くらいまで水を注いでくれたのだが……うん。遺跡で起きたような眩暈などは起こらない。

　ということは、メル自身が言っていた通り、金の精霊の力を行使するには、かなり大量の魔力を要するということか。

　となると、メルに包丁や鍋なんかを出してもらうのは、明日の朝かな。

　まぁそもそも火がダメだから、鍋を作るのはメルがここの環境に慣れてからということになるけど。

　そんなことを考えながらも、せっかくリアとディーネが水浴びできるようにしてくれたので、早速入ってみることにした。

「……って、リア。何か囲いみたいなのは出せないかな？」

「ん？　どういうのが必要なのかな？」

　精霊は風呂に入らないから、浴槽だけじゃなくて、周囲の囲いとか、脱衣所とかの説明をして、まったく同じというわけではないけれど、脱いだ服を置く棚兼囲いを作ってくれた。

「リア、ありがとう」

「どういたしまして。けど、カイ君の様子がまったく見えないのは怖いから、棚は低めにしてるからね」

　リアの位置――大きな木と浴槽の間にお腹くらいまでの棚を作ってもらったので、服を脱いで早速浴槽へ。

　子供の身体でメルをおんぶしながら歩き、汗をかいているからね。

「ふぅ……生き返るー」

　風呂というより、真夏のプールかな。泳げる程広くはないけど、厳しい陽差しの下では、これでも十分気持ち良い。

「やっぱり、みずあびはよいでち。このあたりは、あつすぎるでち」

「そうだね……って、ディーネもはいるの？」

「えっ!?　ダメだったでち？　ディーネもみずあびしたいでち」

「いやまぁ、ディーネならいっか」

「ありがとうでちー！」

　いつの間にかディーネも一緒に入っていたけど、水の精霊だから水が好きなんだろうし、大丈夫なのだろう。

　ただ、よく見たらディーネの格好が幼児用の水着みたいなのになっていた。

　精霊も着替えるんだな。

「じゃあ、私も……」

「いや、リアはダメだよ。というか、脱ごうとしないでよっ！」

「えぇっ!?　ディーネちゃんは入っているのに!?」

「ディーネとリアは年齢が違うよね!?」

「えぇぇぇっ！　カイ君のいじわるーっ！」

　リアは年齢的によろしくないので諦めてもらったのだが、いつの間にか目覚めていたメルが、ものすごく困った表情を浮かべて、俺を見ていた。

「お、お兄ちゃん。メルたんも入ったほうが良い？」

「いや、無理に入らなくて良いから！　俺たちは、暑いから涼んでいるだけなんだ」

「た、確かに陽差しがキツくて暑いし、メルたんは熱に弱くて……メルたんも入るっ！」

　止める間もなくメルが下着姿になり、そのまま浴槽の中へ入ると、俺の脚の上に座ってきた。

　そのままメルが遠慮なしにもたれかかってきて……あー、メルが普通に浴槽へ座ると、水面が顔より上で溺れてしまうから、俺を椅子の代わりにしているのか。

　とはいえ、三人も入るとザバーッと水が溢れ……突然、周囲の草が青々と生い茂る。

「リア。ディーネのお水が草むらに零れたら、草がいきなり大きく伸びたんだけど」

「ディーネちゃんのお水をもらって、一気に植物が育ったみたいね」

　詳しく聞くと、木の精霊が金の精霊を苦手としている一方で、水の精霊とは相性が良いらしい。

　水は木を育てる効果があるので、さっきのようなことが起こったのだとか。

　それからしばらくまったり過ごして浴槽から出ると、リアが俺とメルの身体を拭いてくる。

　メルはともかく俺は自分で拭けると何度も……見た目は子供でも、中身はアラサーなのにっ！




「さてと。十分休憩したところで、メルの力を借りたいんだ」

「それは良いけど……お兄ちゃん。メルたんは――金の精霊は魔力の消費が激しいの。また倒れたりしない？」

　メルが俺を心配そうに見上げてくるが、問題ないと否定しようとしたところで、リアが驚きの表情と共に割り込んでくる。

「えっ!?　カイ君、今の話は本当っ!?　魔力枯渇を起こしたのっ!?」

「起こしてないよ。ちょっと立ち眩みがした程度だってば」

「本当!?　実は無理してない!?　今日はもう、私と一緒に寝る？」

「いや、大丈夫だから。それに、試してみたいことが沢山あるんだ」

「うーん。カイ君がそう言うなら仕方ないけど、無理はしちゃダメだからね？　魔力を使い過ぎて魔力枯渇になっちゃったら、身体の中で毒が作り出されちゃって、場合によっては命の危険を伴うの。……念のため、毒消し草を飲んでおく？　私、出せるよ？」

　毒消し草がどんなのかは知らないけど、何となく美味しくなさそうだし、魔力枯渇も起こしていないと思うので丁重に断り、今後は無理をしないことを約束する。

　というわけで、リアに無理をしないと言った手前、今日はメルの力だけを確認して、もう一つは明日確認することにした。

「こほん。えーっと、話を戻すけど、さっき水浴びでしっかり休んだから大丈夫だと思う。それで、メルに出してもらいたいものがあるんだよ」

「今度はどんなの？」

「包丁かナイフのどちらかをお願いしたいんだけど、わかる？」

「うん。どっちもわかるよー。でも、できるだけ小さい方が良いんじゃないかなー？　リアさんもいるし」

「そうだね。じゃあ、ペティナイフってわかるかな？　小さなナイフなんだけど」

　果物ナイフ……とは厳密に言うと違うが、イメージとしてはアレに近い。

　日本では基本コンビニ弁当だったけど、たまにする自炊で使っていて、すごく便利だったんだよね。

「ペティナイフも大丈夫！　じゃあ、作るねー！」

　そう言って、メルが俺の足に抱きつく。

　おそらく魔力をもらうためなのだろう。メルが俺に抱きついたまま小さな腕を伸ばすと、真っ白に光り輝き……その手に小さなナイフが握られていた。

「お兄ちゃん、作ったよ。あと、危ないからカバー付きにしておいたよ」

「ありがとう、メル」

「ううん。どういたしまして」

　メルからナイフを受け取ると、次はリアに向き直る。

「リア。メルに金属のナイフを作ってもらったんだけど、これだとどうかな？　何か気分が悪くなったり、嫌な感じがしたりする？」

「それくらいなら大丈夫よ。だから、カイ君が必要な物があるなら、メルちゃんに作ってもらっても良いと思うよ」

「そっか。じゃあ、あといくつかお願いしようかな」

　というわけで、金属でも小物なら、リアの近くにあっても大丈夫らしい。

　なので、早速フォークとスプーンを作ってもらった。

　メルがここでの生活に慣れてきて、火の話ができるようになったら、その時は鍋とかの調理器具の相談をさせてもらおう。

「ところでカイ君。あのナイフで何をするの？」

「えっとね、調理に使おうと思ってさ」

「調理……って、カイ君のご飯なら私が用意するよ？」

「うん、そうなんだけど、ちょっとやりたいことがあってね」

　不思議そうにするリアに実演ということで、丁度食事どきになってきたので、リンゴを出してもらう。

　そのリンゴをナイフで皮をむき、一口大のサイズに切ってみた。

「どう？　これなら、食べやすいでしょ？」

「なるほど！　確かにカイ君の言う通りね」

　精霊は食事を必要としないそうなので、食べやすさとかって発想はなかったらしい。

　せっかくなので、リアにお皿とコップに、お箸の説明をして、ついでに作ってもらうことにした。

「えっと、コップとお皿はわかるんだけど、お箸……って、ただの棒だよね？」

「うん。そうなんだけど、使い慣れるとすごく便利なんだよ」

「そうなんだー。お兄ちゃん。メルたんも、そのお箸っていうのは知らないかなー」

　リアだけでなく、フォークやスプーンを知っていたメルも、箸を知らないと言うあたり、西洋寄りの文化なのかな？

　まぁそもそも異世界なので、比較すること自体がおかしいのかもしれないけど。

　でも、一通りの食器類が揃って、これだけでも生活が大きく変わったような気がする。

　それから、リアが出してくれた食事をいただき、就寝することに。

　ただ、昨夜と同じくリアのハンモックで寝るんだけど、金の精霊であるメルが蔦に長時間触れたままになるのは、ちょっと辛いのだとか。

　だけど、少ないとはいえ魔物が出る可能性もあるのに、メルだけ地上で寝るというわけにもいかない。

　なので、みんなでいろいろ考えた結果、俺の上でメルが眠り、リアの蔦に触れないようにすることになった。

「お兄ちゃん。メルたんは良いけど……大丈夫？」

「俺は何ともないけど、リアは大丈夫なの？」

「私なら大丈夫よ。カイ君、メルちゃん。おやすみ」

　とりあえず、リアが大丈夫だと言っているので、最低限のことはできているようだ。

　ただ、メルが小柄だから何とかなっているんだけどね。

「パパー。がんばってでち！　おやすみでちー！」

　そんな中で、ディーネは普通にハンモックで眠り……これは、早々に何か考えないとな。










第３章　異世界の困りごと




　木の精霊であるリアと金の精霊であるメルは精霊的な相性の悪さのため、俺がメルの敷布団代わりになるという、かなり困った状態で眠った翌朝。

「お、お兄ちゃん！　起きて！　大変なの！」

　メルの慌てた声で起こされる。

「……メル？　どうしたんだ？　怖い夢でも見たのか？」

「そういうのじゃないよっ！　下を見てっ！」

　寝ぼけ眼で身体を起こすと、のそのそと……って、ここは木の枝の上だった！

　真下を見て、その高さで目が覚めたのだが、ここへきてメルの言っている意味をようやく理解する。

「あれは、いわゆる魔物……なの？」

「うん。ワイルド・ウルフっていう魔物だよ。魔物は、自然に存在している魔力を取り込んだ獣や虫のことで、いるだけで周囲の自然に悪影響を及ぼしちゃうんだ」

　メルが教えてくれたワイルド・ウルフは大きな灰色の狼おおかみで、五体の魔物が木の周りにリアが生やしてくれた野菜や果物を食べ漁っていた。

　魔物はいるだけで自然に悪影響という話だったが、それ以前に作物を食べられているので、既に悪いことが起こってしまっている。

「お兄ちゃん。メルたんの力を使えば、ここからでも倒せるけど……どうする？」

「具体的には、どんな力を使うの？」

「例えばだけど、金属の塊を出して、狼の上に落とすとかかな」

　な、何ていうか、思っていたのと違って物理攻撃だね。

　いや、何もないところに金属の塊を生み出すなんてことは、しっかり魔法で異世界なファンタジーだけど、後の処理がすごく大変そうだ。

　それに何より、リアが金属を苦手としているのと、メルの提案してくれた方法だと、地面に生えている、まだ食べられていない植物も潰れてしまう。

「別の手段も検討しよう。ディーネ、起きている？」

「おきてるでち。パパー、どうするでち？」

「ディーネの力を借りたいんだ。さっきメルが言ってくれた、金属を落とすという手段は良いんだけど、植物が傷んでしまうから、代わりに水の塊を落としてもらおうと思って」

「りょーかいでち！　いくでちっ！」

　ディーネが気合を入れて、水を生み出し……って、さすがにそれは、水の塊が大き過ぎない!?

　一旦止めようかと思ったけど、ディーネの生み出した水が五つに分かれ、それぞれ魔物に直撃する。

「ディーネ！　すごい！」

「えっへんでち！」

「お兄ちゃん！　魔物が逃げて行くよ！　止めを刺さなくて良いの？」

　メルが追撃を提案してくるけど、俺としては無益な殺生はしなくて良いと思う。

　……いや、俺の考えは異世界では甘いのかな？

　日本が平和で、魔物がいる世界の考え方とはずれているのか？

　ひとまずメルを制して、考え込んでいると、リアが目を覚ます。

「ん……おはよ。あれ？　みんな早いね……って、カイ君。難しい顔をしてどうしたの？　何か怖い夢でも見たの？」

　俺がメルに言ったことと同じことを言われてしまったが、一旦それは置いといて、先程起こったことをリアに説明する。

「うぅ……あれはカイ君のために生み出したのに！　……けど、今まで魔物なんて殆ど現れなかったのに、どうしてかしら？」

「これまでは、リアさんだけだったんだよね？　だから、果物とかを出す必要もなかった。けどお兄ちゃんが来て、食べ物を出すようになったから、魔物も来るようになった……とか？」

「あー……メルちゃんの言う通りかも。リアだけなら、作物を出す必要はないもんね」

　つまり、俺が来たことによって、魔物が来るようになってしまったというわけか。

　ひとまずリアに地上へ降ろしてもらい、どうすべきかと考え……ふと思いつく。

「そうだ！　昨日やろうとしていたことで、解決に繋がるかも！」

「カイ君？　何をするの？」

「あのね、魔法陣っていうのを作ろうと思っているんだ」

　昨日、遺跡の中で見つけた魔法陣は、俺の魔力を力の素とするディーネやメルであれば、作れる。というか、実際ディーネの力を使った魔法陣を作ったからね。

　あれを応用して、魔物だけを追い払う罠わなを作るんだ！

「確か、最初にターゲットだったよね。……こんな感じかな？」




《もしも、魔物が触れたら、遠くへ吹き飛ばす》




　リアの木から少し離れた地面に、日本語でこんな文章を書き、ディーネを呼んで力を込めてもらう。

「まかせるでちー！」

　ディーネが力を込め、先程文字を書いたところが水色の半透明のパネルに変わったので、無事に魔法陣ができ上がったんだけど、大きさが直径一メートル程の円だ。

「……これ、あと何個作らないといけないんだろ？」

　この魔法陣の大きさだと、リアの木の周辺に生やした植物を囲うようにして一周するためには、かなりの数を作らなければならない。

「ディーネはがんばれるでちよ？」

「メルたんも協力するよー！」

　ディーネもメルも力を貸すと言ってくれているし……頑張るか。

　先程作った魔法陣の横に、次の魔法陣を作ろうとしたところで、リアから待ったがかかる。

「カイ君。それは大変だよ」

「だけど、何か対策をしないと、また魔物が来てしまうよ？」

「そうだけど、それだとカイ君が大変だから、私に任せて！」

　一体どうするのだろうかと思っていると、リアの木の周辺に、細い木が一定間隔で次々に生えてくる。

　生えてきた木は、いずれも高さが一メートル程度あり、細かい枝から緑の葉っぱが沢山生えていた。

「これは……生垣か」

「うん！　全部囲わずに、さっきカイ君が魔法陣を作ってくれた所を出入り口として開けておけば、作る魔法陣も一つで良いよね」

「なるほど！　リア、ありがとう」

　リアがテニスコート程の広さを生垣で囲い終えたところで、朝食に。

　いくつかの植物が魔物に食べられてしまったけど、ディーネが水を与えると、再び実を作ってくれたので、ありがたくいただく。




　それからしばらくして、みんなでまったりしていると、

「パパー！　まものがきたでち！」

　朝に見たワイルド・ウルフという狼の魔物が再び現れた。

「来たんだね！　俺とディーネが力を合わせて作った魔法陣の威力を試す時だよっ！」

「カイ君、それより私の所へ来て！　メルちゃんもっ！　一旦、木の上に逃げるよ！」

　そう言って、リアが有無を言わさず俺を抱きしめると、メルが慌てて走り寄ってくる。

　俺の胸にメルが飛び込んできたので、ぎゅっと抱きしめたところで、リアが蔓の力を使い、三人で一気に木の上へ。

「ま、まってほしかったでち」

「ごめんね。ディーネちゃんはお空を飛べるから大丈夫かなって思っちゃって」

　ディーネがふよふよと俺たちの所へ飛んできた頃には、五体のワイルド・ウルフが垣根の出入口――魔法陣を設置した所へやってきた。

　昨日の遺跡では、二足歩行――人間が触れることを起動条件としていたが、今回作った魔法陣は無事に起動してくれるだろうか。

　ドキドキしながら魔物たちの様子を窺っていると、生垣の周りをグルッと一周回った後、唯一の入り口に向かってやってきた。

　よし！　そのまま来るんだ！　あと少し……来たっ！

　先頭のワイルド・ウルフが水色のパネルを踏むと、そこから間欠泉のように勢いよく水が噴き出す。

「やった！　成功だ！」

　激しい水に吹き飛ばされ、ワイルド・ウルフが遥か彼方へ消えて行ったのだが、すぐに噴出していた水が消えてしまった。

「って、あれ!?　残りの四体が普通に入って来た！　もしかして、魔法陣って一回しか使えないのっ!?」

「パパー。ごめんなさいでち。あのまほーじんに、ディーネがいっかいぶんしか、ちからをこめてなかったでち」

　どうやら、ディーネがどれくらいの魔力を込めれば良いかわからず、一度しか発動しなかったようだ。

「じゃあ、入って来た四体は、メルたんの力で……」

「いや、それはちょっと」

「えー。お兄ちゃん。メルたんも活躍するー！　ディーネちゃんばっかり、ズルいー！」

　メルが侵入してきた魔物たちを何とかすると言ってくれているのだが、メルの力で何とかすると、スプラッターな感じになりそうなんだよね。

　その点、魔法陣だとそれぞれの精霊の性格や嗜好とは関係なしに、俺が書いた効果が発揮されるのは良いと思う。

　なので、今回も遠慮してもらうと、メルが頬を膨らませ、涙目で俺の顔を見上げてきて……そのまま胸に顔を埋うずめてきた。

　もしかして、泣かせちゃったのか!?

　俺としてはメルの力がすごいのはよくわかっていて、すご過ぎるが故の別の問題なんだよね。

　うーん。メルの背中を優しくさすってみるけど、顔を上げてくれない。

「パパー、どうするでちー？」

　ディーネが困った表情を浮かべて、俺を見つめてくる。

　その表情から読み取れるのは、朝と同じようにディーネが追い払えるけど、そうしたらメルが拗ねちゃうよ？　といった感じだ。

　だが、そうは言っても、どうしたものかと思っていると、リアが口を開く。

「カイ君。任せてっ！」

　一体どうするのかと思っていると、スルスルと蔓が下りて行き、ワイルド・ウルフの身体に巻き付いた。

　それから、ゆっくりとワイルド・ウルフの身体が斜め上に持ち上げられ、振り子のように揺られはじめる。

　徐々に揺られる速度と高さが上がっていき……ビュンッとワイルド・ウルフが遥か彼方へと飛んでいった。

「リア。すごいね」

「でしょ！　さっきのカイ君が作った魔法陣を見て、思い付いたの」

　リアが再び蔓を動かすと、二体目のワイルド・ウルフを捕らえ、先程と同じ方法で遠くへ飛ばす。

　だけどその一方で、残りのワイルド・ウルフが逃げ出してしまった。しかも、俺が設置していた魔法陣を避けるかのように、リアが作った生垣を簡単にジャンプで飛び越えて。

「あの魔物は、思ったより跳躍力があるんだね」

「そうみたいね。うーん、どうしよう。飛び越えられちゃったら、意味がないよね」

「まぁ、そうだけど……そうだ！　じゃあ、垣根の外側に堀を作ると言うのはどうかな。それなら、簡単には飛び越えられないと思うんだ」

　さらに、掘った所へディーネが水を張っておけば、より効果が高いと思う。

　というわけで、魔物の対策のために垣根の外側を掘ることにして、ワイルド・ウルフがどこかへ行ったのを確認してから、みんなで地面に降りる。

　あまりリアの蔦に触れられないメルは、ずっと俺の胸に顔を埋めていたんだけど、突然離れたかと思うと、小さな腕を広げ、大きな声で叫びだす。

「お兄ちゃん！　来ちゃダメっ！」

　何事かと思った時には、垣根の向こう側から、ワイルド・ウルフが跳躍してきたところだった。

　しまった！　魔物は全てどこかへ行ったと思ったのに、残っていた奴もいたのか！

　今にも垣根を飛び越えようとしているワイルド・ウルフは、鋭い眼光を俺に向けている。

　どうやら狙いは俺のようなので、ディーネに水で吹き飛ばしてもらうか、それともリアに助けてもらうか。

　どちらがより最適かというのを考えていて、ふと気付く。

　なぜかはわからないけど、ワイルド・ウルフの動きがスローモーションに見えているから、どう対処すべきかを頭の中でいろいろと考える時間があって……って、待って！

　これっていわゆる、死ぬ直前の走馬灯ってやつじゃない!?

　つまり俺は、この空中にいるワイルド・ウルフの鋭い爪に切り裂かれたり、この獰どう猛もうな牙でかみ殺されたりするってこと!?

　だけど、さっき俺自身が思ってしまった通り、スローモーションは変わらず、はっきりとワイルド・ウルフの動きが見えていて、頭がものすごく速く回転していそうだというのに、身体が少しも動かない。

　俺は、死ぬ……のか？

　死を感じて絶望しかけた瞬間、

「お兄ちゃんに、近付くなぁぁぁっ！」

　メルが大きな鉄球を大砲のように撃ち出し、ワイルド・ウルフがこれまでにないくらい、とんでもない速さで遥か彼方へ飛んでいった。

「た、助かった……のか？　メル、ありがとう」

「ううん。当然のことをしたまでだよ。メルたんは、お兄ちゃんに呼び出されて、魔力を分けてもらって、ここに具現化できているからね。お兄ちゃんに万が一のことがあったら、メルたんもディーネちゃんも消えちゃうから……消えるのがメルたんだけで良かったよ」

　時間の進み方がスローモーションから普通に戻り、死の危機を回避できたのだと思って安あん堵どしていると、突然メルが変なことを言いだした。

　俺が遺跡で金属を見つけて呼び出したから、ここにメルがいるというのはわかる。

　リアのように、元々あった木に宿ったりしているわけではないから、俺の魔力をもらっているというのも聞いた。

　だけど……

「待った！　消えるのがメルだけで……って、どういうこと!?　どうしてメルが消えることになるのっ!?」

　メルの話した言葉の意味がわからず、思わず俺も叫んでしまった。

　そんな俺の傍に、リアが駆け寄ってくると、今メルに起こっていることを説明してくれた。

「カイ君。精霊の具現化方法が二種類あるっていう話をしたでしょ？　私はこの木の力をもらって自分の意志で力を使えるけど、メルちゃんはカイ君から了承を得て、魔力をもらわないと力が使えないの」

「それは聞いたよ！」

「さっきのメルちゃんはカイ君を助けるために了承を得ず、カイ君の魔力の代わりに自分が具現化するための魔力を使って、あの魔物を吹き飛ばしたの。だから、もうメルちゃんには具現化するための魔力が残っていなくて、あと数秒で消えてしまうの」

　な、何だって!?

　メルが俺の了承無しに力を使ったから、消えてしまう……って、俺を助けるためにやったことだろ!?

　どうしてそんなことになるんだよっ！

「リア！　どうすれば、メルを助けられる!?　俺の魔力が必要なら、いくらでもメルがもらってくれて良い！　俺はメルに、消えて欲しくないっ！」

「……私は呼び出された経験がないからわからないけど、カイ君がメルちゃんに魔力を渡すというか、メルちゃんの中に魔力を送ってあげれば良いと思うの」

「そうすれば、メルは助かるんだな!?」

「おそらくだけど……」

「わかった！　すぐにやろう！」

　今すぐ何をすべきかはわかったのだが……魔力を送るってどうやるんだ!?

　いつもは、ディーネやメルが俺の魔力をもらってくれるから、こっちから魔力を送るという方法がわからない。

　だけど、わからないという時間すらも惜しい。

　魔力を送る、魔力を送る……そもそも魔力って何なんだ!?

　リアは作物を出す時に、手を前に突き出していた。……魔力は手から出るものなのか!?

「メルっ！　俺の魔力を使って！　メルっ！」

　両手でメルの小さな手を握りしめながら、助かって欲しいと祈る。

　だけど、段々とメルの存在が希薄になっていくような気がしてしまう。

「メルっ！　お願いっ！　消えないでっ！」

　メルがどこかへ行ってしまわないようにと、その小さな身体をぎゅっと強く抱きしめる。

　どれほどの間、そうしていたかはわからないけれど、ずっとメルを抱きしめていると、小さな手が俺の身体に触れた気がした。

「メルっ！」

「お兄ちゃん……魔力、ありがとう。もう、大丈夫だよ」

「メル……良かった！」

　嬉しさのあまり、しばらくメルを抱きしめていると……あれ？　メルの身体が熱くなってきた気がする。

「か、カイ君っ！　メルちゃんの顔が真っ赤だよっ！」

「えぇっ!?　メルっ！　メルーっ！」

「パパっ！　メルにわたすまりょくが、おおすぎるでち！　メルからはなれるでち！」

　リアとディーネの指摘で慌てて身体を離すと、耳まで赤く染めたメルが上目遣いで俺を見つめてくる。

　前にもディーネに指摘されたが、どうやら俺は普通の人よりも、桁外れに魔力の量が多過ぎるので、メルが必要とする何倍もの魔力を送ってしまったようだ。

「お兄ちゃん。メルたん、お兄ちゃんに、ぎゅーってしてもらうの好きかも」

　メルが抱きしめられるのが好きというのは、ハグによって魔力が渡されるからだろうか。

「パパー。メルは、もうだいじょーぶでち。メルのなかに、パパのまりょくが、たくさんあるでち」

　良かった。無我夢中で、自分でも何をどうしたのかはわからないけれど、ディーネによるともう心配ないらしい。

　だけど、魔力が回復して、もう消えたりしないはずのメルが抱きついてきた。

「メル、どうしたの？　もう大丈夫なんだよね？」

「メルたん、お兄ちゃんにさっきのをもっとして欲しいなー」

「さっきのは緊急事態だったから取った行動であって、普段はそういうことはしないんだよ」

「なるほど。ということは、またメルたんが自分の意志で勝手に力を使えば……」

「ダメだからねっ！　さっき助けてくれたことは本当に感謝しているけど、危ないことはしないでっ！」

「むー。はぁーい」

　なぜかメルが頬を膨らませながらも、チラチラ俺の顔を見てくるが、ひとまず俺の走馬灯と、メルが消えてしまうかもしれないという危機は乗り切ったようだ。

　ちなみにディーネが言うには、俺が自分で魔力をコントロールして、メルに魔力を渡していたらしい。

　だけど、改めてやってみようとしたものの、自分で意識してできなかったので、いわゆる火事場の馬鹿力というやつなのかもしれないな。




　というわけで、改めて当初考えていた、生垣の外側に堀を作ることにした。

　とりあえず、落ちていた石を使って穴を掘りはじめたんだけど、どういうわけかメルがずっと俺の傍にいる。

「……お兄ちゃん。疲れてない？」

「いや、まだ作業をはじめたばかりだから大丈夫だよ」

「……お兄ちゃん。頑張り過ぎは、良くないよ？　休憩しよ？」

　メルが作業をしている俺の服を引っ張りながら、ちょくちょく休憩を促してくる。

　まぁメルの見た目の年齢的には、もっと遊びたかったり、構って欲しかったりする年齢だし、仕方ないか。ただ、リアでもディーネでもなく、なぜかずっと俺のところにいるけど。

　まぁ拗ねているメルに比べれば、全然良いけどね。

「パパー！　メルちゃんと、すっかりなかよくなったねー！」

「あぁ、そうだな。俺としても嬉しいよ」

「本当っ!?　じゃあ、お兄ちゃん。メルたんを抱っこしてー！」

　ディーネと話をしていると、メルが抱きついてきて、話に割って入る。

　うーん。また新たな魔物が現れる前に何かしら対策をしておきたいんだけど……捗らないな。

　とりあえず、メルに大きなシャベルを出してもらえれば、多少マシになりそうな気がするけど、リアは大丈夫かな？

「…………」

　垣根の中にいるリアの様子をチラっと窺ってみると、なぜかジト目で無言のまま俺を見つめている。

　これは、遊ばずに早く作業を進めろってことだろうか。

　いやでも、よく見ると頬を膨らませている。リアもメルと一緒に遊びたいけど、この垣根が行動可能なギリギリの範囲で、来られないってこと？

　メルをリアの近くに連れて行ってあげれば良いのかな？　と考えていると、リアが何かを決意したような表情を浮かべる。

「くっ！　諸刃の剣だけど、仕方ないわね。カイ君、ちょっとこっちへ来て。作ろうとしている堀について、話があるの」

　リアが真面目な表情を浮かべているので、抱きついているメルに離れてもらい、俺一人で垣根の内側へ。

「あのね。実はカイ君が作ろうとしている堀を、すぐに作る方法があるの」

「えっ!?　そうなの!?」

「うん。だけど……」

　何だろうか。リアがすごく良さそうな提案をしてくれたのだが、なぜか歯切れが悪い。

　何か躊躇ためらっているような気もするんだが……こればっかりは聞いてみるしかないか。

　リアが俺に言いかねている懸念事項と、魔物対策のために堀を作ることを天てん秤びんに掛け、どちらの方が有益かを判断するためにも。

「リア。リアが俺たちを心配してくれているのはすごくわかるんだ。だから、今リアが悩んでいることを俺たちにも話して欲しい。一人で悩むよりも、ディーネやメルも加えて、一緒に意見を出し合った方が良いと思うんだよ」

「そ、そうよね。まずはすぐに堀を作る方法なんだけど、土の精霊をカイ君が呼び出せば良いと思うの」

「なるほど。ディーネが水を、メルが金属を操るみたいに、土を操ってもらうんだね。しかも、土なら沢山あるから、わざわざ探しに行く必要がないよね」

「そう、それなの。私が懸念しているのは」

　土は探さなくても大丈夫と言った途端に、リアの表情が曇る。

　どういうことだろう。土が沢山あることが懸念事項なのか？　それとも、土自体に何か問題があるということなのか？

「リア。例えばだけど、この辺りの土は栄養があまり無いから、土の精霊を呼び出せなかったりするの？」

「んー、土に栄養が少ないっていうのはその通りだけど、土の精霊を呼び出すことには関係ないかな」

「それなら、何が問題なの？」

「……ううん。やっぱり大丈夫。これは私が心配し過ぎなだけかもしれないし、カイ君は土の精霊を呼び出して」

「いや、そういうわけにはいかないよ。さっきも言ったけど、リアが悩むことがあるなら、みんなで一緒に考えようよ」

　特に俺はリアがいてくれなければ、この世界で生きていくことができない。

　感謝してもしたりないくらいなのだから、少しでもリアのために協力できることがあるなら、是非助けてあげたいからね。

「カイ君がそこまで言うなら……わかった。じゃあ、カイ君。私の不安について、お話を聞いてくれる？」

「もちろん」

　不安そうなリアの目を真っすぐ見つめながら、大きく頷くと、リアがようやく心の内を話しだす。

「あのね。ここには土が沢山あり過ぎるでしょ？　だから、カイ君が土の精霊を呼んだら、きっと大人な土の精霊が現れちゃうと思うの。そうしたら、カイ君の魔力を沢山使うことになって、また魔力枯渇で倒れちゃったりしないかなって思って」

　リアが、垣根の外で暇そうにしているメルにチラッと目をやり、再び俺を見つめてくる。

　なるほど。リアは俺がメルの力を借りた時に倒れてしまったことを心配してくれているのか。

　確かにディーネは水が、メルは金属が少なくて子供の姿だけど、土は十分にあるから大人の姿の精霊が現れそうだな。

　やっぱり、子供の姿の精霊よりも、大人の姿の精霊の方が、沢山の魔力を必要とするということなのだろう。

「それだけではなくて、もう一つ懸念事項があるの」

「え!?　まだあるの!?」

「えぇ。水の精霊と土の精霊の相性が悪いから、ディーネちゃんが心配なのよ」

　リアから精霊の相性問題の話が出てきたけど、ディーネの話というのは困ったな。

　俺のことなら、俺が気をつければ良いけど、ディーネに何か悪い影響があるのは避けたい。

「木の精霊は金の精霊が苦手だけど、メルちゃんが小さいから、私は大きな影響を受けていないわ。でも、幼いディーネちゃんに対して、大人の土の精霊が近くにいるのは心配なのよ」

「なるほど。だったら、土の精霊を呼び出すのはやめておこう。ディーネの体調が悪くなったりするのは嫌だからね」

　もしかして、ディーネがふよふよ浮いているのは、土に触れたくないからだったりするのだろうか。

　ディーネが……というより、土はどこにでもあるから、水の精霊が土に触れないよう、空を飛べるように進化したのかもしれない。

　今のところ、空を飛べるのはディーネだけで、リアもメルも空を飛ぶことはできないしね。

「まってほしいでち。ディーネなら、へいきでち」

「あれ？　ディーネ!?　いつの間にいたの？」

「ん？　さいしょから、いたでち。ずっとパパのうしろに、いたでちよ？」

　そういえば、さっきメルを見た時、ディーネの姿が見えなかったけど、俺の後ろにいたのか。

「えっと、じゃあ話を戻すけど……俺はディーネに無理をして欲しくないんだ」

「ちがうでち。むりとかじゃなくて、ほんとうにだいじょーぶなんでち。パパが、つちのせいれいをよびだすなら、ディーネとおなじまりょくにいぞんするでち。そのばあいだと、せいれいどうしは、かんしょうしないって、ほかのみずのせいれいが、おしえてくれたでち」

　ディーネによると、俺が土の精霊を呼び出すのであれば、ディーネと同じ魔力を使うから、相性の悪い精霊でも干渉されないらしい。

「じゃあリアみたいに、どこかの土に宿っている土の精霊に遭遇すると、良くないってことなの？」

「そのとおりでち」

　なるほど。そうだとすると、なおさら俺が土の精霊を呼び出した方が良いってことか。

「メルも、ディーネと同じく俺の魔力を使うから、相性については問題ないってことだよね？」

「そのとおりでち。むしろ、きんのせいれいは、つちのせいれいと、あいしょうがよいでち」

　金の精霊と土の精霊は相性が良いのか。

　なんだか、相関関係がややこしいけど、それはあんまり気にしなくて良さそうだから、問題は俺の魔力枯渇か。

「ディーネ。大人の土の精霊が、メルより――幼い金の精霊より多くの魔力を消費するかどうかって、わかる？」

「きいてみるでち。……えっと、おとなのせいれいのほうが、まりょくのせいぎょにたけているから、しょうひがすくないらしいでち」

　なるほど。大人の精霊の方が魔力の制御に長けているというのは、言われてみればその通りか。

「つまり、大人の土の精霊の方が、魔力の消費が少なくて、魔力枯渇になりにくいってことで良いんだよね？」

「そうでち。ただ、せいれいをさんたいもよびだしたら……」

「でも、俺の魔力は多いから大丈夫じゃないかな？　もちろん、力を使ってもらう時には気を付けるよ」

「そ、それなら、だいじょうぶかもでち」

「じゃあ、これでリアの懸念は全て解消できたのかな？」

　ディーネにいろいろ教えてもらった結果、リアが安心した表情を浮かべて頷いてくれたので、後は土の精霊を呼び出すだけだと思っていると、突然横から何かがぶつかってきた。

「お兄ちゃん、遅いよー！　まだお話は終わらないのー!?」

「メル!?　ごめんね。もう少し……って、そうだ。堀を作るために土の精霊を呼びだそうかって話をしていたんだけど、メルは特に問題ないよね？」

　リアとディーネにだけ相談して土の精霊を呼び出すのは良くないと思い、横から抱きついてきたメルに話すと、意外な答えが返ってくる。

「えぇっ!?　精霊が増えたら、お兄ちゃんが取られちゃうっ！」

「いや、そんなことはないと思うんだけど……」

「だって、土の精霊ってことは、沢山土があるし、お母さんみたいな精霊が来て、お兄ちゃんを懐柔していくんだー！」

　懐柔って。メルは一体何を想像しているんだ？

「えっと、お母さんではなくて、お父さんかもしれないよ？」

「ううん。精霊は全員女の子だよ。男の子の精霊はいないよ」

「えっ!?　そうなの!?」

「うん。精霊は母なる自然の力を担うからね」

　母なる自然か。何となくだけど、わかるようなわからないような……まぁそもそも異世界だから、考えてもしかたないのかもしれないけどさ。

　ひとまず土の精霊を呼んだ後も、メルと接する時間を減らしたりはしないと約束し、土の精霊を呼び出すことになった。




「土の精霊よ、来て！」

　土を持つ代わりに、地面に手を置いてそう言うと、ムクムクと土が盛り上がってくる。

　その土は、瞬きする間に人の姿になり、リアと同じくらいの身長ではあるものの、二十代半ばくらいの茶髪の女性となった。

「うふふ。随分とかわいい男の子にお呼ばれしちゃったわね。私は土の精霊のノエルよ。よろしくね」

「来てくれて、ありがとう。俺はカイっていうんだけど、頼みがあるんだ」

「いいわよー。カイちゃんが魔力をくれるなら、ママ頑張っちゃう」

　いや、ママって。でもさっきメルが言っていた母なる自然ではないけれど、母なる大地って呼んだりもするか。

　……それでも、俺の母親ではないから、ママという一人称には戸惑ってしまうが。

「それで、カイちゃんはママに何をして欲しいのかな？」
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「この垣根の外側に堀を作って、魔物が外から侵入できないようにしたいんだ」

「そうなのね。カイちゃんは、この木を守りたいのね。優しいわね」

「いや、リアを守りたいという気持ちはもちろんあるんだけど、今はどっちかっていうと守られてばかりなんだ」

「うふふ。カイちゃんの優しい心に惹ひかれて、いろんな精霊が集まっているのね」

　ちゃん付けで呼ばれるのと、一人称のママに困惑しっ放しなのだが……あ、ようやく堀を作ってくれるみたいだ。

「じゃあ、カイちゃんの魔力をもらうわね……あらあら、カイちゃんはすごいのね。こんなに魔力を持っている人間族なんて、聞いたことがないわ」

「あー、みたいだね。ディーネからも、似たようなことを言われたよ」

「これなら……そうね。何回かに分けてやった方が良いかと思っていたけど、一度でできちゃうわね。えーい！」

　リアが言っていた通り、ノエルが力を使うと、幅三メートル、深さ二メートル程の堀が、垣根をグルッと囲むようにして一瞬ででき上がった。

　これなら、ワイルド・ウルフも垣根を飛び越えられないだろう。

　あと、この堀へディーネが水を入れてくれたら、さらに効果が高まる気がするな。

「ノエル、ありがとう」

「あらあらー。ちゃんとお礼が言えて偉いのねー。カイちゃんは」

　堀を作ってくれたことに礼を言うと、ノエルが俺の頭を撫でてきた。

　うーん。やっぱりこの容姿のせいなんだろうな。ノエルも俺を子供扱いしてくる。

「ノエル。俺は、幼く見えるかもしれないが、もう三十歳くらいの年齢で……」

「まぁ。まだ三十歳なのに、ここまでしっかりしているの!?　とっても賢い子なのねー」

　これもリアと同じようなリアクションか。

　確かリアが百八十歳って言っていたけど、ノエルはそれ以上なんだよな？

　仮にノエルが三百歳だとして、三十歳くらいの俺は十分の一だから……三十歳のお母さんが三歳児の相手をするとしたら、何となくこんな感じだって思ってしまうな。

　そんなことを考えていると……あ、あれ？　若干、ノエルの顔がひきつってないか？

「か、カイちゃん。何となく……何となーくなんだけど、ママのことについて、何か失礼なことを考えてないかしら？　例えば、年齢のこととか」

「か、考えてないよ？　いや、本当に」

「そう？　なら良いのよー」

　えーっと、精霊でも女性に年齢の話は禁句ということか……って、俺は声に出してないよね!?

　もしかして、顔に出ちゃっていた!?　それともまさか、読心術が使えるとか!?

「パパー。えっとねー、ディーネたちはパパとまりょくてきにつながっているからー、なんとなく、かんがえていることが、わかるでち」

「えっ!?　そうなの!?」

「でも、あくまでなんとなくでち。でも、パパがディーネのことを、すっごくだいじにしてくれているのは、わかるでちー！」

　知らなかった。俺から魔力をもらっている精霊たちは、何となくでも、考えていることがわかると、もっと早く教えて欲しかったな。

　まぁ俺がディーネのことを……というか、メルもリアもだけど、大切にしていることはその通りだけどさ。

「えぇぇっ!?　そうなのっ!?　じゃあ、カイ君から魔力をもらっていたら、カイ君が私のことをどう思っているのかがわかるのっ!?　気になる……」

　そう言って、リアが俺に近付くと、俺の傍にいたノエルが、スッと後ろへ下がる。

　何だろうと思ったところで、精霊の属性の話を思い出した。

　土の精霊は木の精霊と相性が悪いんだったな。

　精霊たちの相性についてまとめると、土は木が苦手で、木は金が苦手。金は火が苦手で、火は水が苦手。そして水は土が苦手……と。

　だけど、俺から魔力をもらっている精霊同士の相性は気にしなくて良いそうなので、土と木、木と金だけを気を付ければ良いってことか。

「あれ？　メルが小さいから、リアは平気だって言っていたよね？　でも大きなリアがノエルの傍で力を使うと、どうなっちゃうの？」

「それはね。リアちゃんが悪いわけではないんだけど、木の精霊は土から栄養を取っちゃう……つまり、ママの元気が無くなっちゃうのよ」

　そう言って、ノエルが少し悲しそうな表情を浮かべる。

　当然ながら、リアもノエルも互いに嫌い合っているわけではない。

　だけど、それが精霊の性質なので、どうしようもないのだろう。

　精霊の力はすごいけど、何でもできるわけではなくて、自然のルールに則って……って、魔物対策のことを忘れてたっ！

「ディーネ。ノエルが作ってくれた堀を水で満たすことはできる？」

「んー。できるといえば、できるでち。でも、オススメしないでち」

「そうなの？」

「そうでち。つちとみずは、あいしょうがわるいでち。メルのちからで、きんぞくをだしてからのほうが、よいでち」

　ディーネとノエルは同じ魔力を使っているから、精霊として互いに干渉することはないけれど、精霊の力で具現化された水や土は、本来の精霊のルールに影響されるそうだ。

　ややこしいけど、土と水の相性が悪いから、水を注ぐならメルの力――金属でノエルが作った堀を覆ってからにした方が良いらしい。

　とはいえ、堀の内側を全て金属で覆うとなると、相応の魔力が必要となり、以前に遺跡で起こったように、気を失いかねない。

　というわけで、しばらくは水を入れず、メルの力で鉄板を少しずつ出していくことにした。

「お兄ちゃん。ここに、鉄の板を出すの？」

「うん。極力薄いのをお願い」

「お兄ちゃんの頼みなら、メルたんは何でもするよー！　じゃあ、魔力をもらうねー！」

　メルが魔力をもらうから抱っこして……と、両手を大きく広げてくる。

　今までメルの力を使う時に抱っこなんてしていなかったと思うんだけど、してくれないと鉄板が出せないというので、従うことに。

「お兄ちゃん、行くよ！　えーいっ！」

　メルに頼んで、ものすごく薄い鉄で、かつ幅が一メートルしかない鉄板を出してもらったので、魔力の使い過ぎで気を失うこともなく、無事に一枚目を堀の内側へ設置できた。

「じゃあ、メル。次はお昼過ぎにお願い。朝昼晩と、時間を分ければ、俺の魔力も回復しているだろうし、いつか完成するはずだからね」

「うんっ！　メルたんも、毎日お兄ちゃんに抱っこしてもらえて嬉し……こほん。毎日お兄ちゃんの役に立てて嬉しいし、この方法で進めていこうね」

　一瞬、メルから変な言葉が聞こえた気もするけど、これを毎日の日課として実施することにした。
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　それから数日が経ち、メルの出してくれる鉄板で、ようやく堀の一辺を覆うことができたというところで、ノエルが突然声を上げる。

「リアちゃん！　カイちゃんと一緒に木の上へっ！」

「えっ!?　ノエル？　何かあったの!?」

「カイ君！　私もわからないけど、早く来てっ！」

　リアも何が起こっているかはわからないみたいだけど、ノエルのただならぬ様子で、ひとまず俺を守ろうとしてくれているのだろう。

　だけどタイミングが悪く、俺はメルと共に堀の外側にいたため、すぐにはリアの所へ行けない。

　だけど、堀の外から生垣の中へと繋がる道には、ディーネと一緒に作った改良版の魔法陣があるので、そこさえ渡ってしまえば何とかなるはずだ！

　そう考え、道を渡って生垣の内側へ入って一息吐ついたところで、独特のイントネーションで話す、聞いたことのない女の子の声が聞こえてきた。

『あーっ！　やっぱりおったー！　いやー、大きな魔力を感じたから来てみたけど、すごいことになってるやん』

　何だろう。この関西弁っぽいイントネーションのせいってわけではないと思うんだけど、何となく、耳から入ってくる言葉と、その言葉の意味を理解するのに若干のタイムラグがあるような気がしてしまう。

　例えるなら、日本で外国人から道を聞かれた時に、スマホの翻訳アプリを使うというか、リアたちと話している時のように、自然ではないように思える。

　ひとまず声がした方に目を向けると、そこにはオレンジ色の髪から大きな耳を生やした、ノースリーブのシャツに膝くらいまでのスカートという、身軽な格好の少女が立っていた。

　どこからここへ来たのかはわからないけど、格好だけ見ると、遠くから来たようには到底見えないんだけど、周りには地平線しか見えないはずなんだけどな。

『なぁなぁ、君！　ウチはラヴィっていうねん』

『……はぁ』

『いや、はぁ……やなくて、ウチが名乗ってんから、自分も名乗りぃやー』

　えぇ……突然十六歳くらいのちょっと気の強そうな少女が現れたかと思ったら、急に怒りだしたんだけど。

　とりあえず、精霊ではなさそうだし、頭から兎みたいな耳が生えているし……もしかして、この世界の住人なのっ!?

『俺はカイっていうんだ。ところで、一つ教えて欲しいんだけど……』

『ちょい待ち！　先にウチが話しかけてんから、ウチが先に質問や！　この場所だけ、この辺りに生えてへん植物が沢山生えているし、ものすごく深くて大きい堀があるし、相当な腕の魔法使いがおるやろ。ウチに紹介してーや』

　魔法使い……って、何だろう？

　ここで植物を出しているのはリアだし、堀を作ったのはノエルだ。

　でも、二人とも精霊だから、魔法使いではないよね？

　どういうことだろう？　と、助けを求めるようにノエルに目を向けると、ノエルが困った表情を向けてきた。

「カイちゃん。今は、どういう話になっているの？」

　どういう話になっているの……って、今俺のすぐ隣でラヴィの話を聞いていたよね？

「ノエル。彼女……ラヴィが、凄腕の魔法使いを紹介してって言っているんだけど、魔法使いって誰のことなの？」

「あー、そういうことなのね。この女の子は、兎うさ耳みみ族ぞくっていう獣人なんだけど、精霊の力を借りることができる者のことを、魔法使いって呼んでいるみたいね」

「精霊の力を借りる……ってことは、つまり俺ってこと？」

「そういうことね。けど、カイちゃん。ママやディーネちゃんに、メルちゃんはカイちゃんの魔力で具現化しているから、その女の子に話しても良いけど、リアちゃんのことは絶対に話しちゃダメだからね？　わかった？」

　珍しく、ノエルがちょっとキツめに――といっても、子供に注意する母親みたいな感じで、話しかけてきた。

　要はリアのことをラヴィに話すなってことだけど、すぐ隣にラヴィがいる状態で、リアのことを思いっきり話しているよね？　これは良いの？

　ノエルの言葉を不思議に思っていると、気付いた時にはラヴィが俺を凝視し、身体をプルプル震えさせていた。

　これは、アレか。目の前にいるラヴィを無視して、ノエルと話していたことに怒っているのか。

　うーん。結構、自己主張が強い女の子だし、どうしたものか。

　そんなことを考えていると、突然ラヴィが俺の両腕を掴つかんできた。

『あ、アンタ！　いや、カイ！　い、今のって精霊語やんなっ!?　そこに精霊がおるん!?』

『え？　精霊語？　それはよくわからないけど、精霊はいるよ？』

『うわぁぁぁっ！　すごっ！　ウチより遥かに小さいのに、その年齢で精霊と話せるんっ!?　いや、ホンマにすごいわ！　きっと師匠の教え方がえぇんやろな！　ほんで、カイの師匠はどこにおるん？』

『あの、師匠って？　俺に師匠なんて人はいないよ？』

　師匠というか、姉みたいな存在に、娘や妹、母親みたいな存在の精霊はいるけどさ。

『ほな、その精霊語はどうやって学んだん？』

　ラヴィがジト目を向けてくるけど、そもそも俺は精霊語なんて……って、待てよ。

　そういえば、初めてリアに会った時に、俺の精霊語が完璧だって言っていたよな。

　俺としては普通に日本語で話をしているだけで、ごく自然にリアたちと話ができている。

　で、リアがひらがなは読めたけど、アルファベットは知らないって言っていたことから、精霊語が日本語だって結論付けたんだ。

　ん？　あれ、もしかして、これって……

『ラヴィは、ここに精霊がいるのが見えないの？』

『うん。見えへんで？』

『なるほど』

　なにげない会話を振ってみたけど、僅かこれだけの言葉でも、ラヴィの言葉を理解するのに少し間が空き、変なラグみたいなものを感じる。

　異世界転生時に自動翻訳スキルは付けてもらえなかったと思っていたけど、リアたちとは日本語で会話ができて翻訳されていなかっただけで、ラヴィとの会話では発動しているんだ！

　あと、これはただの推測だけど、俺の魔力を使って具現化している精霊――ディーネ、メル、ノエルは他の人には見えないのだろう。

　だけどリアは、誰かの魔力を使って具現化しているわけではないので、俺に見えているように、ラヴィにも見えてしまう。だから、ノエルは俺とリアに隠れるように言ったのか。

　俺は間に合わなかったけどさ。

「ちょっと、カイ。それより、精霊語は誰から学んだん？」

「いや、自然と覚えたんだ。この地で暮らしていこうと思ったら、精霊の力を借りるしかなかったから」

「え？　親とか兄弟とかは？」

「最初からいないんだ」

　うん。自動翻訳がかけられているって認識したら、普通に会話できるようになった気がする。

　もしかしたら女神様が、認識できるようにあえてラグを設けていたのかも。

　とりあえず、ノエルの意図を汲み、リアの話をせずにラヴィの質問に答える。

　一応、嘘うそは言っていないはずだ。

　俺はこの世界では誰からも精霊語……というか日本語を習っていないし、こっちの世界の親は顔すら見たことないしね。

　だけど俺の言葉を、ラヴィは変にとらえてしまったらしく、なぜかポロポロ涙を流しはじめたかと思うと、ぎゅーっと抱きしめてくる。

「ラヴィ!?　どうしたの!?」

「どうしたも、こうしたもあらへんやろ！　そーかぁ。幼い頃にこんな場所へ捨てられてもーて、一人で生きてきたんか。寂しかったやんな？　ウチのこと、お姉ちゃんやと思って、甘えてえーんやで？」

　あー……思い返してみると、俺の発言は捨て子と受け止められても仕方がないか。

　とはいえ、抱きしめながら頭を撫でてくるのはやめて欲しいかな。

「カイちゃん！　どうなっているの!?　とりあえず、カイちゃんは抱きしめられるなら、ママの方が良いわよねっ!?」

「お兄ちゃん、離れてっ！　何を言っているかはわからないけど、お兄ちゃんを奪おうとする、その獣人を排除するからっ！」

「いや、ノエルまで抱きしめようとしないでよ。あと、メルは怖いから。排除とかじゃなくて、普通にお引き取り願うから大丈夫だよ」

　そもそもメルの言う、奪うっていう表現も違う気がするんだけど。

「カイ。何やったら、ウチの家に来ーへんか？　そんな大きな家やないけど、カイ一人くらいやったら養ったるで。ウチも一人暮らしやから、カイが来てくれたら寂しくなくなるし、どうや？　まぁこれだけ精霊の力を使えるカイやったら、ウチが養わんでも、街に行けばいくらでも……」

　ラヴィが俺から顔を離し、ジッと見つめながら一緒に住もうって言ってきたけど……今、街って言った!?

　街があるの!?

　ラヴィにいろいろ聞いてみたいと思ったところで、スッと蔓が垂れてきた。

「ダメっ！　カイ君は私と一緒にいるんだからっ！」

　リアが叫びながら、すごい勢いで蔓から降りてきたかと思うと、ラヴィから俺を奪うようにして、抱きしめてくる。

　えーっと、リアはノエルに隠れろって言われていなかったっけ？

「ちょっ、リアちゃん!?　どうして姿を見せたのよっ！」

「だ、だって、何を言っているかはわからないけど、その獣人の女の子が、カイ君をどこかへ連れて行ってしまいそうだったんだもん！」

　ノエルの呆あきれた言葉に、リアが泣きそうな声で応える。

「あ……あぁ。こ、この感じは……まさか精霊なんかっ!?　初めて見たっ！」

　ラヴィが声を震わせながらリアに目を向けているから、思った通りリアはラヴィにも見えているんだ。

　精霊も何も知らない、この世界へ来た直後の俺にも見えていたから、当然と言えば当然なんだけど。

「すごい……けど、何でこの精霊だけ姿が見えるんや？　他にも精霊がいるんやろ？」

「この精霊、リアは俺が呼び出した精霊ではないんだよ。この木に宿っている精霊だからだと思う」

「おぉー！　そういうことか！　長く存在する木や鉄に精霊が宿ることがあるっていう噂は聞いたことがあるけど、まさかこの木が……って、ちょっと待った！　か、カイ!?　精霊を呼び出したって言った!?」

「え？　……い、言ったけど？」

　しまった。この世界のことが全然わかっていなかったけど、精霊を呼び出せることって言っちゃダメだったのかも！

　ノエルたちに確認してから答えるべきだったと反省するが、後の祭りでしかない。

「て、天才やっ！　まさか千年に一人と言われる、精霊を召喚できる魔法使いがいるなんて！　カイ……いや、師匠！　ウチを弟子にしてくださいっ！」

　あれ？　余計なことを言ってしまった……と思ったら、突然ラヴィが深々と頭を下げてきた。

「これはもしかして、カイちゃんがビシッと獣人の子に言ってくれたのかな？　リアちゃんに手を出すなって」

「わぁ！　カイ君、そんなことを言ってくれたの!?　嬉しいっ！　カイ君、大好きっ！」

「お兄ちゃん！　メルたんは!?　メルたんのことも話してくれたよね!?　お兄ちゃーんっ！」

　俺とラヴィの会話の内容がわかっていないノエルたちがいろいろ言っているが、申し訳ないけど全然違う話なんだ。

「いきなり弟子って言われても……そもそも、俺が嘘を吐いているかもしれないよ？　精霊を呼び出したとか」

「いや、この堀を見ればわかるって。こんな何もない土地やのに、綺麗に直線で、しかも広くて深い堀を作るなんて、土の精霊の力を借りな無理やもん。精霊石を使っている感じもせーへんし」

　あー、それは確かに。

　堀もそうだけど、メルが出してくれた薄い鉄板も新品そのものだし、そもそもこんな所に綺麗な形の鉄板が存在するのもおかしいか。

「師匠！　まず何からはじめたらえーかな？　とりあえず、この辺りの雑草を抜いて、綺麗にしよか？」

「待って、待って！　師匠って呼ぶのはやめて！　あと、ラヴィを弟子にするのは無理だよっ！　俺に教えられることなんて無いってば」

「師匠……があかんなら、カイ先生！　そう言わずに、お願いや！　ウチは、何としても優秀な魔法使いにならなあかんねん！」

　いや、そんなことを言われても、ただただ困るんだけど。

　仮に俺がラヴィに教えらえることがあるとすれば、日本語……というか、精霊語くらいだろうか。

　魔法の使い方なんて本当にわからなくて、ただディーネたちにお願いしているだけだしさ。

　そんなことを考えていると、急にラヴィが俺の手を握り、真っすぐに俺の目を見つめてくる。

「カイ先生。ウチへ招く話は取りやめや！　ウチがここに住むわ！」

「えぇっ!?　ま、待って！　どうしてそうなるのっ!?」

「カイ先生がウチを弟子にしてくれへんのやったら、精霊魔法を極めるにはどうしたら良いか、先生から見て学ばせてもらうことにしてん！　えーやろ？　というか、勝手に居座るで」

「いや、そう言われても困るんだけど」

　勝手に居座るって、完全な居直りだよねっ!?

「カイ君。どうして獣人の女の子から、手を握られているのかな？　どういう話なのかを説明してくれる？」

「お兄ちゃん！　メルたんも！　メルたんも手を繋ぐのっ！」

「パパー。けっきょく、どうなったのー？」

　リアとメルとディーネが詰め寄ってきたけど、どうしてこうなったのかは、俺が聞きたいくらいなんだ。

　だけど、兎耳の少女ラヴィの決意は固く、一緒に生活することになってしまった。










第４章　普通の魔法使い？




「カイ君。ラヴィさんは、どうしてカイ君に抱きついているのかな？」

「カイ先生！　リアは何て言ってるん？」

「お兄ちゃん！　メルたんも抱っこー！」

　ラヴィが、ここへ押しかけてきて、はや数日。

　リアたちはラヴィの言葉がわからず、ラヴィはリアたちの言葉がわからないため、意思疎通ができなくて、毎回俺が双方の通訳をする羽目になっていた。

　……何て言うか、精神的に疲れるね。

　ただ、ラヴィは精霊語を覚えたいと言っていて、勉強には意欲的に取り組んでいるので、それが救いだろうか。

　でも教科書などは無く、俺もラヴィと会話はできるものの、文字は自動で翻訳されないみたいなので、口頭で教えるしかない。

　そのため、なかなか成果が出ず、どうすれば良いのかと、悩まされる日々だ。

　そもそも、俺は人に何かを教えたりしたことなんて殆どないし……とりあえず、休憩にしようか。

「ラヴィ。そろそろお昼ご飯にしよう」

　そう言って、俺の手元にある本を閉じる。

　この本はラヴィの数少ない荷物の中にあったもので、元は日記用として使いはじめたばかりだったらしい。

　それを、鉛筆みたいなペンと共に、俺がラヴィの文字を教えてもらうために使わせてもらっている。俺がラヴィの文字を扱えるようになったら、ラヴィへ精霊語を教える効率も良くなりそうだしね。

　というわけで、ラヴィが来てからの数日で、ここの暮らしも大きく変わっている。

　食器類はメルが来た時に作ってもらっていたけど、これをラヴィの分も用意してもらったのと、リアにそれらを片付ける棚や、勉強や食事に使うテーブルと椅子も作ってもらった。

　まぁ作ったといっても、リアに棚やテーブルのイメージが伝わらず、大雑把な材料を用意してもらって、俺とメルで完成させたんだけど。

　あと服装は相変わらず異世界へ来た時のままだけど、家具が増え、生活レベルがかなり向上した気がするね。

「お昼ご飯はえーんやけど、それより前から気になってたことがあって、カイ先生ってお肉は嫌いなん？」

「え？　そんなことはないよ？」

「でも、その割にリアから出してもらった野菜しか食べてへんやん」

　ラヴィが不思議そうに聞いてくるけど、俺だってお肉があるなら食べたいよ？

　でも、この辺りで唯一食べられそうな動物といえば、あの魔物のワイルド・ウルフだけなんだよね。

　魔物っていうのが、動物と何が違うかわかっていないから何とも言えないけど、狼の肉を食べるっていうのはちょっと抵抗がある。他に食べ物がまったくなければともかく、リアが美味しい作物を出してくれるから、なおさら食べようとは思わない。

　そんなことを考えていると、俺の顔をジッと見つめていたラヴィが、突然立ち上がる。

「よっしゃ！　ほな、ウチが美味しい鳥料理を食べさせたげるわ！　ちょっと待っててや！」

「えっ!?　鳥料理!?　確かに時々飛んでいるのは見かけるけど、ものすごく高い所を飛んでいるから、どうやって……って、ラヴィー！」

　残念ながら、止めようとしたものの、ラヴィがそのままどこかへ走り出してしまった。

「カイ君。ラヴィさんは突然どこへ行っちゃったの？」

「鳥料理を作るって言っていたけど……」

「うーんと、あの感じだと、作ってきちゃうよね？」

「たぶんね。どうやって鳥を捕らえたり、調理したりするかはわからないけど」

「んー……とりあえず、準備はしておこうかな」

　そう言って、リアが見知らぬ植物を生やしはじめた。

　リアは一体、何の準備をしているのだろうか。

「リア。それは？」

「これ？　こっちは猫ねこ手て草くさっていう草で、腹痛に効く薬草なの。あと、こっちは解毒効果がある毒消し草で……」

「ま、待って。準備って、そっち系の話なのっ!?」

　やっぱりラヴィが俺に食べさせようとしているのは鳥の魔物とかで、食べると危険ってことなの!?　だから、事前に薬草を準備しているってこと!?

　悪いけど、そんな危険を冒してまで食べたくないからね!?

　日本だと、何かあれば救急車を呼んで病院へ行くけど、ここにはそんなのないわけだしさ。

　というか、リアが薬草を用意しだして気付いたけど、ラヴィは生の鳥肉を食べさせるつもりなの!?　それは確実に死ぬよ!?　いや、死ぬまでいかなかったとしても、大変なことになるからね!?

　鶏肉と豚肉は怖いんだって。

　いやまぁ、生で食べられる鳥肉もあるけど、あれはものすごく厳重な衛生管理の下で……

「カイ先生、お待たせー！　ウチの手料理やで！　嬉しいやろ？　遠慮せずに食べてやー！」

　って、ラヴィが戻って来たーっ！

　ひとまずリアからもらった毒消し草を、前にもらった薬草と一緒に腰の包みへ入れておく。

「ラヴィ。随分と早いけど……って、あれ!?　これは、鳥の丸焼き!?」

「せやでー。この鳥笛を使って、飛んでる鳥を呼び寄せるやろ？　で、下りてきた所を短剣で仕留めるねん」

「そこは魔法じゃないんだ」

「いや、近くにおるんやから、短剣で十分やん。ただの鳥やし」

　うーん。そういうものなのか。

　そんなことを考えながらも、クリスマスのシーンを描いた漫画に出てくるような、まんま七面鳥の丸焼きみたいな料理を前に、思わず涎が出そうになってしまう。

　そんな俺に気付いたのか、ラヴィが短剣でお肉を切り分け、差し出してくれた。

　メルが作ってくれたナイフとフォークで一口サイズにカットし、久々過ぎるお肉を口へ運ぶ。

「わぁ、美味しい！」

「せやろー！　カイ先生、後で鳥笛の使い方を教えてあげるから、一緒に狩りに行こーやー！」

　おぉー！　なんだか一気にファンタジーっぽくなってきた。

「とりあえず、これを食べ終えてからね」

「おっけー！　ほな、ウチもいただこーっと」

　ラヴィと一緒に、しっかり中まで火が通った鳥肉を美味しくいただき……えっと、こんなことを言ったら怒られそうだけど、最初は久しぶりのお肉で感動していたものの、ぶっちゃけ味が無いね。

　火を通しただけで、何の味付けもされていないササミをかじっている気がする。

「塩が欲しいかな……」

「カイちゃん。お塩が欲しいの？　ママが出してあげよっか？」

「え？　ノエルは塩が出せるの？」

「もちろん。ただ、ちょっとカイちゃんにお手伝いしてもらわないといけないけど」

「するする！　何でも手伝うよ！　是非、お願いっ！」

　ポツリと呟いてしまったのを聞いたノエルが、塩を出してくれると言うので、思わず立ち上がって、その手を握る。

　塩があると無いとで、食事の味が全然違うもんね。

　ラヴィが来る前に食べていた、生野菜サラダも味が変わるだろうし、もっと早く言っておけば良かったな。

「カイ先生？　急に立ち上がってどないしたん？」

「ちょっとだけ待っていて。このお肉の味を少し変えようと思うんだ」

「味を変える？　何か香草でも出すん？」

　確かに香草もありかも。よく、料理に使うよね。

　だけど、まずは塩かな。

「むー……お兄ちゃんが、ノエルさんの手をずっと握ってるー！」

「ふふっ。カイちゃんはママにお塩を出して欲しいのよねー」

「ノエルさん。それなら早く出してよー！」

「はいはい。じゃあ、カイちゃん。リアちゃんから少し離れましょうか。魔力をもらうわよー」

　木の精霊の力の影響を受けないようにするためか、ノエルが俺を連れてリアから離れ、堀の外側へ。

　それから、俺の魔力を使い……一抱え程ある岩を生み出した。




「え？　岩？」

「そう。岩塩よ。これを削れば、お塩になるわよ」

「なるほど。そういうことなら頑張るよ」

　メルに以前作ってもらったペティナイフを取り出すと、カリカリと少しずつ岩塩を削っていく。

　何とか、拳大の岩塩を切り出すことができたので、今度はメルの番だ。

「メル。ちょっと作ってもらいたい物があるんだ」

　この岩塩を使うために作ってもらいたい調理器具について説明する。

　このナイフより少し大きいけど、ノエル曰く、それくらいならリアにも影響がないだろうという話に。

「じゃあ、お兄ちゃんのために、メルたん頑張るねー！　えーいっ！」

　メルが俺の要望を聞いて、岩塩を削るためのおろし金を作ってくれた。

　早速、おろし金と岩塩を持ってラヴィの所へ戻ると、まずは自分の肉で試してみる。

「カイ先生ー。それはー？」

「塩だよ。ちょっと待っていてね」

　ある程度削ったら、お肉に振りかけ……旨っ！

　塩を振りかけただけなのに、味が引き立つというか、こんなに味が変わるのか。

「ラヴィも、食べてごらんよ」

　ラヴィのお肉にも削った塩を振りかけてあげると、一口食べてラヴィが目を丸くする。

「わっ！　な、何これっ!?　めちゃくちゃ美味しいんやけどっ！」

「あっちに土の精霊が出してくれた、岩塩っていうのがあるんだけど、それを削ったものだよ」

「知らんかった……岩って、美味しいんや」

「いや、それは違うからね？　岩は食べられないよ!?　岩の中に、こういう調味料として使える種類があるだけだから、そこは間違えちゃダメだよ？」

　そこからは、二人ですごい勢いで鳥肉を食べ……気付いた時には、かなりの量があったはずなのに、二人で完食していた。

　とはいえ、内臓や骨なんかは食べていないけど。

　食べられなかった部位の匂いで魔物が寄って来ないようにと、ノエルの勧めで土の中に埋めて、食事を終える。

　ただ普段と比べてかなり沢山食べてしまい、お腹がいっぱいなので、草むらで寝転んでウトウトしていると……気付いた時には夕方だった。

　しかも、いつの間にかラヴィが俺に抱きつくようにして眠っていて……さすがに寝相が悪すぎじゃないか!?

　いや、ラヴィだけじゃないな。

　他にも何かが抱きついて……いや、メルも何をしているんだよ。

　俺にくっついて眠るラヴィとメルをどうしようかと考えていると、ふよふよと浮かぶディーネが近付いてきた。

「パパー、おはよーでち」

「ディーネ、おはよう。ごめんね、眠ってしまって」

「だいじょーぶでち。まものは、こなかったでち」

「見張りをしていてくれていたんだね。ありがとう」

「そうでち。というか、ねていたのはパパとラヴィだけでち。メルは、おきてるでち」

「えっ!?」

　メルが起きているというディーネの言葉で、慌ててメルに目を向けると、薄目を開けているのか、ビクッと身体を震わせる。

「メル……何をしているの？」

「え、えーっと、お兄ちゃんがラヴィちゃんと一緒にご飯を食べて、メルたんと遊んでくれないから……ふ、不貞寝？」

　メルは食事中に力を使ってもらったんだけどな……と、ディーネたちと話していたからか、ラヴィも目を覚ます。

「うわっ！　もう夕方やん！　しもたー！　あまりにもカイ先生のご飯が美味し過ぎて食べ過ぎてもたー！」

「あー、それは俺も思ったよ。何もせずに一日が終わっちゃったもんね」

「まぁしゃーないかー。とりあえず、完全に陽が沈む前に寝る準備をせんとなー」

　そう言うと、その場でラヴィが服を脱ぎはじめる。

「ら、ラヴィ！　だから、いつも言っているけど、いきなり服を脱ごうとしないでよっ！」

「え？　いつも一緒に水浴びしてるやん」

「いや、確かにそうだけど、そもそもそれも……」

「はいはい。えぇから、早く。夜になってまうでー」

　ラヴィにスポーンと服を脱がされ、水浴び用の浴槽へ。

　まぁ幸いというか、当たり前というか、リアにバスタオルみたいな大きな布を作ってもらい、必ずそれを身体に巻くように言っているので、そこは守ってくれているけどね。

　ただ、ディーネに出してもらっている水で汗を流すんだけど、そこへメルも入って来るから、スペース的にあまり余裕はないんだよね。

　一緒に入らなくても順番で入れば良いのに……まぁ今日は時間がないから仕方ないか。

「そうだ、ラヴィ。一つ聞きたかったんだけど、ラヴィは火の精霊が使えるんだよね？」

「え？　まさか。直接精霊の力を使える魔法使いなんて、カイ先生くらいやで？」

「でも、あの鳥は？　どうやって丸焼きにしたの？」

「あー、あれは精霊石を使ってん。……って、カイ先生は、精霊を使えるから、ものすごく一般的な精霊石のことを知らんのか」

　精霊石？　いや、どこかで聞いたことがあるな。何だっけ？

　確か、ディーネに聞いた気がするんだけど……あ！　あれか！　魔法陣の動力源だ！

　俺は自分の魔力を使って、ディーネやメルに魔法陣へ精霊の力を込めてもらうけど、その代わりに精霊の力が込められた、精霊石っていうのを使うって言っていたっけ。

「つまり、ラヴィは精霊石を使って魔法陣を作り、鳥を焼いたってこと？」

「魔法陣？　カイ先生、魔法陣って何!?」

「え？　精霊の力で発動する魔法の力みたいなのだけど？」

　魔法陣っていう言葉は、翻訳魔法がこっちの世界の言葉に訳してくれなかったのかな？　と考えていると、驚いた表情のラヴィが一気に顔を近付けてくる。

「ま、まさかカイ先生は、自分で魔法を作れるん!?」

「ら、ラヴィ！　近いよっ！」

　布を巻いているとはいえ、一緒に水浴びをしている時点で事案ものだから、迫ってきちゃダメだって！

「そんなんどーでもえーねん！　それより、さっきの質問！　カイ先生は自分で魔法を作ってるん!?」

「うん。どうやらそういうスキルを持っているみたいなんだ」

「アカン。カイ先生が思っていた以上にすご過ぎるわ。この数日、カイ先生がその場で精霊の力を使っているのを目の当たりにしてすごいと思っとったけど、それだけやなかったんか」

　なぜかラヴィから呆れと尊敬が混ざった表情を向けられたけど、ラヴィが来てから魔法陣を作ったことってなかったっけ？

　思い返してみると、ラヴィが来てから、一度も魔物が来てなかったか。

　だから魔法陣も新たに作っていない……って、そんな話をしている間に、どんどん陽が落ちて暗くなってきたので、急いで浴槽から出て、今日は就寝することに。

「じゃあ、カイ君とメルちゃんは私の所へ来て」

「カイちゃん。ママはラヴィちゃんの寝床の準備が済んでいるから、いつでも大丈夫って、伝えてくれる？」

「わかった、ありがとう」

　俺はいつものようにメルとディーネと共に、リアの所へ。

　その一方で、土の精霊のノエルは地中で眠るのだけど、兎耳族のラヴィも地面に穴を掘って暮らす種族らしい。

　そのため、リアの周りは何も無くて地平線が見えているけど、割と近くにラヴィたちの集落があるそうだ。

「ラヴィ。ノエルがいつでも良いって」

「おおきに！　ほな、カイ先生。また明日ー！　おやすみー！」

「うん、おやすみ」

　ラヴィがノエルの作った穴の中へ入ると、リアが俺たちを蔓で木の上へ運ぶ。

　久々に食べたお肉は美味しかったなーと、お肉の味を思い出しながら眠ることにした。




◇◆◇




　翌日。朝食を済ませると、早速ラヴィに精霊石について教えてもらうことにしたんだけど、いきなり待ったがかかる。

「精霊石について話す前に、カイ先生は普通の魔法使いについて知った方が良いと思うねん」

「どういうこと？」

「カイ先生は、ずっと一人で暮らしてきたんやろ？　だから、普通の魔法っていうのがどういうものかわかってへんし、カイ先生がどれだけすごいことをしているかを理解してもらおうかと思って」

　まぁ、ラヴィの言う通りで、精霊を除けば、初めて会った人間……というか、獣人がラヴィだからね。この世界の普通がわかっていないと言われれば、その通りだと思う。

　ただ、この世界の普通はわかっていないけれど、リアに出会うことができたのは本当に僥ぎょう倖こうだったというのは俺もわかっているけどね。

「じゃあ、まずは普通の魔法使いについては、ウチのことやと思ってくれたらえぇわ」

「え……ラヴィが？」

「せやで？　何か問題でも？」

「いや、だって昨日鳥を捕まえるっていう話をしていたけど、鳥笛で呼び寄せた後、魔法じゃなくて短剣で鳥を仕留めたんだよね？」

　実際に狩りをしているところは見ていないけど、魔法使いっていったら、杖とか掌から炎の弾とかを飛ばすイメージがある。

　短剣で鳥を倒しましたって言われたら、魔法使いっていうより戦士だよね？

「はぁ……まず、カイ先生のおかしい所の一つ目がそれな。昨日も言ったけど、普通の人は使える魔法の回数が決まってるねん。だから、魔法を使わなくても良い状況なら、使わへんねんって」

「あー、魔力のこと？　けど、時間が経てば魔力は回復するよね？」

「せやな。魔力は使えば回復するな。けど、精霊の力は魔力では回復せーへんねん」

「え？　そうなの？」

「せやで。魔力と精霊の力は別のもんや。魔力は人の体内で勝手に作られて、時間が経ったら回復する。けど、精霊の力は自然の力や。人の魔力みたいに、短時間で回復したりせーへんねん」

　あれ？　いつもディーネやメルは俺の魔力を使って力を使っているんだけど。

　実際、前はメルが俺の魔力ではなく、自分自身を維持するための魔力を使って、大変なことになりかけたんだけど……どういうことだ？

「結局、普通の魔法使いって何なの？」

「もう一回言うけど、ウチのことやって。自分の中にある魔力を使って、精霊石を発動させる者を魔法使いって言うんや。けど、この精霊石は使える回数が決まっていて、勝手には回復せーへんねん」

　そう言って、ラヴィが腕輪に付けられた、燃えるように赤い石を見せてくれた。

　親指の指先くらいの大きさの石だけど、これに火の精霊の力が込められているらしい。

「でや。この精霊石を使う度に、精霊石に込められている精霊の力の使用回数と、ウチの魔力が減るっていうわけや」

　なるほど。ということは、俺がディーネやメルに力を使ってもらう時も、精霊の力というのが減っているのだろうか。

　早速ディーネたちに聞いてみる。

「ディーネは、パパのまりょくをもらってるから、なんともないでち」

「メルたんもだよ。だから、前にお兄ちゃんの魔力が少なくなって、大変なことになったでしょ？」

　ディーネとメルから、即答で否定されてしまった。

　どうやらラヴィが持っている精霊石と、ディーネたち精霊とでは根本的に考え方が違うようだ。

「ラヴィ。じゃあ、その精霊石に込められている精霊の力が無くなったら、もうそれは使えないの？」

「せやで。けど、魔法使いとは違う、祈き祷とう師しっていう人がおって、その人が祈りを捧げることで、精霊が精霊石に力を込めてくれて、また使用回数が回復するねん」

　へぇー、祈祷師かぁ。日本で聞くと、ちょっと怪しい感じがするけど、こっちの世界では普通の存在なのか。

「それから、精霊使いっていう人が、この精霊石を使った時に、どういう効果が発動されるかを決めるんやけど……この使う、溜める、決めるをカイ先生は一人で全部やってるんやで!?　これがどれだけすごいことかわかる!?　精霊石を発動させるために、決められた魔力を制御する訓練だけでもものすごい大変やったし、精霊石に力を込める方法なんて見当もつかへんし、精霊石の発動効果なんてどうやって決めてるん!?　意味がわからへんねんけどっ！」

「と、とりあえずラヴィは一旦落ち着こうか」

「とにかく、カイ先生は自分がすごいことをしてるっていう自覚を持って、ウチに教えてっ！」

　えぇ……ラヴィに早口でまくしたてられたけど、褒められているのか怒られているのか、どっちなんだろう。

　ただ一つ言えることは、いずれもリアやディーネたちが自分でやってくれているわけで、俺としては何もしていないんだよね。

　とりあえず、これまで通り精霊語を教えていくという方針は変わらないんだけど、ラヴィとしては魔法使いよりも、精霊使い――自分で魔法の効果を決めたいらしい。

　つまり、ディーネが魔法陣と呼んでいた、あの日本語の文章を書きたいってことか。

　……ラヴィがやりたいことはわかったものの、さらにハードルが上がってしまった気がする。

　精霊語――日本語を理解して、かつ文字も書けるようにならないといけないんだよね？

　い、一年くらいかかるんじゃないだろうか。いや、下手をすればもっとかかるかも。

「あっ！　ちょっと待って！　カイ先生！　鳥が飛んでる！　今日のお昼ご飯にするでっ！　狩りの仕方を見せるから、来てっ！」

「えぇっ!?　ラヴィっ!?」

　今後のことを考えていたら、突然ラヴィが俺の手を取り、堀の外へと走って行く。

　よく見ると、ラヴィが口に何か咥くわえていて……あれが鳥笛ってやつかな？

「あ、鳥笛の音に気付いたみたい！　ほな、ここからはカイ先生が吹いてみよか。はい、吹いて」

　唐突に、ラヴィが咥えていた鳥笛を手に取り、そのまま俺の口に突っ込んできた。

　もう少し、説明して欲しかったんだけど、普通に吹けば良いのかな？

「――っ！」

　普通に吹いてみたけど、何の音もしない。

　これは吹けていないのか、それとも人間の耳には聞こえない音なのか、どっちだろう。

　判断がつかずに、鳥笛を吹きながらラヴィの顔を見てみると、ピクピクと大きな兎耳が動いていた。

「カイ先生。上手に吹けてるで？　そのまま続けてー」

　なるほど。俺には聞こえていないけど、ラヴィには聞こえていたのか。

　しばらく鳥笛を吹いていると、空を飛ぶ鳥が真っすぐ地面に向かって下りて来た。

　その直後、ラヴィが鳥に向かって大きく跳ぶ！

「とぉっ！」

「えぇっ!?　そんなに高く跳べるの!?」

　ラヴィが俺の身長よりも遥かに高く跳び上がると、日本では見たことのない鳥を捕まえ、そのまま短剣で首を落とす。

　ものすごく手慣れた動きで、あっという間に鳥が食材になった。

「まぁこんな感じやな」

「なるほど。俺はそんなに高く跳べないから、何かしら方法を考えてみるよ」

「まぁカイ先生に関しては、方法はお任せするわ。とりあえず、こんな感じで鳥が狩れるねん。というわけで、これからはカイ先生も一緒に狩ろな」

　うーん。ものすごく軽く言われたけど、この世界ではこれが普通……なのか。

　郷に入っては郷に従えと言うし、ラヴィの言う通り、俺もできることは一緒にやろうか。

　さすがにラヴィのように、跳んで捕まえるというのは不可能だけど、メルに協力してもらって、何か道具を作ればやれそうだしな。

「せっかくやから、このままお肉も焼いちゃおっか」

「あ、それなら少し待って。昨日の塩は、焼く前に振りかけておいた方が良いんだ」

「へぇー、そうなんや。じゃあ、ここで準備して待ってるなー」

　ラヴィを待たせたまま、一旦昨日ノエルに出してもらった岩塩の所へ。

　昨日切り出した拳大の岩塩を置いてあるので、それを手にし……ふと気付く。

　どうせなら、もうひと手間加えたいので、リアのところへ。

「リア。ちょっとお願いがあるんだけど、オリーブって出せる？」

「大丈夫よ。カイ君、そのままで良いの？　それとも何か加工した方が良いのかな？」

「えっ!?　加工もできるの!?　じゃあ、オリーブは搾ってオイルが欲しいんだけど」

「んー、搾らなくてもオイルの部分があれば良い感じなのかな？」

「そう！　その通りなんだけど、できる？」

「もちろん！　任せてっ！」

　そう言うと、リアが竹筒みたいな容器に、オリーブオイルを注いでくれた。

「リア、ありがとうっ！」

「ふふっ、どういたしまして。私は、カイ君の喜ぶ姿が見られれば嬉しいもの」

　そう言いながら、リアが頭を撫で、子供扱いしてくる。

「と、とりあえずラヴィを待たせているから、行ってくるね！　すぐ戻って来るから！」

「あ……カイ君！　もぉっ！」

　リアが頬を膨らませていたけど、塩と油が手に入ったし、せっかくなので調理を……って、肝心な物を忘れていた。

　堀を出たところでメルに声をかける。

「メル。鉄か銅で、こういう調理器具を作ってもらいたいんだ」

「お兄ちゃん。その地面に描いてもらった物なら作れるけど……そのままだと、持つ所がすごく熱くなっちゃうんじゃないかなー？」

「あ……そっか」

「そこだけ、熱が伝わりにくい他の金属にしておくね。本当はリアさんの木が良いんだけど、あんまり無理はさせられないからね」

　言われてみれば、日本で使っていた物も、大抵は持つところが木だったり、プラスチックだったりしたような気がする。

　だけどメルの言う通り、リアは金の精霊であるメルと相性が良くないからな。

　熱が伝わりにくい金属は、日本だとステンレスとかだろうか。メルがどんな金属を出すかはわからないが、そこはお任せすることにしよう。

「じゃあ、お兄ちゃん。魔力をもらうよー？」

「あぁ、頼むよ」

「うん。さっきのを作るねー！　えーいっ！」

　メルの言葉と共に、俺が思い描いていたものと殆ど同じもの――フライパンが現れた。

　煮て良し、焼いて良し、揚げて良しで、さらに最悪の場合は武器として使うこともできる。まぁそれは極力やりたくはないけどね。

「ラヴィ、お待たせ……って、それは？」

「これ？　もちろん、鳥を丸焼きにするための準備やけど？」

「その腕輪が……あ、精霊石か」

　戻ってくると、ラヴィが地面に自分の腕輪を置いて、その上に鳥をのせていた。何をしているのかと思ったけど、火の精霊石の力を使って焼くのか。

　要はコンロみたいな使い方をするようなので、一旦ラヴィを止める。

「ラヴィ。この鳥、俺に任せてくれないかな？　ちょっとやってみたいことがあるんだ」

「別に構わへんけど……何をするん？」

「ちょっと料理をね」

　といっても、たまにしか自炊をしていなかったから、めちゃくちゃ料理が得意というわけでもないけど、ただ丸焼きにするだけの料理よりは、美味しくできると思う。

　というわけで、鳥のモモ肉を切り落として、塩を振りかけ、下ごしらえが完了した。

　次はラヴィの腕輪の上にフライパンをのせ、リアに作ってもらったオリーブオイルを少し入れると、皮を下にしてモモ肉を置く。

「ラヴィ。これって火力は調整できるの？」

「いや、そんなん無理に決まってるやん。精霊石は予め決められた効果しか発動せーへんで？」

「そうか……まぁ火から遠ざけて火力調整しようか」

　というわけで、一旦フライパンを腕輪から離すと、まずはラヴィに火の精霊石を発動してもらう。

「ほな、いくで。《ファイア》」

　ラヴィの言葉に反応し、腕輪に取り付けられた精霊石から、半透明の赤色のパネルが出現して、腕輪から五センチ程離れた所に大きな炎が生み出される。

　なるほど。腕輪の上にフライパンを置くのはダメか。

　ちょっと大変だけど、手でフライパンを支えながら火に近付けると、日本の家庭用ガスコンロの強火よりも、ちょっと強い感じになっている。使ったことはないけど、業務用コンロみたいなイメージだろうか。

　ひとまず、フライパンを腕輪から遠ざけ、中火のイメージでお肉を焼く。

「カイ先生。なんでそんなに火から鍋を遠ざけるん？　焼かれへんで？」

「えっと、弱火でじっくり焼きたくてね」

「うーん。よくわからんけど、火が強い方がよく焼けるで？」

「そうなんだけど、中に火が通る前に、外側が焦げちゃうからね」

　お肉に半分くらいまで火が通ったら、ひっくり返して再び中火でじっくり焼く。

　ラヴィがずっと首を傾げているけど、そのまま焼き続けると……皮はパリッとして、肉は中まで火が通ってジューシーな焼き加減に。

　メルに作ってもらったお皿に乗せて、食べやすいサイズにカットしたら、でき上がりっ！

「カイ先生が焼いたお肉……う、うわっ！　何やこれっ!?　めちゃくちゃ美味しいんやけどっ！」

「我ながら、よく焼けたと思うよ。……うん、美味しい！」

「あの、鍋を遠ざけて、長ーく焼いたから!?　いや、ホンマに美味しいわ」

「そうそう。その通りなんだけど、それをするために、リアとメルに協力してもらったんだよ。二人の協力がなかったら、この焼き方はできなかったかな」

　ただ、フライパンを持ち続けるのが大変だったから……そうだ。ノエルに言ってかまどを作ってもらえないかな？

　下にラヴィの腕輪を置いて、火が丁度良くなる高さにできると良いよね。

　で、火力調整はフライパンを持ち上げるんじゃなくて、腕輪の高さを変えるようにして。

「いや、待てよ。そんなことより、発動する効果を可変にしてしまえば良いんだ」

「カイ先生？　何の話？　何か、ポロッとすごいことを言わんかった？」

「ん？　いや、ラヴィの精霊石から出る火の強さが一定だから、それを変えられるようにしようと思って」

「えっ!?　もしかしてカイ先生は、既に決められた精霊石の効果を変えることができるん!?」

「たぶん。いや、やったことがないから無理かもしれないけど、何となくできそうな気がするんだよね。ラヴィ、ちょっと借りても良い？」

　作った鳥肉料理――チキンソテーを食べ終えたので、ディーネに水を出してもらって食器やフライパンなんかを洗い終えると、精霊石に目を向ける。

　腕輪を拾い上げ、精霊石に手で触れると、半透明のパネルが表示された。




《もしも、登録者が「ファイア」という言葉を発したら、弱い炎を生み出す》




　なるほど。あれで弱い炎なのか。

　もしも強い炎って書き替えたら……いや、やらないけどさ。

　ひとまず、できるかどうかはわからないが、トライアンドエラーで試してみようと、指でパネルに触れて、一部の内容を書き換えてみた。




《もしも、「ファイア」という言葉を発したら、弱い炎を生み出し、「アップ」という言葉を発したら、炎を強くし、「ダウン」という言葉を発したら、炎を弱くする》




　登録者という言葉を消し、誰でも使えるようにしたつもりだが……とりあえず、やってみるか。

「《ファイア》」

「カイ先生。精霊石は予め魔力を登録した魔法使いにしか発動できへん……って、火が出たっ!?　ど、どうなってるん!?」

「《アップ》」

「えっ!?　何その言葉……って、火が強くなったぁぁぁっ！」

「《ダウン》」

「こ、今度は弱くなった!?　ど、どういうことなん!?」

　よし、上手くいったようだ。

　これで、あとはノエルにかまどを作ってもらえば、言葉で火力調整ができるコンロのでき上がりだな。

　……って、待てよ。

「ディーネ。この精霊石で何かを燃やせば、そこから火の精霊を呼び出せたりするのかな？」

「それはムリでち。せいれいは、しぜんのものに、やどるでち」

　精霊は自然のものに宿る……か。メルは加工された金属から呼び出したけど、加工云うん々ぬんではなく、その金属自体は元々何かしらの鉱物だったということかな？

　だから、魔力や精霊石で燃やしたら、自然の炎ではないということだろう。

「え、えーっと、《ファイア》……それから、《アップ》……って、ウチが言っても火が大きくなったーっ！」

「うん。そうなるように変えたからね」

「変えたからね……や、あらへんわっ！　こんなん前代未聞やで!?　新たな精霊石に効果を設定するんやったらまだしも、既に定められた精霊石の効果を変更するなんて……無茶苦茶やわっ！」

　ラヴィが頭を抱えてしゃがみ込んでしまったけど……そ、そんなに変なことをしたのかな？

「けど、パネルっていうか、精霊石の魔法陣を書き替えただけだよ？」

「精霊石の魔法陣……って何なん？」

「え？　精霊石の周りに半透明の板みたいなのがあるでしょ？　あれのことだよ」

「そんなん無いけど？」

　ラヴィが精霊石の火を止め、腕輪を拾い上げると、そこから精霊石を取り外す。

　俺にはラヴィが持っている精霊石の周りに、半透明のパネルが見えていて、そこに日本語で発動条件が書かれているんだけど……もしかして、これは見えていないってこと？

「ラヴィ。ほら、ここ。ここにあるよね？」

「いや、だから何も無いってば」

　どういうことだろうか。

　半透明とはいえ、はっきりパネルが見えているし、日本語の文字が読めないにしても、何か書かれている……くらいはわかると思うんだけど。

「あっ！　もしかして、カイ先生のスキルとちゃうん？　精霊石の効果を知ることができるスキルとか。……あ、でもスキルは一人一つまでやし、カイ先生のスキルは魔法陣を作るっていうスキルか」

　うーん。俺のスキルは魔法陣を作るスキルだと思っていたけど、これもディーネとの会話でそうだろうって話になっただけなんだよね。

　あの女神様は、俺にどんなスキルを与えてくれると言っていたっけ？

　確か、自動翻訳がおまけで、魔法に関するレアなスキルを授けてくれると言っていた気がする。あと、前世の俺に適したスキルとも言っていた。

　俺の前世はシステムエンジニアで、アプリを作ったり修正したりしていたけど……魔法を作るだけではなくて、修正もできるスキルってことなのか!?

　でも、ラヴィには見えない魔法陣――ソースコードを書いたり、直したりするスキルだとすると、確かにしっくりくるな。

「スキルって言葉が出たけど、ラヴィはどんなスキルを授かったの？」

「ウチ？　ふっふっふー。何と、気配を消すスキルやで！　ピンチになったら、すぐに逃げるから！　……って、こんなスキルやなくて、魔法に関するスキルが良かったわ」

　なるほど。でも、言われてみたら、ラヴィが初めて来たとき、結構近くに来るまで気付かなかったのは、そのスキルのせいなのかも。

　しかし……魔法を作るスキルか。エンジニア気質というか、いろいろ試したくなってしまうな。

　時間はたっぷりあるし、どんなことができるのか、いろいろと調べてみるか。

「ラヴィ。自身のスキルってどうやったらわかるの？」

「どうやったら……って、十歳の誕生日に、女神様が夢に現れたやろ？　で、こんなスキルやでって教えてくれたはずやけど」

「えーっと、いろいろあって、その夢を見ていないんだよ」

　さすがに、十歳くらいの姿で転生してきたからとは言えないよね。

「そっか。一人で生きてきたんやったら、安心して眠られへん時もあるもんな。せや……カイ先生は、木の上が落ち着くって言ってたけど、これからは土の中でウチと一緒に寝ーへん？　その方が安心できるんとちゃう？」

「ま、待って！　大丈夫だから。木の上にリアもいるし、今は不安を感じることもないよ」

「うーん。無理せんでえーんやで？　お姉ちゃんに頼ってえーねんからね？」

　そう言って、ラヴィが抱きしめてきたけど、そういう話ではないんだ。

　ただスキルの確認方法を知りたいんだけどな。

「あ！　そういえば、一つ思い出したわ！　スキルを確認する方法」

「えっ!?　どうやるの!?」

「寝るときに、枕の下に紙を置いておくと、女神様がスキルについて書いてくれるらしいで……ウチは試したことがないけど」

　な、なんだか女の子の占いみたいだけど、今はそれしか術がなさそうなので、仕方ないか。

「……って、枕がないから、これはリアにお願いしないといけないかな」

　ラヴィに教わった方法を試すため、リアに袋状の布を作ってもらい、落ち葉を拾って詰める。

　そのあと、メルに針を、リアに糸を作ってもらったので、詰めた葉っぱが出ないように、枕を縫えば……痛っ！

「カイ先生、大丈夫？　すごい魔法陣を作れるけど、意外に不器用やねんな……ウチに貸してみ？　やったげるわ」

　そう言って、ラヴィがあっさり枕を縫って……おぉ、めちゃくちゃ上手だ。

「ラヴィ、すごい！　ありがとう！」

「どーいたしまして。ここへ来るまでは一人で暮らしていたし、一通りの家事はできるねん。それより、カイ先生の指から血が出てるやん。何か止血するもの……とりあえず、消毒やな」

「ラヴィ!?　何を……」

「ふひほふはへへひふはへ」

　おそらくラヴィは、指を咥えているだけ……と言っているようだけど、子供扱いが過ぎるってば。

「ラヴィ、それなら薬草を持っているから大丈夫だよ」

「あ、そうなんや。なんや、いらんことしてもーたね」

「えっと、気持ちは嬉しいよ？」

　指を離したラヴィに一応お礼を言いつつ、以前リアが持たせてくれた薬草を取り出す。それを指に巻いてみると、すぐさま痛みが消えた。

　リアからは、搾って傷口に塗るように言われていたけど、針で血が出た程度なので、巻くだけで効果が出たみたいだ。

「え？　カイ先生、もう血が止まったん!?」

「うん。傷口も治ったよ」

「いや、いくら薬草っていっても早過ぎ……って、待って！　カイ先生、これって何ていう薬草？」

「確か……冬緑草だったかな？」

「冬緑草!?　それって、その名の通り冬にしか採られへん薬草で、効果も高い超高級品やのに。いや、やっぱりカイ先生はすご過ぎるわ」

　いやその、超高級品っていうのを知らなかったんだけど。

　まぁそもそもリアがいきなりココナッツを出したりして、地形や気候を完全無視するから、それがすごいんだけどね。

　ひとまず、目的の枕を手に入れたので、ラヴィの本から一枚ページをもらい、夜に試してみる。

　翌朝になって枕の下に置いておいた紙を見てみると、綺麗な字で俺のスキルについて書かれていた。




『夏生さんのスキルは、魔法開発スキルです。新たに魔法を作ったり、存在する魔法を変更したり、機能を追加したりできるスキルです』




　思いっきり日本語だし、ラヴィがこっそり書いたっていうのも不可能なので、やっぱり女神様が書いてくれたのだろう。

　魔法開発スキルか……ちょっとワクワクしてきた。




◇◆◇




　俺のスキルが、魔法開発スキルだと判明して、数日。

「カイ先生ー！　今日はなかなかの獲物やでー！　ほら、めっちゃ大きいやろー！　じゃあ、いつものように捌さばいとくなー！」

　そう言って、ラヴィが指さした大きな鳥を、腰に差した短剣で、手際良くスパスパ捌いていく。

　少しすると、丁寧に血抜きされ、羽根なども処理された、スーパーに売っているような鳥肉がラヴィの手に。

「ラヴィ、ありがとう。じゃあ俺は、明日の罠を作ってくるよ」

「あ、ちょっと待って！　ウチも一緒に行く！」

　そう言って、ラヴィが切ったお肉を大きな葉に包み、かまどの近くにそれを置いて、俺の所へやって来た。

　ある程度リアから離れていればどこでも良いので、適当な場所で足を止めると、魔法陣を作ることに。




《もしも、鳥が上を通ったら、串刺しにする》




　これが試行錯誤の上で作った魔法陣で、この上を鳥類が通過すると、メルの力が発動する。

　対象が上を通るよりも、直接魔法陣に触れる方が効果が高くなることがわかっているんだけど、鳥を対象とする分にはこれで十分だ。

　というのも、ここに行きつくまでいろいろあって、メルに弓矢を作ってもらったものの、俺が不器用過ぎて鳥に命中しないし、危ないからダメ！　と、リアから怒られたりした。

　他にも、ディーネに水を弾のように飛ばしてもらうことを考え、周囲を水浸しにして、ノエルに目が笑っていない笑みを向けられたりもした。

　この魔法陣には自分でも怖いことを書いていると思うけど、いろんな失敗を経て、従来のラヴィの方法より簡単で、かつ獲物を確実に仕留めることができるようになったんだよね。

「お兄ちゃん。じゃあ、魔力をもらうねー！　いっくよー！」

　その上、この魔法陣に協力してくれているメルがすごく乗り気で、もっと作って欲しいとねだってくるので、今ではすっかり鳥を確保するのは俺の担当となってしまった。

　精霊が普通に力を使うよりも、俺が魔法陣にした方が、同じ魔力の量でも強い効果になるというのは、以前にディーネから聞いているが、魔法陣にはもう一つメリットがあって、その精霊が使わないような力を発揮できるらしい。

「メルたんが自分で鳥さんに攻撃するなら、鉄の塊をぶつけることになるからねー！　こんな串みたいな形にして鳥さんを攻撃するなんて、メルたんでは無理だよー！」

　というわけで、普段やらないようなことが実現できるのが楽しいらしい。

　ただメル曰く、この魔法陣は高さの有効範囲が広いので、その分魔力を多く消費するとかで、毎回魔法陣を作る度に抱きついてくる。

　そんなに魔力を消費するのであれば、無理に作る必要はないと思うのだが、毎食鳥肉を食べるわけでもないので、結果として毎日一回この魔法陣を作ることになっていた。

　実際、この魔法陣を作って翌日に見に来ると、鳥が串刺しになっていることが多いし、そうでなくとも、この近くで鳥笛を吹けば事足りるからね。

「今日は、この場所やね。オッケー、覚えたで。ところで、カイ先生。今日は何を作ってくれるん？　チキンソテー？　チキンソテーやんな？」

「ラヴィ。それは昨日食べたから、今日は違うのにしよう」

　ラヴィが何かを期待するように、目を輝かせて見つめてくる。

　というのも、先日作ったチキンソテーに始まり、焼き鳥、蒸し鳥、鳥ハム……と、知っている鳥料理に挑戦してみたところ、うっかりラヴィを餌付けしてしまい、鳥肉を使う場合は俺が料理することになってしまった。

　まぁ俺としても同じ料理ばかりより、いろんな料理を食べたいというのはある。

　というわけで、今日はリアに全面協力してもらい、新たな料理に挑戦することにした。




「カイ君。こんな感じで良いのかな？　小麦の実を粉にしたんだけど」

「さすがリアだね。完璧だよ！　ありがとう！」

「えへへ。カイ君に褒められたー！　けど、この小麦の粉を使ってどうするの？」

「ちょっと、いくつか作ってみたいものがあってね。まぁ見ててよ」

　リアに小麦を生やしてもらい、これを粉にできないかと聞いたら、普通にできてしまった。

　日本で売っている小麦粉みたいに真っ白ではなくて、ちょっと茶色がかっているけれど、十分だと思う。

　次は、鳥肉を一口大に切って塩を振り、作ってもらった小麦粉をまぶす。

　オリーブオイルを多めにフライパンへ入れたら、かまどにのせて、鳥肉を入れる。

　そう！　鳥肉料理の人気ナンバーワンと言っても過言ではない、唐揚げに挑戦してみた。

　本当は、もっと調味料を使って下味をつけるべきなんだろうけど、油と小麦粉だけでもかなりの進歩だからね。

「カイ先生。これは何をしてるん？」

「鳥肉を油で揚げているんだよ」

「揚げる？　焼くと煮る以外にも、そんな調理方法があるんや。でも、煮る……とだいたい同じなんかな？」

「煮るっていうのは、スープで煮込んだりする調理方法だよね？　それとは全然違って、これは油だからもっと高温なんだ。水は百度で沸騰しちゃうけど、油の沸点はもっと高いから……」

「待って、待って。ちょっと何を言ってるかわからへんねけど」

「と、とりあえず、油で揚げると、水で煮るのと全然違う調理になるんだ」

　何度かフライパンを使った際に油を引いていて、その時はラヴィから何も言われなかったから、油のことは知っているみたいだけど、その油を使って揚げるっていうのは知らないのか。

　でも、油のことを鍋と食材がくっつかないようにするための物としか認識していなかったら、揚げるっていう調理方法には思い至らないのかな。

　そんなことを考えながらも、鳥のモモ肉がカラッと揚がったので、早速取り出す。

　少し冷ましている間に、予めリアに出してもらっておいたレモンをカットし、キャベツを千切りにして……でき上がりっ！

「ラヴィ、できたよ」

「……何か、めっちゃ茶色いんやけど。カイ先生、これ焦げてるんとちゃう？」

「いいから、食べてみてよ。あ、レモンを搾って食べても美味しいよ」

　というわけで、まずは俺が一口……あぁぁ、唐揚げだぁぁぁっ！

　もちろん、下味が塩しかないので、日本で食べていたような唐揚げとは違うけど、この外がカリッとした食感で、でも中はジューシーで……ひとまず、揚げ物としては十分成功な気がする。

「な、何やこれはっ!?　めちゃくちゃ美味しい……カイ先生。ウチと結婚して！　そして、毎日美味しいご飯を作って！」

「いや、飛躍し過ぎだから。とりあえず、いろいろと料理は作れそうだね」

　唐揚げが美味しいのはわかるけど、それで結婚っていうのはどうかと思うけど。

「お、お兄ちゃん!?　言葉はわからないけど、兎耳族の人が、お兄ちゃんに変なことを言わなかった!?」

「カイ君。私もメルちゃんと同じで、ラヴィさんの言葉はわからないけど、何か許し難い話が出た気がするのよね」

「ふふっ、カイちゃんはママが守るわよっ！」

　ラヴィの言葉を聞いたメルとリアとノエルが、何を思ったのか、なぜか突然抱きついてきた。

　とりあえず、ラヴィは唐揚げの美味しさに感動しただけで、変な意味はないんだって。

　それよりリアが小麦粉を作ることができるとわかったので、パン……は作り方を知らないから、うどんっぽい麺とか、お好み焼きなら作れるかも。

　そんなことを考え、この異世界での食生活をさらに良くしていこうと、日本で時々行っていた自炊について思い出すことにした。










第５章　精霊の力




　小麦粉を作ってもらった後、数日かけていろいろと試してみた結果、胡こ椒しょうや砂糖っぽい調味料もリアが作り出せることがわかった。

　さすがに植物系の調味料でも、発酵させたりしないといけないからか、醤しょう油ゆや味み噌そをリアが作ることはできなかったけど、ノエルに地下の発酵室を作ってもらい、種たね麹こうじを作ったりして、試行錯誤の末、醤油や味噌っぽいものに近付いた気はする。

　ただ、ちゃんとした醤油や味噌にするには、これを長期間発酵させないといけないけど、それでも大きな進歩だと思う。

　というわけで、今日は小麦粉と砂糖を使い、ドーナツを作ってみようと思ったんだけど、思わぬトラブルに見舞われる。

「あれ？　ラヴィ。火が点かないよ？」

「あー、遂にこの時が来てもーたか。精霊石に込められていた力を使い切ってもーてん」

「あ！　そういうこと!?」

　ラヴィとしては、一日に一回くらいしか使うことがないと思っていたらしいんだけど、俺が作る料理が美味しいため、俺が一日三食使うのを止められなかったのだとか。

「そっか。ごめん……限りがあるのに、俺が調子に乗って使い過ぎちゃったんだね」

「いやいや、カイ先生は悪くないって。むしろ、ウチがご飯を作ってもらっていたわけやし。けど、どないしょー！　もうカイ先生のご飯やないと、ウチの喉を通らへんわぁぁぁっ！」

　まぁとりあえず鳥料理はなしかな。鳥肉を生で食べるのは怖いし。

　でも火が使えなくても、いつもリアが作ってくれているサラダは美味しいし、火を通さなくても食べられるけどね。

　最近は、塩と胡椒とオリーブオイルでドレッシングを作れるようになったから、元々野菜の旨味がしっかり感じられて美味しいリアの生野菜サラダが、さらに美味しくなったんだ。

　とはいえ、小麦粉や鳥肉っていう食材が手に入るようになった今、サラダだけの生活はちょっと辛いけど。

　ラヴィではないけど、喉を通らないというか、舌が肥えてしまったのかも。

「ディーネ。火の精霊石に込められていた力が無くなっちゃったらしいんだけど、どうすれば良いのかな？」

「んー、いちばんはやいのは、ひのせいれいをよぶことでち。だけど、パパがひのせいれいをよんだら、もうせいれいせきは、いらないとおもうでち」

　まぁそうだよね。ディーネの言う通りで、火の精霊を呼んで精霊石に力を込めてもらわなくても、火の精霊が呼べるなら、俺の魔力を使って火を点けてもらえば良いんだからさ。

　火の精霊を呼ぼうと思ったら、リアに乾いた木をもらって、一生懸命擦って、摩擦熱で火を起こすアレをやるのか。

　あ、でも、魔力で生み出した木から火を起こしても良いのかな？

　ラヴィの腕輪で出した火では、精霊を呼び出すことはできないっていう話だったけど。

　これについてディーネに聞いてみると、

「ざんねんながら、ダメでち。リアがやどっている、あのおおきなき……あれなら、だいじょうぶでち。でも、リアがだしたきでは、ムリでち」

　詳しく聞くと、リアが宿っている大きな木は、元々存在している自然の木で、そこにリアが宿っているわけだから、魔力で生み出したわけではない……というわけで、あの木を使って火を起こせば、火の精霊を呼べるそうだ。

　だけど、リアが魔力を使って生み出した木でも、ちょっとリアに申し訳ないのに、リアが宿っているあの木を少し折らせてくれなんて、絶対に言えないな。

「リアの木を使うのはなしかな。ディーネ、他の方法を知らない？」

「それがダメなら、そういうスキルをもっているひとに、たのむでち」

「あー、精霊石に精霊の力を込めることができるスキルがあるんだったね。そういえば、ラヴィもそんな感じのことを言っていたね。確か、祈祷師っていう人が、そういうことをできるとか何とかって」

「ぐたいてきに、なにをするかはしらないでち。けど、ラヴィがそういっているのなら、きっとそうなんでち」

　ディーネもスキルで何をするかは知らないらしいけど、祈祷師っていう言葉からすると、精霊に力を込めてくれってお願いする感じなんだろうな。

「ラヴィ。この辺りに祈祷師っていう人は……って、何をしているの？」

「あー、必要な荷物を纏まとめててん。精霊石の力を使い切ってもーたから、ウチの村の村長に、力を込めてもらおーと思って」

「ラヴィの村の村長さんが、精霊石の力を回復できるの？」

「せやで。今から出発すれば、まぁ明日には戻って来られると思うから、ちょっと待っててーや」

　ということは、ラヴィは半日くらい歩いて村へ戻り、また半日かけてここへ来るということか。

　ラヴィの分の食事も一緒に作っていたとはいえ、腕輪は殆ど俺が使っていたから、ラヴィにだけ任せるというのは、ちょっと申し訳ないな。

「ラヴィ。俺も行くよ」

「ホンマっ!?　カイ先生が村に来てくれたら、きっとみんな喜ぶわー！　けど、それなりに歩くけど、大丈夫なん？」

「うん。途中で休憩はするかもしれないけどね」

　よくよく考えると、俺は精霊たちを除けばラヴィとしか会ったことがないし、この世界の村というのを見てみたい。

　まぁ人間の村や街と違って、兎耳族は穴を掘って暮らしているとは聞いているから、建物とかはないんだろうけど、何かしら得られるものがあると思うんだよね。

「ディーネ。さっき話していた、精霊石に力を込めることができる人がいるらしいから、ちょっと行ってくるよ」

「まつでち。それなら、ディーネもいくでち」

「ありがとう。ディーネが一緒に来てくれるのは、とても心強いよ」

　半日くらい歩くわけだし、俺もラヴィも喉が渇いてしまうだろうしね。

「えぇー！　お兄ちゃん。メルたんはー？　メルたんには、一緒に来てって声をかけてくれないのー？」

「も、もちろんメルにも来てもらいたいよ」

「はーい！　お兄ちゃんが行く所には、メルたんも一緒に行くんだからねー！」

　ディーネ、メルとくれば、当然ノエルにも声をかける。

「ノエル。少し出かけるんだけど、一緒に行く？」

「カイちゃんが出かけるのなら、ママも当然一緒に行くわよ。でも、どこへ行くの？」

「ラヴィの村だよ。ここから半日くらい歩いたところに、村があるんだって」

「この辺りの兎耳族の村……あ、あそこね。あそこなら、道に迷うこともないと思うし、大丈夫だと思うわ。とはいえ、ママもカイちゃんについて行くわね」

　あ、ノエルはラヴィの村の場所も知っているのか。

　まぁ土の精霊だもんね。兎耳族は地面に穴を掘って暮らしているのだから、知っているか。

　ただ、ディーネ、メル、ノエルが三人とも付いて来てくれると言うのだが、一つ気掛かりなことがある。

「リアはここから離れられないと思うんだけど、大丈夫かな？」

「リアさんなら、大丈夫だと思うけど……お兄ちゃんは、リアさんのことが心配？」

「うん。魔物だって現れるし、リアは逃げたりすることもできないと思うし」

「……むー。お兄ちゃんが、リアさんばっかり特別扱いするー。メルたんも大事にしてよー！」

「いや、リアを特別扱いっていうわけではないけど、もちろんメルも大切に思っているよ？」

「きゃー！　お兄ちゃーん！」

　メルが嬉しそうに抱きついてきたけど、これをされると……うん。予想通りディーネも抱きついてくる。

　その様子を見たラヴィが怪け訝げんな表情を浮かべているけど、メルたちのことが見えないって話だから、いきなり俺がよろけだしたって感じに見えているんだろうな。

　ひとまず、ディーネとメルには一旦離れてもらい、リアの所へ。

「リア。少しだけラヴィの――兎耳族の村へ行ってくるよ」

「えぇっ!?　カイ君、それってどこにあるの!?　戻って来るまでに、どれくらい時間がかかるのかな!?」

「リアちゃん、大丈夫よ。兎耳族の村は、そこまで遠くないわ。今から出発しても、今日中には戻って来られると思うの」

　あれ？　ラヴィは片道で半日くらいかかるって言っていたのに、ノエルが今日中に戻れるって言ってしまった。

　まだお昼前だし、おやつとしてドーナツ作りにチャレンジしようとしていたところだから、ものすごく急げば、帰って来られる……のか？

「えっと、ノエルさんもカイ君と一緒に行くの？」

「もちろん！　カイちゃんのことは私に任せて。しっかり守るから」

　あぁぁ、ノエルがまたもや余計なことを言ってしまった。

　いつものリアの言動を考えると、そんなことを言うと必要以上に心配して、なかなか出発できなくなるってば！

「そっか……ノエルさんが一緒なら心配ないかな。……カイ君。くれぐれも怪我をせずに戻って来てね。あと……はい、これ。お腹が空いたら食べてね」

「え？　あ、ありがとう。無理せずに、ノエルたちと一緒に戻って来るよ」

「うん！　じゃあ、カイ君が戻って来るのを我慢して待ってるね！　いってらっしゃい」

　リアにリンゴを二つもらい、ラヴィと共に兎耳族の村へ行くことになったのだが……どうしたんだろう。

　いつもなら、一緒に行きたいとか、危ないからってすごく過保護になったりするのに、今回はやけにすんなり行かせてくれるんだな。

　リアよりも年上に見えるノエルが一緒にいるからなのか？

「というわけで、リアちゃんにちゃんと断ったし、早速出発しましょうか」

「わーい！　パパとおでかけでちー！」

「お兄ちゃんとお散歩……楽しみっ！」

　ノエルが初めてのおつかいに出かける子供を見守るかのように微笑み、ディーネが俺の背中に抱きつき、メルが手を繋いでくる。

　結局いつも通りか。

「カイ先生。もう、出発してもえぇんかな？」

「ラヴィ、お待たせ。もう大丈夫だよ」

「さよか。ほな行こか。まぁ言うても、そないに遠くないんやけどな」

　ラヴィを先頭に、俺たちも歩きだす。

　遺跡があった方向とは真逆だな……と思っていると、リアの木から少し離れたところでノエルが口を開く。




「さて、リアちゃんからこれくらい離れたら大丈夫かしら」

「ん？　その言い方は、何か力を使おうとしているの？」

「そういうこと。とはいえ、ママが力を使うにはカイちゃんの魔力が必要だから、まずは何をするか説明するけど、簡単に言うと道を作ろうと思うの」

「道？　所々に草が生えていたり、大きめの石が落ちていたりすることはあるけど、普通に歩けるよ？」

　まさかノエルが道路みたいに舗装された道を作ると言っているとも思えないし、一体何をするのだろうか。

　仮に舗装された道を作ったとしても、車はもちろん、馬車なんかもないから、あんまり意味がないような気がするんだけど。

「道っていうのは、ママが使うための精霊の通り道……と言えば良いかしら。行きは道を作りながら行く必要はあるけど、帰りは既に精霊の道があるから、すごく早く帰れるわよ」

「なるほど。今日中に帰れるってリアに言ったのは、その道を作るからか」

「その通りよ。というわけで、カイちゃん。精霊の道を作るために魔力をもらうわよ？」

「うん、わかったよ」

　そう言うと、ノエルが俺の足を優しく撫でる。

　何となく足が光っているように見えなくもないんだけど、これが道を作る方法なのか？

「カイちゃんが今の状態のまま、普通に歩いてくれれば精霊の道ができるの。ママは兎耳族さんの村の場所を知っているから、丁度その手前で効果が切れるくらいにしておいたから、カイちゃんは何も気にせずに歩くだけで良いわよ」

　ノエルは最年長？　なだけあって、力の使い方がすごい。

　魔力をもらうために説明してくれたけど、そうでなければ何も知らずに精霊の道ができ上がっていたと思う。

「ディーネだって、みずのせいれいとおはなしして、ばしょをしってるでち」

「め、メルたんだってすごいもん！　えっとえっと……が、頑張れば兎耳族さんの村への通り道に、屋根を作ることができるもん！」

　俺の表情から何かを察したのか、ディーネとメルが張り合いだした。

　ただメルの言う、ラヴィの村まで続く屋根を作ったら、俺が魔力不足で気絶してしまう気がするけどね。

　それを回避するために、未だにリアの木の周りの堀に、少しずつ鉄板を出しているわけだし。

　そんなことを考えながらも、ラヴィと一緒に歩いていく。

　少し進んで後ろを振り返り、自分が通った道を見てみると……薄っすら光っているような気もする。

　これが精霊の道のようだ。

　それから、しばらく歩いてリアの木がかなり小さくなると、不意にラヴィが足を止めて叫びだす。

「アカン！　魔物が来てるわっ！」

「魔物!?　そんなの何も見えないよ？」

「カイ先生。ウチは兎耳族やで？　ウチの耳を舐めたらアカン！　もうすぐ、あっちから魔物が……ほら、ワイルド・ウルフが五体来てるやろ！」

　ラヴィが指をさす方向から、何度か見た狼の魔物が向かって来るのが遠目に見える。

　何とかして撃退しなければならないんだけど、魔物が五体もいるのと、堀みたいなものがないから、小さな魔法陣では魔物が踏んでくれるかわからない。

　というわけで、こんな魔法陣を作ってみた。




《もしも、魔物が近付いてきたら、まとめて遠くへ吹き飛ばす》




　ディーネを呼んで魔法陣に力を込めてもらいつつも、ぶっつけ本番で思った通りの効果が得られなかったら危ないので、メルにも傍で控えてもらう。

　あの魔法陣で一体しか吹き飛ばないとか、そもそも発動しなかったら、メルに金属の塊を発してもらおうと思いながら、様子を見ていると、先頭の一体が魔法陣に近付いて来て……五体まとめて吹き飛んだっ！

　よし、成功っ！　と思ったのも束の間で、俺の魔法陣への指定が悪かったらしく、出てきた水の量がものすごくて、結構な水しぶきが俺とラヴィにかかってしまった。

「カイ先生がすごいのはよーく知ってるけど、もう少し威力は抑えてもえーんちゃうかな？」

「ごめん……って、ラヴィ!?　な、何をしているの!?」

「何って、濡れた服を着たままやと、風邪をひいてまうやろ？　というか、カイ先生も脱がなあかんって」

　びしょ濡れになったラヴィが服を脱ぎだし、止める間もなく下着姿になると、俺の服も脱がそうとしてくる。

「ちょ、ちょっと待って！　俺は大丈夫だから……」

「何言うてんねん！　風邪を舐めたらアカンで！　こんなとこで風邪ひいてみ？　誰も治癒魔法を使われへんねんで!?」

　そう言われると、ぐうの音も出ず、ラヴィに服を脱がされてしまった。

　さすがに下着は死守したけどね。

「ラヴィ。一緒に服の水を絞って着ようよ？」

「なんで？」

「いや、だって下着姿だし……」

「別にえーやん。街や村やったら、服を着てないと怒られるけど、ここはカイ先生しかおらへんし、ウチは気にせーへんで？　それに、普段から一緒に水浴びしてるやん」

　俺が気にするってば。まぁその、水浴びのことを言われると、何も言い返せないけどさ。

　とりあえず、メルに頼んで細長い棒を出してもらうと、そこに俺とラヴィの服を通して、二人で持ちながら歩く。

　物干し竿を持ちながら移動するという、ちょっとシュールな感じで進んでいると、前を歩くラヴィが再び足を止めた。

「あー、また魔物が来たわ。さっきと同じ種類で、ワイルド・ウルフやな」

「最近は、あんまりあの狼の魔物を見なくなっていたのにね」

「魔物も学習してるんとちゃうかなー？　あの木の周りはヤバいって」

「なるほど。来たら追い払うだけで、こっちから魔物を狩ったりはしていないから、あの木に近付かなければ良いって思われているのかも」

　ただ、狼の魔物についてはその通りだけど、鳥はその肉を食料にするため、鳥笛を使って呼び寄せているけどね。

　さて、さっきは水の量が多過ぎて大変なことになったから、次は土だとどうだろうか。

　そんなことを考えながら、魔法陣に何を記すかと考えていると、

「お兄ちゃん！　次はメルたんの番！　というか、ディーネちゃんに同じことをしてもらったら、ラヴィさんが寒い！　とか言いだして、お兄ちゃんに抱きついてきそうだから却下！」

　メルが叫びながらしがみついてくる。

　メルはラヴィの言葉がわからないはずだけど、雰囲気で察しているようで、しかもあながち外れていない。確かにラヴィは言ってきそうだ。

「カイちゃん。次は魔物が三体みたいだし、ママとメルちゃんとディーネちゃんとで、個別撃破したらどうかしら？　それならさっきみたいなことにはならないでしょ？」

「確かにそうだな。魔法陣を三つ作れば良いのか」

「えぇ。ただ、念のために何かあったらママたちが対応できるようにしておかないといけないけどね」

　ディーネは魔法陣を介さずに力を使う場合、魔物を吹き飛ばすような水の出し方はできないそうなので、万が一の対応にはメルが適していると思っていたのだが、ノエルも何とかできるそうだ。

　というわけで、基本は魔法陣を作って一体ずつ倒し、万が一の場合はメルとノエルが対応するという段取りで、同じ魔法陣を三つ作る。




《もしも、魔物が上を通ったら、遠くへ吹き飛ばす》




　作った三つの魔法陣のそれぞれにディーネ、メル、ノエルの力を込めてもらった。

　あとは、それぞれの魔法陣の上を、魔物が上手く通過してくれるかどうかだな。

　少し後ろに下がって魔物たちの様子を窺っていると、先頭を走る魔物がディーネの力を込めた魔法陣の上を通ろうとして、勢いよく噴き出した水と共に遠くへ吹き飛んでいった。

　次の魔物も、メルの力を込めた魔法陣に足を踏み入れ、魔法陣から金属板が斜め上にせり上がる。

　ジャンプ台というか、投石器で弾き飛ばされるように、魔物が斜め上に飛んでいく。

　だけど三体目の魔物は何か危険を察したのか、見えないはずのノエルの魔法陣を避けたっ！

「ノエルっ！」

「えぇ、任せて！」

　ノエルの力で、残った魔物の足元に直径二メートル程の穴が現れ……そのまま落下する。

　どれくらいの深さなのかと、恐る恐る穴の中を覗いてみると……うわっ、リアの木の枝から下を見た時くらいの深さがあるな。

「カイちゃん。この穴を塞ぐために、もう一回魔力をもらうわねー」

「そうだね。このままだと危ないから、頼むよ」

「はーい！」

　ノエルの声と共に、穴の中へ土が入って行くんだけど……これ、なにげにかなり怖い力だよね。

　今更だけど、精霊の力はすごいし、変な使い方はしちゃいけないと自戒する。

　まぁ俺の場合、あくまでディーネたちに依頼をしているだけだから、変な使い方はやめてくれると思うけどね。

「三種類の精霊の力を、ほぼ同時に発動させるって……カイ先生。相変わらず無茶苦茶やな」

「え？　そうなの？」

「普通は、今のどれか一つの威力を出すだけでも、十二分にすごいと思うし、そもそもさっきの魔法やったら、どれか一つの効果だけでも、三体まとめて倒せたと思うんやけど」

「それも考えたけど、さっきみたいに濡れても困るし、それだけじゃなくて、誰か一人だけの力を使うと、それはそれで後が大変なんだよね。贔屓ひいきしているって話になって」

「……カイ先生は、なんかウチとまったく次元の違うレベルで苦労してるんやね」

　まぁ、そうかも。

　日本にいた頃、お正月に実家へ帰省したりすると、親戚の幼稚園児くらいの子供が何人かいて、一緒に遊んであげたら、全員同じくらいに構ってあげないと拗ねられて……うん。今の状況は若干あの時に近い気もする。

　あの時は、毎日幼児の相手をしている保育園や幼稚園の先生は、マジですごいって心底尊敬していたけど……ものすごく気を遣う職業なのかもしれないな。

　勝手に幼稚園の先生をリスペクトしつつ、ラヴィに案内してもらって歩き出す。

　しばらく歩き、お腹が空いてきたのでリアからもらったリンゴをラヴィと一緒にかじり、ディーネにお水を出してもらって、小休憩。

　沢山歩いていたからか、リンゴの甘さが身体に染み渡る。

「カイ先生、さすがやね。まさかリンゴに疲労回復効果を付与しているなんて」

「え？　確かに疲れが吹き飛ぶ感じがするけど……そんな効果があるの？」

「あれ？　違うん？　でも、きっとそういう効果があると思うで。何か、疲労感が一気に消えていくし」

　なるほど。俺たちの状況を察して、リアがそういう効果を付与していてくれたのかも。

　以前は、どこかへ行くと言ったら、薬草を持たされたけど、今回もちゃんと考えてくれていたのか。

　リアの心遣いを嬉しく思いながら、服が乾いていたので、ラヴィと共に着替えて、再び歩き出す。

　途中で何度か魔物に遭遇することがあったものの、ディーネたちの力で追い払い、陽が傾きはじめたところで、荒れ地に小さな穴が現れた。




「カイ先生。ここがウチの村の入り口やで。狭いから気を付けて入ってきてな」

　ラヴィが村の入り口だと言った穴は、人が何とか入れるような小さな穴だし、看板も何もない。

　これは、教えてもらわなければ、村の入り口だとは、到底思えないな。

　そんなことを考えていると、ラヴィが頭から穴の中へ入って行く。

　一体、中がどうなっているのか覗いてみると、どうやら滑り台みたいに、坂になっているようだ。

　とはいえ、普通に土なので全然滑らない上に、高さもないため、自分で這って進まないといけないけど。

　一瞬、メルに金属の板とかを出してもらえば、まさしく滑り台みたいにスーッと降りられる気もしたけど、この村の住人たちに迷惑がかかりそうなので、頑張って進むことに。

「カイ先生。その辺りからは立っても大丈夫やで」

　結構大変だったけど、数メートルくらい下ったところでラヴィが声をかけてきた。

「本当だ。入り口以外は結構広いんだね。それに、明かりもあるし」

「壁に光ひかり苔ごけが生えてるからやで。それのおかげで、外みたい……とは言わんけど、そこそこ明るいねん」

　ラヴィに言われ、立ち上がって周囲を見渡すと、幅二メートルくらいの通路が奥まで続き、所々が十字路になっている。

　ラヴィによると、十字路の先は個人の家なので、勝手に入らないように……と言われたんだけど、この陽が届かない薄暗さといい、あまり高くない天井といい、ラヴィの村を見ていると、前世の頃に住んでいたマンションの通路が浮かんできた。さすがに光る苔はなかったけど。

　この苔がどういう仕組みなのかはわからないけれど、まぁ日本でも蛍が光ったりするわけだし、同じような感じなのだろう……たぶん。

「カイ先生。こっちやで」

「確か村長さんが祈祷師で、精霊石に精霊の力を込められるんだっけ？」

「せやでー……あ、こっちこっち。ここが村長の家で、ウチの実家でもあるねん。まぁウチも帰って来たんは久しぶりやねんけどな」

　ラヴィに連れられ、所々に横穴のある通路を一番奥まで進むと、右手の横穴へ。

　ラヴィの実家に村長がいるということは、お父さんかお爺じいさんが村長さんなのかな？

　横穴へ入って奥へ進むと、中は結構広い空間で、まず八畳くらいの部屋があって、更に奥の部屋へと続いているようだ。

　その最初の部屋に四人掛けのテーブルと椅子があり、ラヴィよりも遥かに身体が大きい、筋骨隆々な兎耳のオジサンが何か作業をしていた。

　そのオジサンにラヴィが近付き、元気よく声をかける。

「おとーん！　ウチの未来の旦那様を連れて来たで！」

　……って、今ラヴィはなんて言った!?　とりあえず、お父さんへ俺の紹介の仕方がおかしくない!?　将来の旦那様って……本気で餌付けされてない!?

「……ラヴィ。確か、街で一人前の魔法使いになるって言うて家を飛び出たはずやけど……未来の旦那とは、どういう意味なんや？」

「そのまんまの意味やでー！　ウチはカイ先生と結婚するねん！」

「ほぅ……その少年は、一体何の先生なんや？」

　待って！　話し方こそ穏やかだけど、お父さんの血管が切れそうになっているから！

　めちゃくちゃ怒っているってば！

「あんな、カイ先生はめっちゃすごいねん！　ウチの知らんことを沢山教えてくれて、ウチはもうカイ先生がおらんと満足できへん身体にされてもーたから……ウチは、カイ先生と結婚しようと思うねん！」

「ほほぅ。まだ十代半ばのうちの娘に、君は一体何を教えてくれたんや？」

「ご飯です！　美味しいご飯の作り方を教えたんですっ！」

　ラヴィのお父さんが立ち上がって、俺の所へ向かって来たところで、さすがに口出しさせてもらうことにした。

　木の傍で精霊たちと暮らしていたらラヴィが来たこととか、一緒に鳥を捕まえて俺の知っている料理を振舞ったこととか。

　あと、魔法使いを目指しているラヴィに魔法を教えていることや、料理で精霊石の力を使い切ってしまったことなど、ここへ来た事情を必死で説明する。

「なるほど……すまんな。冷静に考えたら、ラヴィよりも幼い少年が、変なことをするわけないか」

「あはは。俺……じゃなくて、僕は料理のことしかわからないですよー」

　とりあえず、ラヴィの説明が誤解を招いたと納得してくれたようで、お父さんの表情が穏やかになった。

　ラヴィがあの鳥料理を気に入ったのはわかったけど、もう少し言い方を何とかして欲しいところだ。

「カイ先生、謙遜したらあかんってー。料理もすごいけど、魔法もすごいやん。水の精霊の力を使って、一緒に水浴びしてるやろ？　あんなん普通できへんって」

「……一緒に水浴び？」

「せやでー。川も泉もない場所やのに、木の箱に水を注いで、毎晩水浴びするねん。木の箱が狭くて、くっつかな一緒に入られへんねんけど、それでもあの水の量を毎日出せるのはすごいと思うねん」
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「へぇ……カイ君は毎晩うちの娘とくっついて、一緒に水浴びをしていると」

　とりあえず、ラヴィは少し黙ってくれぇぇぇっ！




　改めてラヴィのお父さんの誤解を解き……いやまぁ一緒に水浴びしていることは本当なんだけど、やましい気持ちは一切ないと説明して、本題へ。

「ラヴィ。それより、精霊石の力を回復してもらうんだよね？」

「せやせや。というわけで、おとん。この精霊石に火の精霊の力を込めて欲しいんやけど」

　そう言って、ラヴィが精霊石の付いた腕輪をお父さんに渡す。

　お父さんが精霊石の状態を確認すると、なぜか俺のことを値踏みするように見ながら口を開く。

「ふむ。この精霊石の大きさなら、一晩あれば力を込められるやろ。せやけど実は今、困ったことが起こっているんや」

「そうなん？　何が起こってるん？」

「うむ。今年は街の方で不作が続いているらしくてな、ニンジンがあまり買えていないんや。せやから、村で貯蔵しているニンジンの残りが僅かしかないんや。だがラヴィの話が本当やとすると、カイ君は極めて優れた魔法使いやというやないか」

「せやでー！　カイ先生なら、大抵のことはできるでー！」

「……と、娘も言っているわけだし、どうやろう。木の精霊の力を使って、百本程ニンジンを作ってくれたら、この精霊石の力を回復しようやないか」

　なるほど、そう来たか。

　お父さんが交換条件を持ち掛けてきたのはおそらく、ラヴィがすごいすごいって言っているけど、本当か？　ってことだ。

　精霊石の力の回復については、俺じゃなくてラヴィの頼みなので、断ってもちゃんとやってくれるんだろうけど、いきなりラヴィが結婚宣言したり、一緒に水浴びをしているという話をされたりして、俺の印象が悪過ぎるんだよ。

　もしも断ったら、せっかく仲良くなれたラヴィに、近付くなと言われてしまうかもしれない。

　ラヴィは押しかけてきて、無理矢理居座ったという経緯はあるものの、一緒に生活している友達だし、こんな形で離れ離れになるのは不本意だしね。

「おとん。なんで、そんなケチくさいこと言うん？　普通に回復してや」

「うぐっ！　いや、この少年の実力をやな……」

　お父さんの意図に気付かず、ラヴィがストレートに疑問をぶつけているけど、父親としては娘が騙だまされていないか心配なんだろうな。

「こほん……わかりました。少し時間をいただいて、ニンジン百本をお持ちしますね」

「す、すまんが頼むよ」

　とはいえ、ニンジン百本ともなるとリアに相談しないといけないので、一旦帰ろうとすると、ラヴィに止められる。

「あ、カイ先生！　せっかくやから泊まっていってやー！　元々ウチが使ってた部屋が空いているはずやし、一緒に寝ようやー」

「ぶはっ！　ら、ラヴィ。カイ君にはニンジンを……」

「汚っ！　おとん、どうしたん!?　急に吹き出したりして」

　いや、お父さんからすれば、いきなり娘が男を家に泊めようと……というか、同じ部屋で寝ようって誘えば、そうなるよっ！

　ただラヴィからすれば、俺は弟みたいに見えていて、身寄りのない俺を何とかしてあげようという優しさなんだろうけどね。

　だけど出発前に、リアへ今日中に帰ると言った手前もあって、今日は帰ることに。

「カイ先生は変に遠慮するからなー。まだまだ子供やねんから、前にも言ったけど、ウチのことをお姉ちゃんみたいに頼ったり、甘えたりしてえーんやで？」

「ありがとう。ラヴィの気持ちはとても嬉しいよ。でも、今日は一旦帰るね」

「まったく……確かにベッドは一つしかないけど、いつも一緒に入ってる水浴び用の浴槽よりかは広いのに」

　いやあの、水浴びの話をぶり返すのはやめておこうよ。お父さんがプルプルしているから。

　もしも俺の年齢がもう少し上だったら、殴られているのではないだろうか。

　若干、身の危険を感じながらも、ラヴィに見送られ、坂を上って穴から出る。

　外は陽が傾いていて……日本的な感覚だと、三時くらいだろうか。

「ふぅ。やっとそとでち。つちのなかは、あまりすきじゃないでち」

　ずっと静かだったディーネが、嬉しそうにしている。水の精霊は土と相性が悪いもんね。

「お兄ちゃん。結局、どういう話になったの？　あの大人の兎耳族の人が、ずっと不機嫌だったけど」

「あの人はラヴィのお父さんで、精霊石の力は一晩あれば回復できるんだけど、ちょっと頼みたいことがあるって言われちゃってさ」

「そうなんだ。頼みたいことって……まさか、ラヴィさんと結婚しろとか!?　早まっちゃダメだよっ!?　そういうことは、じっくりしっかり考えなきゃ！」

　メルがなぜか慌てているけど、お父さんは真逆のことを思っていると思うよ？

　ラヴィは十代半ばだって言っていたし、親からするとそんな年齢で結婚なんて早過ぎる……って、それは日本の場合か。

　この世界のことを全て理解したわけではないから何とも言えないけど、もしかして俺の年齢でも成人扱いされたりしないよね？　だから、お父さんが不機嫌だった……なんてことはないよね？

「カイちゃん。それより、リアちゃんのところへ帰って良いのかしら？」

「うん、お願い。えっと、精霊の道っていうのを使うのに、何かしなきゃいけないんだよね？」

「カイちゃんは何もしなくても良いわよー。ただ魔力はもらうけどね。というわけで、ディーネちゃんもメルちゃんも、カイちゃんにくっついてー！　置いてかれちゃうわよー！」

　ノエルの言葉で慌ててディーネが飛んできて、いつもの背中……ではなく、俺の胸に飛び込んできた。

　これは吹き飛ばされないようにしているんだと思うんだけど、それくらい速く移動するってことなのかな？

　俺もディーネをしっかり抱きしめ、メルも俺にしがみ付く。

「準備は良いわね？　いくわよー！」

　そう言って、ノエルが後ろから俺を抱きしめると、足下の地面がゆっくりと動きはじめた。

　これは……空港や駅にある、いわゆる動く歩道みたいな感じかな？

　歩かなくてもリアの所へ帰れるので、らくちんだと思っていると、その速度が徐々に上がりはじめた。

　動く歩道だと、エスカレーターみたいに手すりが付いているけど、当然ここにそんなものは無くて、何も無しにものすごい速度が……って、速過ぎるっ！

「ノエル!?　これ……ちょっと怖いんだけどっ！」

「は、はやすぎるでちーっ！」

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　お兄ちゃーんっ！」

　動く地面の上にしゃがみ込み、叫ぶディーネとメルを必死に抱きしめる。

「みんな、大丈夫よ。カイちゃんも、ママに身体を預けてね。そうすれば、あっという間に着いちゃうから」

　俺の後ろにノエルが立っているけど、土の精霊だけあってか、動いている地面とくっついているみたいに、ビクともしない。

　なので、少しだけ安心して……って、ちょっと待った！　早くもリアの木が見えてきたけど、この速度で急停止したら、さすがに吹き飛ばされるんじゃない!?

「ノエル！　速度っ！　速度ぉぉぉっ！」

「え？　カイちゃんは、もっと速い方が良いの？」

「逆だよっ！　速度を徐々に落として、急停止は絶対にしちゃダメだからねっ!?」

「大丈夫、大丈夫。そろそろ、到着よー」

　ノエルはちゃんとわかっていたのか、少しずつ速度が落ちてきたので、ホッと胸を撫でおろしていると、最後の最後で急に止まる。

　速度が落ちてきていたとはいえ、手すりもつり革も何も無い状態なので、当然俺たちは前に吹き飛び……柔らかい何かに包まれる。

　大きくて柔らかくて、温かいクッションみたいなもので優しく受け止められたけど、これは何だ？

「うふふ。カイちゃんからママの胸に飛び込んできてくれるのは、嬉しいわね」

　いや、ノエルは何をしているんだよっ！

　後ろに立っていたはずのノエルがいつの間にか俺たちの前にいて、顔からダイブ……って、本当にそういうのはやめてくれないだろうか。

「むー……お兄ちゃん！　メルたんにも飛び込んできて！」

　いや、メルはさっきまでずっと抱きついていたよね？

　なぜか不満そうに頬を膨らませるメルはさておき、ノエルが言っていた通り、陽が沈む前にリアの所へ帰って来られた。

「カイ君！　おかえりなさいっ！」

「えっと、リア。そんなに強く抱きしめなくても……」

「だって私がいない間、絶対にノエルさんに抱きつかれたりしてそうだもん！　カイ君が私のことを忘れないように、しっかり抱きしめるの！」

　いや、俺がリアのことを忘れるわけないんだが。

　リアは一体何の心配をしているのだろうかと苦笑しながら、本題へ入るために一旦離してもらおうと……って、離してくれないの!?　まぁこのまま説明するか。

「リア。一つお願いがあって、兎耳族の村長さんから、ニンジンを持って来て欲しいって言われているんだけど、お願いできるかな？」

「ニンジン？　いいよ。何本くらい必要なの？」

「百本なんだけど」

「えっ……百本かぁ。うーん……作れなくはないんだけど、一気に作るのは大変かも」

　まぁそうだよな。

　いつもリアは植物を一つずつ出していて、同時に出したりはしていない。

　植えて、成長させて、収穫してっていうのを一本ずつやるとなると、かなり時間がかかるし、リアも疲れちゃうよな。

「カイちゃん。ママからの提案なんだけど、リアちゃんにニンジンの種を出してもらうっていうのはどうかしら。ママの土の力を使えば、リアちゃんみたいに急成長はさせられないけど、その代わりに同時に沢山育てることができるわよ」

「なるほど。今回は数が数だから、そっちの方が良いかも！　リア、ノエル。お願いできる？」

「私はカイ君のためだったら、何でも協力するよ。あと、種ならそこまで負担も大きくないからね。任せて！」

　というわけで、リアが何本かのニンジンを植えると、すごい速さで成長させ、白い花が咲く。

　俺が日本で食べていたニンジンの花と、この花が同じかはわからないけど、花が枯れ、大量の種が手に入った。

「これで百個くらいはあると思うよ。足りなければ、また言ってね」

「ありがとう、リア。すごく助かるよ」

「えへへ。じゃあ、カイ君。種を作ったご褒美に、ぎゅーって私にハグ……って、カイ君!?　ノエルさんと畑の話をする前に、思い出をぉぉぉーっ！」

　リアがよくわからないことを言っているけど、毎日一緒にいるよね？

　ひとまずリアには、後で改めてお礼を言うとして、陽が沈む前に畑のことを決めてしまいたい。

「ノエル。ニンジン百本っていうと、この堀で囲まれた範囲に収まるかな？」

「んー、大丈夫だと思うわよ」

「じゃあ、早速種を……」

「待って待って。カイちゃん、焦っちゃダメよ。畑を作る時は、いろいろと準備があるんだから」

　そう言って、ノエルが畑を作るために必要なことを教えてくれる。

　まずは陽当たりの話から始まり、小石や草を取り除いたら、しっかり耕して、土に空気を含ませたり細かくしたり。それから、ようやく畝うねを作って、種を撒まくそうだ。

「まぁ長々と話したんだけど、実は陽当たりの良い場所さえカイちゃんが決めてくれたら、ママが畝作りの手前まではできちゃうんだけどね」

「え？　そうなの？」

「えぇ。土の中の話なら、ママの本領発揮だもの。ただ、畝はママが作ると土が硬くなっちゃうから、そこはカイ君に頑張ってもらう必要があるけど」

「わかった。頑張るよ。あ……そういえば、肥料とかは良いの？」

「えぇ。植物に力を与えるのは、土もそうだけど、お水の方が大事だから、ディーネちゃんに力を借りると良いわよ」

　水の方が大事……農業はやったことがないけど、日本だと水も土も、どっちも重要だって考えそうな気がする。

　ただ、この世界は精霊の相性があって、木は水と相性が良いって言っていたっけ。

　で、水は土が苦手で、すぐに水が汚れてしまうので、都度植物に水をあげないといけないって感じらしい。

「じゃあ、カイちゃん。まずは場所だけど……ここで良いのかしら？」

「うん。堀の内側で、垣根もリアの木も陰にならない場所だからね」

「わかったわ。じゃあ、さっき言った通りで、この範囲の草の根や小石を取り除くわね。カイちゃんの魔力をもらうけど……ちょーっと危ないから、近付かないようにね」

　そう言って、ノエルが精霊の力で俺の指定した場所の地表を綺麗にしていく。

　しかし、この場所だけ草や小石が土の中に入っていくんだけど、土の中に沈んでいるのだとしたら、根菜のニンジンにはあまり良くないんじゃないのかな？

「ノエル。この草や石って、土の中に残るんだよね？」

「そうよ。でも、小石は土の中で粉砕して砂みたいになるわよ」

「すごっ！　そうなんだ」

「えぇ。そして、この後でしっかり土の中をかき混ぜるから、小石は完全に消えちゃうわね」

　小石が完全に消えるってすごいな。

　元々、俺の拳大の石が落ちていたけど、あれも完全に消えちゃったってことか。

「あれ？　小石は……って、草は違うの？」

「えぇ。土の精霊は木の精霊と相性が悪いから。そして、草も木と同じ植物だからね。だから、草は粉砕せずに、そのまま地中深くへ沈めちゃうの。そうね、カイちゃんを縦に十人並べたくらいの深さだから、ニンジンの発育に影響はないと思うわよ」

　いや、深過ぎるよっ！

　仮に俺の身長を百五十センチくらいだとしたら、十五メートルだよ!?

　五階建てマンション分くらいの深さまで沈めなくても、ニンジンに影響はないと思うんだけど。

　そんなことを考えている内に、指定した場所が一切草の生えていない学校のグラウンドみたいになる。

「こんなに短時間ですごいね」

「カイちゃん！　まだダメっ！　今は地中で土を混ぜているから！　今、足を踏み入れたら大変なことになっちゃうわよ！」

　こ、怖っ！

　ノエルが抱き止めてくれて良かった。

　危うく巻き込まれるところだったよっ！

「むー、お兄ちゃん。ノエルさんと抱きつき過ぎー！　メルたんもー！」

「メルっ！　そっちは危ないっ！　入っちゃダメだっ！」

「お、お兄ちゃん！　えへへ、こんなに強く抱きしめてくれて……メルたん、嬉しい！」

　メルがノエルの話を聞いていなかったのか、入ってはいけないと言われた場所に立っていたので、大慌てて抱き上げたんだけど……良かった。何ともないみたいだ。

「メル。あの場所は危ないんだ。入っちゃいけないってノエルが言っていたよね？」

　メルは幼いけど……いや、幼いからこそ危ないことはしっかり注意しておかなくちゃ！

「あの、カイちゃん。メルちゃんは金の精霊だから、土の中に入ってもまったく問題ないわよ？　それどころか、相性が良いから、メルちゃんは土の中に入っていた方が元気になるわ」

　うん。この世界の精霊の相性の話で、俺の注意が完全に無駄になった。

　それどころか、元気になる場所から引っ張り出してしまい、むしろ俺の行動がマイナスになっているくらいなのか。




　とりあえず、ノエルが畑を作る場所の土を耕してくれているので、その間に俺はメルに頼んで鍬くわを作ってもらった。

「そうそう、そういうの！　そういう道具を使って、土を盛り上げて畝を作るのよ」

　ノエルがもう入っても大丈夫だと言ってくれたので、早速鍬を持って土の上へ。

　ノエルがしっかり耕してくれたようで、フワフワになっている土を、鍬で盛っていく。

「カイちゃん、頑張ってー！」

「パパー、おみずのむでち」

「お兄ちゃん。休憩も大事だよー！」

　ノエル、ディーネ、メルから応援してもらって頑張っていると、リアがなぜか申し訳なさそうにしてやって来た。

「カイ君、ごめんね。私が沢山ニンジンを作れなくて」

「待って待って。リアは何も悪くないよ。だから、謝ったりしないで」

「でも……」

「これは俺がラヴィの精霊石を使い過ぎてしまったから、その代償としてやっているわけだし、そもそもリアはご飯を作ってくれたりしているでしょ？　俺は本当にリアへ感謝しているんだからさ」

　そう言うと、リアが俺をぎゅっと抱きしめ、ご飯を準備しながら応援する……と、木の傍へ戻って行った。

　よし。リアに変な負い目を感じさせないようにするためにも、頑張ってニンジンを作るんだ！

　というわけで、畝作りを再開し、土を盛っていく。

　サクッ！　フワッ！　サクッ！　フワッ！

　ノエルが土を柔らかくしてくれているから、鍬が簡単に地面へ刺さって土を盛れる。

　だけど、ようやく一列分の畝ができたと思った時には、夕方になっていた。

　おそらく、事前にノエルが柔らかくしてくれていなければ、一列だけでももっと時間がかかっていたのだろう。

　それから、リアが用意してくれていたサラダや果物をいただき、ディーネが浴槽へ出してくれた水で汗を流す。

「カイ君、お疲れ様。私が背中を洗ってあげるね」

「リア!?　自分で洗えるってば」

「まぁまぁ、お兄ちゃん。リアさんが洗ってくれるって言っているし、洗ってもらおうよー！」

　あれ？　いつものメルなら、リアを止めるか、自分が洗うって言いだしそうなのに、今日はリアに譲るんだ。

　俺、何かメルを怒らせるようなことをしでかしたのかな？

「あ、違うよー？　メルたんは、今日一日お兄ちゃんといっぱい一緒に過ごしたし、裸もバッチリ見たから、リアさんに譲ってあげようと思っただけだよ」

　俺から魔力をもらっているメルに考えが伝わって、本人からフォローされてしまった。

「ちょ、ちょっと待って！　メルちゃんがカイ君と一緒にいたのは知っているけど、裸を見たってどういうこと!?　何があったの!?　その辺、詳しく！」

「お兄ちゃんがディーネちゃんの力を使ったんだけどねー、有効範囲が広過ぎたというか、お兄ちゃんも巻き添えになったというか……」

「まってほしいでち！　ディーネはわるくないでちー！」

　良かった。何となく違和感を覚えた気がしたけど、どうやら気のせいだったみたいだ。

　それからメルたちと水浴びをして、リアの木の枝の上へ。

　俺も、少しずつだけどいろんなことができるようになってきて、この世界で暮らしていける自信がついてきたし、頑張っていかなきゃ。

　そんなことを考えながら、リアたちと一緒に就寝する。




　翌朝からは、再びノエルに指導してもらいながら畝を作っていき、昼を過ぎた頃にようやく畝を作り終えた。

「やったー！　ノエル、ありがとう！」

「うふふ。ママは何もしていないわよ。これは、カイちゃんが頑張った成果なんだから。よく頑張ったわね。偉いわ」

　そう言って、ノエルが俺の頭を撫でてくる。

　うーん。リアやノエルに甘やかされていると、本当に幼児化していきそうな気がしてしまうな。

　中身は十分大人なんだけどさ。

「じゃあ、次はリアちゃんにもらったニンジンの種撒きね」

「これは何となくわかるよ。指で穴を開けて、そこに種を撒くんだよね？」

「んー、概ねそうだとは思うんだけど、リアちゃんに確認しましょうか。植物によって、種の撒き方も違うはずなのよね」

　なるほど。昔、小学校で朝顔とかを育てた記憶が薄っすらあって、人差し指でズボッと穴を開けたような気がするんだけど、同じとは限らないか。

　というわけで、ノエルの助言に従い、早速リアに聞いてみる。

「ニンジンは、浅くでいいよ。むしろ、穴を掘らなくても良いかも」

「え？　そうなの？」

「種を撒いて、その上に少しだけ土を被せる感じで良いと思うな」

「そうなんだ。リア、ありがとう」

「えへへ。カイ君、頑張ってね！」

　リアにアドバイスをもらい、教えてもらったように種を撒いていく。

「つぎはディーネのばんでち！　さきにリアから、みずのまきかたをきいているでち！」

　やっと出番だと言いたげに、ディーネがふわふわと畑の上へ。

　ディーネ曰く、優しく水をあげる必要があるそうで、畝の上を移動しながら水をあげるというので、魔力を使って良いという話をして、俺もディーネと一緒に畑の中を歩くことにした。

「それー！　でちー」

　ディーネがふわふわ移動しながら畝に水を撒いていくと、端から順にどんどんニンジンが発芽していく。

「え……もう芽が出るの!?」

「ディーネのおみずに、たっぷりパパのまりょくがふくまれているからでち」

「そういうものなんだ」

　リアがやれば一瞬で収穫できるところまで育つから、それに比べると見劣りするけれど、それでも芽がポンポン出てくるのは見ていて気持ちが良い。

　しばらく畑の中を移動し、全ての畝からニンジンの芽が発芽すると、ディーネが俺の背中に抱きついてくる。

「パパー！　きょうは、ここまででち」

　なんでも、植物を直接成長させるリアの力とは違い、ディーネは水を介して植物を大きくするため、一日二回やると、その植物が腐ってしまうらしい。

　とはいえ、明日には収穫できるらしいので、それでも十二分に早いけど。

「じゃあ、ニンジンに関して今日できることはこれだけかな。あとは……そうだ。堀の仕上げをしよう」

　以前から少しずつメルに薄い鉄板を出してもらい、堀に水を溜められるようにしていたけど、あと二枚分くらいで全て覆えるんだよね。

　というわけで、少しくらいなら無理をしても大丈夫だろうと、最後の二枚をメルに出してもらった。

「ディーネ。水を溜める堀の準備が整ったから、水を入れてくれないかな？」

「わかったでちー！」

　そう言って、ディーネがすごい量の水を出し……うん。この勢いで水が出ても、魔力枯渇が起こりそうな感じはしないな。

　というわけで、遂に堀が完成した。

　とはいえ、そもそも最近はラヴィが言っていた通りで、この周辺がヤバいと認識されているのか、魔物自体が来ないんだけどね。

「堀も完成したし、今日は何をしようかな」

「きょうは、いつものおべんきょーはしないでち？」

「ラヴィが来ていないからね」

　ラヴィのお父さんの話だと、既に精霊石の力は回復しているはずだけど、ニンジン百本と交換ということだからな。

　おそらくラヴィが外出禁止にさせられていて、ものすごく不機嫌になっているような気がする。

「お兄ちゃん。もしかして、ラヴィさんがいないから寂しいの？」

「え？　そういうわけじゃないよ。ただ、いつも精霊語を教えてって騒いでいたから、ゆっくりできるのは久しぶりだなーって思って」

「そうなんだ！　じゃあ、メルたんと……ううん。メルたんと、リアさんと遊んでー！」

　リアも一緒に？　もちろん構わないんだが、メルは金の精霊だということと、性格的というか年齢的にディーネと一緒に遊びそうな感じがするんだけどな。まぁもちろん構わないんだが。

「メルとリアが一緒に遊べることとなると、何をしようかな」

「ディーネも、いっしょにあそんでほしいでち」

「カイちゃん。ママもいるわよ？」

　うーん。みんな年齢がバラバラだし、リアに至っては行動できる範囲が限られているのに、この四人と一緒に遊べることか。

　何だろうな。日本だったら、みんなでできる簡単なゲームがいくつかあるんだけど。

「そうだ！　ノエル、こんなのを作れる？」




　……というわけで、久々にまったりした時間を過ごすため、ノエルに石で表裏のわかる小さな丸い板を沢山作ってもらった。

　そう。日本でおなじみの、リバーシ！

　簡単でわかりやすくて、子供でもできるからね。

　ただ、ディーネとメルがやる時は、俺が傍にいた方が良さそうだけど。

「……っていうのが、ルールなんだ」

「へぇー！　たのしそうでち！　じゃあ、ディーネはまず、どんなゲームなのか、みてみるでち！　というわけで、さいしょはパパとリアにゆずるでち！」

「そうだね。お兄ちゃんとリアさんがしているのを見て、ルールを覚えるね」

　そんなに難しいルールではないんだけど……百聞は一見に如かずというし、ディーネとメルの言う通り、まずは見てもらった方が良いかもしれない。

「カイ君。負けないよー！」

「まぁとにかくやってみようか」

　地面にマスを描き、ノエルが作ってくれた石の板でリバーシをはじめ……気付いた時には薄暗くなっていた。

「か、カイ君！　もう一度！　もう一度やろっ！」

「メルー！　もういっかい、しょうぶでちー！」

「えっと、みんな。もうすっかり陽が落ちかけているからね？　カイちゃんも、お腹を空かせていたりしない？　あと、ディーネちゃんも水浴びとか……うーん。みんな、おしまいにしなさーい！」

　あ、危なかった。ノエルが止めてくれなければ、完全に陽が落ちて、石が見えなくなるまでやっているところだったかも。

　久しぶりにやるゲームが、こんなにおもしろいとは……しかしこれは、絶対にラヴィに教えちゃダメなやつだな。

　せっかく精霊語の勉強をしようと頑張っているのに、絶対に手が止まる。

　というか、今日の俺たちだって、はじめは一セット分しか作っていなかったはずなのに、気付いた時には二セットめが用意されていて、延々していたもんな。

　これでラヴィが来て三セットめが用意されたら、誰も止めなくなるっ！

「か、カイ君。少しだけ待っていてね。私、大急ぎで何か作るから」

「いや、慌てなくて良いし、別に一食くらい食べなくても大丈夫だからね？」

「ダメ！　カイ君にはちゃんとご飯を食べてもらうの！」

　リアの強い要望で夕食をちゃんと食べて、そのまま水浴びを済ませ、リアの木へ。

　明日にはニンジンを収穫して、ラヴィと再会だな……と考えながら就寝し、その翌朝。




「あぁぁぁっ！　パパーっ！　ニンジン……なくなってるでちーっ！」

　ディーネの大きな声で起こされて畑に行くと、発芽していた芽の三割程の葉っぱが無くなっていた。

　堀に架かる橋に仕掛けた魔法陣を確認すると、発動した様子がない。

　魔物が食べたわけではないということなのか？

「あ……鳥か」

「たぶん、そうでち。それか、むしさんでち」

「カイちゃん、ごめんなさい。まさか、こんなことになるなんて」

　ノエルが謝ってきたけど、こういったことを想定せずに遊んでいたのは俺だからな。

　いつもの獣用に仕掛けている魔法陣で十分だと思い込んでしまっていた。

　この近くを鳥が飛んでいることは、これまで何度か鳥笛を使っているからわかっていたはずだし、作物が虫に狙われるのは当然なのに。

「反省会は後にして、とりあえず無事だったニンジンを育ててみようか」

「わ、わかったでち。パパのまりょくをもらうでち」

　ディーネが昨日と同じようにニンジンの芽に水を撒いていくと、双葉が急激に成長していき、あっという間に見たことのない葉っぱに育つ。

　……日本のスーパーで売っているニンジンは、大抵この葉っぱがカットされた状態だけど、たぶん収穫できる状態だよね？

　あと不幸中の幸いと言うべきか、葉っぱが無くなっている所もディーネが水を撒いたら、再び芽が出て葉っぱが育っていった。

　双葉は食べられてしまったものの、どうやら地中の種は無事だったようだ。

　安堵しながら一通り水を撒き終えたので、今度は育ったニンジンを抜いていく。

「お兄ちゃーん！　メルたんも手伝うー！」

「ディーネもてつだうでち！」

「みんな頑張ってねー！」

　ノエルは木の精霊と相性が悪い……というか、土の力を植物に取られてしまうそうなので、応援に徹し、主に俺が抜いていく。

「んぅぅぅ……抜けたーっ！　お兄ちゃん！　メルたん抜けたよっ！」

「ふにゅぅぅぅ……む、むりでち。このニンジンは、かたすぎでち」

「ディーネは、既に十分過ぎるくらい力を貸してくれたから、大丈夫だよ。ここは俺とメルとでやるから、少し休憩して」

　頑張って一本抜いたメルの頭を撫で、手伝おうとしてくれたけど無理だったディーネを宥め、端から順にニンジンを抜いていき……全部で百本くらいのニンジンが収穫できた。

「パパー。このニンジンは洗うのー？」

「うーん。兎耳族さんたちがどうするかわからないから、一旦このままにしておこう」

「はーい！」

　土も葉っぱもついたままだけど、メルが作ってくれた籠に入れ……うん。一気に運ぶのは無理だから、もう一つ籠を作ってもらい、二つに分けて運んで行くことにした。

「みんな、ありがとう！　それじゃあ、リア。行ってくるね」

「カイ君……できるだけ早く帰ってきてほしいな」

「うん、わかったよ。それに、みんなも一緒だから心配いらないよ」

「……そ、そうだね。いってらっしゃい」

　リアに兎耳族の所へ行ってくると伝えると、今回も不安そうな表情を浮かべられてしまった。

　この前もすぐに帰ってきたし、ノエルたちがいるから魔物に襲われても大丈夫なのに、リアは心配し過ぎだよ。

　そんなことを考えながら、ニンジンを持って歩き、堀を出てある程度リアから離れたところで足を止める。

「カイちゃん。もう少し頑張ってくれたら、あとはママが運ぶわよ」

「いや、違うんだ。昨日のノエルの作ってくれた道を見て、ちょっと思い付いたことがあってね」

「何をするの？」

「まぁ見ていてよ」

　というわけで、ニンジンの入った籠を地面に置くと、魔法陣を描く。




《もしも、「スタート」という言葉を発したら、前方へ動き、「アップ」という言葉を発したら、移動速度を速くし、「ダウン」という言葉を発したら、移動速度を遅くする》




「へぇー。なるほどねー」

「直進しかできないけど、今はこれで良いかなって。ノエル、力を込めてくれる？」

「えぇ、いいわよ。えーい！」

　ノエルに土の精霊の力を込めてもらったので、これで魔法陣に乗って移動できるはず！

　そう考えて、まずは一人で直径一メートル程の半透明の魔法陣に乗る。

「スタート！」

　満を持して言葉を発すると……魔法陣だけが進んで行った。

「え……す、ストップ！　じゃなくて、ダウン！　ダウン！　ダウーン！」

　速度を下げるダウンを連呼すると、段々魔法陣の移動速度が遅くなっていたんだけど……突然ビュンッと、ものすごい速さで地平線の彼方へ飛ぶように移動していった。

「……お兄ちゃん。今の、何だったの？」

「いや、俺が知りたいくらいなんだけどね」

「パパー！　もういっかい！　もういっかいしてほしいでち！　おもしろかったでちー！」

　困惑するメルと俺をよそに、ディーネにはすごくウケているけど、別に俺は笑いを取ろうと思ったわけじゃないんだ。

　普通に魔法陣を止めたかったんだけど……あ！　もしかして、俺がダウンって連呼し過ぎたから、速度がゼロよりも少なく――マイナスになって、バグったとか!?

　昔のゲームでも、所持金がマイナスになったら、なぜか所持金が最大になったりするバグがあったよね。

　要は、そういう例外処理なり制御なりがきちんとできていないわけで……って、前世のプログラム作りに影響され過ぎか。

　ひとまず、今の失敗を踏まえて、もう一度魔法陣を作る。




《もしも、「スタート」という言葉を発したら、接地面の土と共に前方へ動き……「ストップ」という言葉を発したら止まる》




　今回は、先程の魔法陣に、《土と共に》という文言を加え、停止についても記載した。

　これなら、きっと大丈夫なはず！

「ノエル。悪いけど、もう一度お願い。今度こそいけると思うんだ」

「うん。頑張ってね！　えーい！」

　ノエルが力を込めてくれたので、再び一人で魔法陣に乗る。

「パパだけズルいでち。ディーネものりたいでち！」

　作った魔法陣の試験をするだけなのに、ディーネが顔を輝かせながら俺の背中へ抱きついてきた。

　いや、期待しているディーネには悪いけど今度はさっきみたいにはならないから！　……たぶん！

「スタート！」

　今度こそ……と思いながら、発進の言葉を叫ぶと、人が歩くくらいの速度で身体が動き出す。

　よし、成功だ！

「ストップ」

　そう言うと、地面がピタッと止まったので、こっちも問題なしだ。

「よし。テスト終了！　というわけで、次はみんなで行こう！」

「うーん。パパー、さっきみたいにビュンッてやってほしいでち」

「いやその……あれはなかったことにして欲しいな」

「えぇー。とってもおもしろかったのに、ざんねんでち」

　ディーネは不満そうだけど、意図した通りに魔法陣が動いたので、今度はニンジンが入った籠を持ち、メルとノエルが俺に抱きつく。

　まぁ籠が大きいのと、魔法陣がそこまで広くないから仕方ないか。

「メル、ノエル。出発するけど、大丈夫？」

「メルたんは、いつでもオッケーだよー！」

「ママも大丈夫よ。カイちゃんの好きなタイミングで行っていいわよ」

　メルとノエルは問題なし。

　ディーネは……念のため、いつもの背中はやめておこうか。

「ディーネ。ここに入って」

「はーいでちー！」

　ディーネを服の中に入れ、今度こそ準備完了だ。

「えぇっ!?　お兄ちゃん！　ディーネちゃんだけ、ズルいっ！」

「行くよ！　スタート！」

　メルがよくわからないことを叫んでいたけど、魔法陣を出発させる。

　メルとノエルは俺にくっついているし、籠も俺が持っていて、ディーネは服の中でもぞもぞしているので問題なしだ！

　なので、一段階速度を上げる。

「アップ！」

　人が歩く程度の速さから、走ったくらいの速度に。

　もう一段階上げても大丈夫そうだな。

「アップ！」

　これは……結構速い自転車って感じか。

　もう一段階くらい上げられそうな気もするけど、安全を優先してこれくらいにしておこう。

　速度のコントロールを気にする必要がなくなったら、余裕が出てきたので、周囲の景色を楽しむことに……って、まぁ代わり映えしないよね。

「パパー！　ディーネもおそとがみたいでちー！」

「あぁ、ごめんね。ディーネが飛んで行ったらマズいと思ったんだけど、そこまで速度は出てないから、ここから顔を出せるかな？」

　シャツみたいな服なので、襟ぐりっていうのかな？　首の所からディーネに顔を出してもらった。

「わぁー！　はやいでちー！」

「お、お兄ちゃん！　メルたんも！　メルたんも、そこから顔を出したいですっ！」

　メルの意味不明な言葉をスルーしつつ、そろそろ到着する頃かと思い、地面に目を向ける。

　しまった。帰りだとリアの木を目指せば良いからわかりやすいけど、ラヴィの村の入り口の穴が小さ過ぎるので、かなり辛い。

　元々、ノエルに抱きしめられるのを避けるために、自分で移動をコントロールできるようにしようと思ったのが発端だったのだが、行きは任せれば良かったかも。

　そう思いながらしばらく進むと、

「カイちゃん。兎耳族さんたちの村の入り口なら、そこよ」

「えっ!?　スト……ダウン！　ダウン、ストップ！」

　あ、危ない。思わず急停止して、結局ノエルと同じことをしでかすところだった。

「残念。カイちゃんを抱きしめるために、あえて通り過ぎるタイミングで言ったのに」

「ノエル……」

「じょ、冗談よ？　冗談だからね？　カイちゃーん！」

　ひとまず、無事に到着することができたので、ニンジンを持って穴の中へ……って、ニンジンの籠が穴に入らないんだけどっ！

「ラヴィー！　来れたら来てー！　ニンジンが多過ぎて中に入らないんだー！」

　穴の中に向かって叫んでみると、少ししてラヴィが……というか、ラヴィのお父さんや、お母さんもかな？　頭から兎の耳が生えている人たちが数人出てきた。

「おぉぉ！　まさか、ホンマに僅か二日でニンジンを大量に作り出すなんて」

「おとん！　ほらなー！　だから言うたやろー？　カイ先生はすごいんやって！　ウチらには見えてへんけど、きっとその辺りに精霊たちを侍はべらせてるんやで？　精霊ハーレムやで！」

　いや、ラヴィ。ディーネたちがここにいるのはその通りだけど、精霊ハーレムって何なんだよ。

「ご依頼いただいた通り、ニンジンを百本用意いたしましたので、ご確認いただけますか？」

「いや、確認するまでもなく、これだけあれば十分だ。あなたがすごい魔法使いだということを疑って、本当に申し訳ない。これをどうぞ」

　そう言って、ラヴィのお父さんが小さな箱を手渡してきた。

「あの、これは？」

「ラヴィが持っているもの程の大きさではないけど、火の精霊の力を込めた精霊石なんや。持っていってくれ」

「えっ!?　よ、宜しいのですか!?」

「もちろん。ニンジンと娘がお世話になっているお礼や」

　もしかして、これで遠慮なく料理ができるってこと!?

　ラヴィの腕輪も借りられたら、コンロが二つになって、スープを作りながら鳥を焼いたりできるな。

「おとんも、おかんも、カイ先生のすごさがわかったし、またウチも勉強しに行ってえーやろ？　ちゃんと定期的に帰って来るし、ゆくゆくはカイ先生とウチは結婚するんやし」

「ごはぁっ！　け、結婚はさておき、カイさんの所で魔法の勉強をさせてもらうのは良いと思うぞ。魔法の勉強をな」

「おとんは、何で同じことを二回言ったん？　というか、魔法以外に何の勉強するん？」

「えっ!?　いやその、だ……大事なことだから、二回言ったんだ」

　日本でも俺に子供はいなかったけど、ラヴィのお父さんの気持ちはよくわかる。

　だけど、ラヴィに手を出したりすることはないので、安心して欲しい。万が一そんなことをしでかしたら、リアやノエルから何を言われるか。

　そして、ディーネやメルから質問攻めに遭い、何て説明をすれば良いかわからなくなるのが目に見えているからね。

「大事なこと……あっ！　せや、カイ先生と結婚する前提やねんから、あれも教えてもらわな！」

「ら、ラヴィ！　な、何をやっ!?　カイさんに結婚前提で何を教わるつもりなんだっ!?」

「料理やで。カイ先生の作る料理は、ホンマに絶品やねん！」

　ラヴィ。ラヴィが発言する度に、お父さんの顔が真っ青になっているから、ちょっと黙ってあげような。

　いろいろと……主にラヴィのお父さんが大変そうだけど、ひとまずラヴィが再びリアの所へ来ることになり、また騒がしい日々になりそうだ。










第６章　精霊の宿る木




　ラヴィのお父さんにニンジンを渡し、再びここで一緒に暮らすようになって数日が経った。

「わ、わたしは……らび、です」

「おぉー！　ラヴィ、すごいよ！　日本……じゃなくて、今のはちゃんと精霊語だったよ！」

「ホンマっ!?　いやー、めっちゃ嬉しいわ！　これもカイ先生の指導の賜たま物ものやね！」

　ラヴィが日本語で自分の名前を言うことができて、ものすごく喜んでいる。

　こっそりメルに聞いてみると、聞き取れたと言ってくれているので、このまま頑張っていけば、いつかはラヴィが精霊と話せるようになるだろう。

　とはいえ、ラヴィの目標は魔法陣を作ることだから、日本語を読み書きできるようにならなければいけないので、まだ時間はかかりそうだけど。

　ひとまず今日のラヴィの勉強はこれまでにして、次は俺が精霊石で実験をする時間だ。

「カイ先生ー！　今日は何の実験なん？」

「えっとね。俺の故郷でオーブントースターって呼ばれていた物だよ」

　ラヴィのお父さんから火の精霊石をもらったので、ラヴィに腕輪を借りなくても、火を使う魔法陣に挑戦できるようになったのはありがたい。

　加えて、兎耳族の村へ行く時に作った移動用の魔法陣のように、かなり長めのプログラム……もとい、条件が書けることもわかったので、日本の家電の再現ができないか、いろいろ試しているところだ。

「へぇー。よくわからんけど、カイ先生の作る物やからすごいんやろなー。昨日の製氷機やったっけ？　氷が出てくる魔法なんて、初めて見たもん」

　ラヴィが言った製氷機は、先日の速度がマイナスになった時の応用で、ディーネの水の温度をマイナスにしたら出来てしまったんだよな。

　ディーネによると、氷は滅多に人前に出ない別の精霊が担っているらしくて、氷が作れる魔法陣は、革命だと言われてしまった程だ。

「さて、製氷機は上手くいったけど、オーブントースターはどうかな？」




《もしも、設置された金属の箱の扉が閉められたら熱を発し、扉が開けられたら熱を止める》




　火の精霊の力が込められた精霊石で、こんな魔法陣を作ってみた。

　肝心の金属の箱――オーブントースターのイメージをメルに伝え、既に作ってもらっているので、底に精霊石を設置すると、リアに出してもらったコーンを、蓋と連動して動く金網の上にのせる。

　そのまま蓋を閉め、少し待って蓋を開けてみると、良い感じに焼けていそうだ。

　なので、コーンを少し回転させ、熱される部分を変えて再び蓋を閉める。

　おそらく、小さな精霊石だから、ラヴィの腕輪みたいに強力な火力ではなく、正にイメージしていた通りの火力になっているのだろう。

　それからしばらく待って扉を開けると……しっかりコーンが焼けていた。

「はい、ラヴィ。半分どうぞ」

「カイ先生。これは？」

「焼きコーン……もどきかな。俺の国では、豆から作ったソースを塗って焼いたり、バターを混ぜて焼いたりするんだよ。今回は塩を振っただけだから、どうかな？　あ、熱いから気を付けて食べてね」

　焼けたコーンをナイフで半分に切り、ラヴィと一緒にかじってみるけど……うん、悪くない。

　たぶん、リアが作ってくれたコーンの味が良いんだろうな。

　ただ俺には、どうしても日本のイメージがあるから、醤油の香りと味が欲しくなってしまう。

　ノエルが作ってくれた、地下の発酵室にある醤油の完成が待ち遠しいな。

「熱っ！　……でも、美味しい！」

「ラヴィの口に合って良かったよ」

　堀の外側でラヴィと一緒に焼きコーン……というか、焼きトウモロコシを食べ終え、安全のために使い終わった精霊石を取り出すと、ディーネがやってきた。

「パパ……きてほしいでち」

　いつもと様子が違うディーネに呼ばれ、ラヴィを残してリアの所へ。

　普段は木の傍にリアが立っているんだけど……何か様子が変だ。

「リア！　どうしたの!?」

「あ、カイ君。ごめんね。私……もっとカイ君と一緒にいてあげたかったんだけど、思っていた以上に早く時間が来ちゃったみたい」

「えっ!?　時間……って、一体何の話をしているのっ!?」

「あのね。私は、この木に宿っていて、この木から魔力をもらって具現化しているの。だけど、この木の魔力がもう尽きかけているのよ」

　そう言って、立っているのも辛そうに、リアが俺に抱きついてきた。

　いつもなら、ここにメルやノエルが混ざってきそうなものだけど、二人共ジッと下を向いて動かない。

　それはまるで、リアの最期の時を邪魔しないようにしているかのように見えてしまう。

「ま、待って。その木の魔力が無くなるっていうのなら、ディーネたちみたいに、俺の魔力を使うようにすれば良いんじゃないの!?」

「残念ながら、精霊は宿り主を変えることができないの」

「そ、それなら、俺の魔力をこの木に分けられないの!?　俺は、魔力が多い人間なんだよね!?　リアの分を与えるくらいの魔力はあるんだよねっ!?」

「カイ君。魔力の受け渡しができるのは、その魔力を持つ者だけなの。カイ君が魔力を分け与えるようなスキルを持っていれば可能性はあるけど、そもそも自身の魔力を宿っている精霊以外に渡すなんて、誰もできないと思うわ」

　そ、そんな……だったら、どうすれば良いんだ!?

　俺はリアに食べ物や寝床に、この世界の知識……色んな物を沢山与えてもらっていて、リアが助けてくれなければ、すぐに死んでいたんだ。

　それなのに、俺はまだ何もリアに恩返しができていないっ！

「あっ！　ま、まさか。この木の魔力が無くなったのって、俺がいろんな物をもらったから!?」

「そ、それは……でも、待って！　私は、カイ君が来てくれたことで本当に救われたの。百年以上も独りぼっちで、誰とも話すことなく、ただ時が過ぎるのを耐えていただけなの！　カイ君が来てくれたから、私はすごく楽しい時間を過ごせたの！　本当に、すごく幸せだったんだよ！　……ありがとう」

「り、リア!?　リアっ！」

　リアが最期の力を振り絞るように叫ぶと、突然身体から力が抜けたかのように、俺に覆いかぶさってきた。

　嘘だろ!?　嘘だって言ってくれ！

「そ、そうだ！　メルの時は助けることができたんだ！　リアっ！　戻って来てっ！」

　以前に具現化している魔力を使い、消えかけていたメルを助けた時のように、何度もリアを抱きしめたけど、リアはピクリとも動かず、何も反応してくれない。

　どうすれば……どうすればリアを助けることができるんだっ!?

「誰か教えて。リアは……どうすればリアを助けられるの!?」

　藁わらをもつかむ気持ちで三人に聞いてみる。

「お兄ちゃん。リアさんは、幸せだったって言っていたよ」

「メル!?　待って！　俺は、そういうことを聞きたいんじゃないんだ！　どうにかしてリアと、これまで通り一緒に暮らしていく方法を教えて欲しいんだ！」

「お兄ちゃん、ごめん。リアさんからは、魔力のことは聞かされていたの。でも、お兄ちゃんには黙っていて欲しいって。最期まで、いつも通りに過ごしたいからって……」

　メルが話の途中で泣き出してしまった。

　くそっ！　どうしてみんな教えてくれなかったんだ!?

　もしかしたら、何か手が打てたかもしれないのに！

「カイちゃん。宿り主の魔力が失われること……これは精霊の寿命でもあるの。カイちゃんは、なぜか魔力の量がすごく多くて、魔力の回復もすさまじいけれど、普通は使った魔力は徐々にしか戻らないのよ」

「リアは、それをわかった上で、俺に毎日食事を用意してくれたりしていたんだ……」

「えぇ。リアちゃんが話していたのは、全て本心よ。リアちゃんはすごく長い時間、ずっと孤独な時を過ごしていたから、カイちゃんに出会えて本当に嬉しかったって。だから、カイちゃん。泣かないで、笑顔でリアちゃんを看取ってあげて」

　ちくしょう……俺は異世界へ転生してきたんだ！

　女神様から魔法に関するチートな力をもらっているんだ！

　それなのに、どうして恩人であるリアを助けることができないんだよっ！

「リアっ！」

「まつでち！　パパ……ひとつだけ、ほうほうがあるでち！」

「ディーネ！　ほ、本当なのっ!?」

「ほんとうでち。みずのせいれいにきくと、むこーのほうに、きれいないずみがあるでち。そこのみずを、このきにあげると、まりょくがかいふくするでち」

　ディーネによると、リアが宿る木の魔力を回復するには、同じように魔力を含む自然の水を与える必要があるらしい。

　俺がディーネの力で生み出した水だと、俺の魔力を含んでいるのでダメで、この木と同じく長年自然の魔力を溜めている、泉の水ならば大丈夫なはずだと。

「木の精霊と相性が良いのが水だから、自然の水なら、魔力を回復させられるんだね？」

「そのとおりでち！」

「わかった！　メル。リアはどれくらいまで魔力が持つと言っていたの!?」

　ディーネの言葉で、リアが何とかなるかもしれないとわかると、突然頭が働きだす。

　とにかく、絶対にリアを助けるんだ！

「は、ハッキリとは聞いていないけど、おそらく今日の夜にはもう……」

「今は昼だから、残り数時間で、現時点で見えてすらいない山まで行って、水を汲んで戻って来られれば良いんだね？」

「そ、そうだけど……お兄ちゃん。どうするの？」

「わからない！　だけど、絶対に何とかしてみせる！」

　ハッキリ言って、見えてもいない山に日没までに行って帰って来ることは、かなり難しい。

　それこそ、空でも飛ばないと……って、待てよ！

「ディーネ！　風……風の精霊っていないの!?　元々聞いていた精霊は、木、水、金、土、火の五種類だったけど、昨日氷を作った時に、別の精霊の担当だって言っていたよね!?　五種類以外にも精霊はいるんだよね!?」

「いるでち……けど、かぜのせいれいシルフは、きまぐれでち。きょうりょくしてくれるか、わからないでち」

「協力してくれるかわからなくても、協力してもらうんだ！　風の精霊シルフ！　出てきてくれっ！」

　大声で叫び、風の精霊を呼び出そうとしたけれど、どういうわけか何も起こらない。

「なぜっ!?　風の精霊シルフっていうのがいるんだよね!?」

「パパ……いま、かぜがふいていないでち」

　そうだった。精霊の力を借りるには、その借りるもとが自然に存在している必要がある。

　だけど、風が吹くのを待っている時間なんて無い！

　何か……何か手段はないのか!?　リアを助けるために……そうだ！

「ぱ、パパ!?　なにをつくっているでち!?」

「風が吹いていないから、風が吹いているところへ行ってくる！」

「え!?　どういうことでち!?」

　ディーネに説明するよりもやってみせた方が早いと考え、リアを木の根元に座らせると、大慌てで魔法陣を作る。




《もしも、人が触れたら、真上に吹き飛ばす》




「ディーネ！　これに力を込めて欲しい！」

「ま、まつでし！　これじゃあ、パパがおおけがするでち！」

「大丈夫だよ。ほら、この橋の上で使うから。そうすれば、落ちるのは堀の中だ。高い所から落ちても、水に落下するなら大丈夫だよ」

「え……ほんとうでち？　パパがけがしたりしないでち？」

「うん、大丈夫！　それより、リアに時間が無いから、お願いっ！」

「うぅ……ほんとうに、むりしないでほしいでち」

　そう言いながらも、ディーネが魔法陣に力を込めてくれたので、躊躇なく魔法陣の上へ。

　踏んだ瞬間、魔物を飛ばす時のように水が噴き出てきて、俺の身体を真上に飛ばす。

　どれくらい飛んだかはわからないけど、少なくともリアの木よりは遥かに高い所で上昇が止まり、一瞬無重力状態になったので、先程同様に風の精霊に呼びかける！

「風の精霊シルフ！　出てきてっ！」

　俺の言葉に反応し、十歳くらいに見える銀髪の女の子が現れた。

　思った通りだ！　高い場所なら風が吹いていると思ったんだよ。

「やぁ！　ボクはシルフィっていうんだ」

「良かった。俺はカイっていうんだけど、力を貸して欲し……」

「……って、カイーっ！　どこに行くのーっ!?」

　上手く風の精霊シルフィが現れたけど、自己紹介も碌ろくにできないまま落下していく。
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　だけど、落ちるのは堀――水の上だから大丈夫なはずだ。シルフィには、水から出たら事情を説明しよう。

「あ、危ないっ！　カイ！　ボクに魔力を渡してっ！　死んじゃうよっ！」

「いや、落ちるのは水の上だから大丈夫……って、あれ!?　そうか！　風で位置がズレたのか！」

　落下地点が水だと思っていたのに、思っていた以上に空の上は風がキツかったようで、このままだと地面に激突してしまう！

「カイちゃん！　土を柔らかく……ダメっ！　間に合わないっ！」

「お兄ちゃんっ！　メルたんが受け止めるっ！」

「くぅっ！　パパ……おもいでち！」

　ノエル、メル、ディーネがそれぞれ俺を助けようと何とかしてくれているが、

「カイー！　魔力をもらうからねっ！　間に合えーっ！」

　上からシルフィの叫び声が聞こえ……視界がメルの顔でいっぱいになったところで、ピタッと止まった。

「ふぅー。ちょっと、ボクの宿り主さん……魔力の量はすごいけど、行動がめちゃくちゃだね」

　どうやらシルフィが風の力で俺の落下を止めてくれたらしい。

「シルフィ。呼び出していきなり助けてくれて、ありがとう」

「カイ。人間は空を飛べないんだよ？　何してるの？」

「いや、その通りなんだけど、それを承知で頼みがあるんだ。俺をあの向こうにある山へ連れていって欲しいんだ！　大至急！」

「向こう……って、確かにあるけど、ものすごく遠いよっ!?」

「だけど、俺の大切な命の恩人を救いたいんだ！　お願いしますっ！」

　シルフィに頭を下げ、木の根元に座らせたリアの状態を説明する。

「どうして、魔力のことを知らずに精霊の力を使うかなー。まぁ今更言っても仕方ないし、状況は理解したよ。結論から言うと、ボクはカイを向こうにある山まで連れて行くことはできるよ」

　呆れた様子ではあるけれど、シルフィが承諾してくれた。

「ありがとう！　本当に助かるよ！」

「カイ、話は最後まで聞いて。ボクはカイを連れて行くことができるけど、風の精霊であるボクからしても、かなりの距離がある。おそらく、日没にギリギリ間に合うかどうかという距離だ。もしも間に合わなかったとしても、ボクは責任をとれないよ？」

「だけど、可能性があるなら、俺はそれに賭けたいんだ」

「……魔力切れの精霊は、霞かすみのように消えてしまう。間に合わなければ、最期の時を看取ることすらできないけど、後悔しないね？」

　シルフィの言葉に大きく頷くと、小さく溜ため息いきを吐きながらも、わかったと言ってくれた。

　ひとまず、リアを救える可能性が残っていることに安堵していると、困惑した表情のラヴィがやって来る。

「か、カイ先生。さっきから一体何が起こってるん!?　いきなり空高くに飛んだかと思ったら、空中でピタッと止まったりしてたし」

「ラヴィ。ちょっとわけありで、出掛けなければいけないんだ。申し訳ないけど、少しの間この木とリアを守っていて欲しいんだ」

「えっ!?　リアって木の精霊やんな!?　なんで、こないにグッタリしてるん!?」

「説明は戻ったらするけど、俺はそのリアを助けたいんだよ」

「……わかった！　まだ何のことか全然わかってへんけど、とにかくリアを守ったらえーねんな？　ウチに任せとき！　将来の旦那さんの頼みや！　魔物が来ても追い返したるわ！」

　ひとまずリアをラヴィに看てもらうことにして、早速シルフィに力を借りる。

「行くのはカイだけだよね？　その兎耳族の女の子はお留守番で良いんだよね？」

「うん。頼むよ」

「わかった。じゃあ、カイ。魔力をもらうよ」

　シルフィの言葉で、俺の身体が浮かび上がり……メルとノエルが慌てて抱きついてきた。

「みんな一緒に行くの!?」

「当然！　お兄ちゃんと離れるわけないでしょ」

「ママもカイちゃんの傍にいるわよ」

　気付けば、ディーネも既に俺の服の中へ入っている。

「カイ。ボクの力はカイにしか有効じゃないけど、他の精霊がどれだけカイにくっついても、速度は変わらないから、安心して」

　シルフィから、メルやノエルがいても影響がないという話を聞いたので、一緒に行くことにして、メルの身体をぎゅっと抱きしめる。

　なんでも、風の精霊は少し特殊らしくて、木や水、金や土の誰とも相性が良いというのがない代わりに、苦手な精霊もいないそうだ。

「あぁぁぁ、お兄ちゃんに抱きしめてもらえるなんて……シルフィさんの力は何て素敵なんでしょうか」

「落ちたらマズいと思ったんだけど……メルは別に自力で平気なのかな」

「お、お兄ちゃん!?　しっかり！　しっかりメルたんを抱きしめてください！」

　ノエルは俺が抱きしめるより力強く抱きついてきているから、きっと大丈夫だろう。

　というわけで、大丈夫だとシルフィに伝えると、さらに高度が上がっていく。

「じゃあ、出発するよ！　行っくよー！」

　俺と併走するシルフィは、ものすごい速さで空を飛び、文字通り景色が飛ぶように流れていく。

　ただ、飛びながら周囲の風も一緒に動かしているのか、それともシールドみたいなのを張っているのかはわからないが、殆ど風を感じないのはすごいな。

「あははは！　すっごくたのしいでちー！」

「はぁはぁ……お、お兄ちゃん」

「か、カイちゃぁぁぁんっ！　シルフィちゃーん！　ママにも風の防壁をぉぉぉっ！」

　ディーネは楽しそうで、メルは息苦しいのか、呼吸が荒い。

　ノエルに至っては、かなりヤバそうな雰囲気を感じるのだが……あ、シルフィがノエルの要望に応えて良いかと聞いてきたので、即答で許可を出しておいた。




　それから、シルフィの力でしばらく空を飛ぶと、遂に山が見えてきた。

　ただ、その山まではずっと平地が続き、街や村といったものはない。

　もしかしたら、兎耳族のような地中で生活する者たちの村は、あるのかもしれないけど。

「パパ、シルフィ！　あっちでち！　このまままっすぐいってほしいでち！」

「シルフィ、お願い！　ディーネの指し示す方へ進んで欲しい」

「了解っ！」

　それから少しずつ高度を下げていく。

　目的地の泉は山の中腹にあるそうで、数多くの木々に囲まれているため、その少し手前にあった少し開けた場所に降ろしてもらった。

　随分と小さな泉らしいのでここからは見えていないけど、ディーネがいるので場所は大丈夫だろうと走り出すと……

「カイちゃん！　危ないっ！　下がって！」

　後ろからノエルの声が響き渡り、慌ててバックステップで下がる。

　その直後、俺がついさっきまでいた場所に、俺の身体よりも大きな尻尾のようなものがあった。

　その尻尾の元に目をやると、俺よりも遥かに大きい、巨大な蠍さそりがいる。

　黒く光る身体から、二つの大きなハサミが伸び、地面に突き刺さった尻尾が再び持ち上がると、その先端には紫色に輝く鋭利な針が付いていた。

「でぃ、ディーネ!?　これはっ!?」

「ご、ごめんなさいでち！　いずみのばしょは、きいていたけど、こんなのがいるなんて、きいてなかったでち！」

「ヒュージ・スコーピオン……蠍の魔物で、尻尾に毒を持っているわ。カイちゃんはもちろん、ディーネちゃんやメルちゃんに、シルフィちゃんも近付いちゃダメよ！　カイちゃんから魔力をもらっている私たちがあの毒を受けたら、カイちゃんにも毒が回ってしまうから」

　元よりディーネたちを魔物に近付けるつもりはなかったけど、ノエルの言葉でなおさら離れてもらうことに。

　とりあえず、魔法陣を作って吹き飛ばしたいのだが、周囲には大きな木々が生い茂っている。

　吹き飛ばそうとしても枝にぶつかって落ちてきそうなので……鳥を食材する時に使っているような、メルの力を借りた魔法陣で倒した方が良いかもしれないな。

「ん？　魔物なのに、ボクたちのことが見えるの!?」

「ある程度の強さを持つ魔物は、精霊の気配を察するらしいわ。けど、それより厄介なのが、この場所よ。周囲の土の精霊によると、この場所の地下には、あの泉の水脈が通っているらしいわ。毒を持つ魔物の体液を、リアちゃんに注ぐ水に混ぜない方が良いと思うの」

「つまり、あの魔物を倒すなら、もっと離れた場所へ誘導しないといけないということなの!?」

　シルフィと俺の言葉にノエルが応えて頷いたけど、木が沢山生えている山の中で、俺よりも巨大な蠍をどこかへ誘導できるだろうか。

　……いや、できるかどうかじゃなくて、やるしかないんだ！

　リアにはもう時間が無い！

「メル！　魔法陣を作るから、力を込めて！」

「う、うん！」




《もしも、魔物が触れたら、遠くへ吹き飛ばす》




　いつも堀の近くに作っている魔法陣なので、後ろに下がって大急ぎで書き上げると、メルが力を込めてくれた。

　魔物の動きをよく見ながら少しずつ後ろに下がると、狙い通りに進んでくるので、このままいけば、蠍の足が……触れたっ！

　その直後、メルの力で蠍の魔物の身体が弾き飛ばされたのだが、今まで相手にしてきたワイルド・ウルフと違い、その巨体故の重さか、それほど勢いがなく、上にあった枝に当たって落ちてくる。

　メルが自分で吹き飛ばすよりも、俺が魔法陣を作った方が強力な攻撃ができるというのに、それでも吹き飛ばせないのか。

「くっ……場所が悪過ぎる！」

　上がダメなら下……ということで、ノエルの落とし穴が使えれば良いのだけど、この巨体を埋めるとなると、それなりの深さが必要なため、それも使えない。

　メルに金属の箱を作ってもらい、その上で倒せば、体液が地中に入ることはない……が、この魔物の巨体を考えると現実的ではない。

「くっ！　俺は……リアを助けたいだけなのにっ！　……リアーっ！」

「お兄ちゃん！　ダメぇぇぇっ！」

　何をやっても願った結果が得られず、強引に魔物の横を通り抜けようとして……メルの悲鳴に近い声で思い留まる。

　恐ろしいことに、魔物も俺が何をしようとしていたのか察していたらしく、少し前まで俺が走ろうとしていた場所に、巨大な蠍のハサミが待ち構えていた。

　……そうだ。俺が危なくなると、メルたちが自身の命を削って俺を守ろうとしてしまうんだ。

　だけど魔物と戦うこともできず、吹き飛ばすこともできず、誘導するには時間が無く、強行突破もできない。

　どうすれば……どうすればリアを助けることができるんだっ!?

　自身の力の無さに嘆きながら、地面に拳をぶつけると……蠍が反応した!?

　そういえば……蠍は目が悪くて、振動で獲物の居場所を察知しているっていう話を聞いたことがある。

　異世界の、この巨大な蠍も同じなのだろうか。

「シルフィ。風を起こして、周囲の空気を振動させることはできる？」

「え？　できるよ？」

「じゃあ、あの蠍の少し離れた場所の空気を振動させてみて」

「それくらい構わないけど……じゃあ、カイの魔力をもらうよ」

　シルフィが力を使うと、巨大蠍が身体の向きを変え、自ら森の奥へと向かっていく。

「やった！　狙い通りだっ！」

「へぇー！　カイは物知りなんだ。こんな方法で、ヒュージ・スコーピオンとの戦闘を回避できるなんて、知らなかったよ！」

　ヒュージ・スコーピオンの姿が完全に見えなくなったところで、俺たちも前に進み、ディーネの言っていた泉に辿り着く。




　小さな泉だけど、周囲に綺麗な花が咲き誇り、水がとても綺麗に澄んでいて、お伽とぎ噺ばなしに出てきそうな幻想的な雰囲気がある。

　できれば、この光景を愛でていたいくらいなのだけど、今はそれどころではない。

「ディーネ！　この水を汲んで帰れば良いんだよね？」

「そのとおりでち！　メルにバケツをつくってもらうのが、よいとおもうでち」

「任せてっ！　お兄ちゃん、魔力をもらうよっ！」

　ディーネの提案通り、水と相性の良いメルが金属製のバケツを作ってくれるというので、魔力の使用を許可して、大きな物を二つ作ってもらった。

　ディーネ曰く、このバケツ一杯分の量でもリアが数日動けるようになるだけの、自然の魔力を含んでいるらしい。

　ひとまず、数日あればまた違う策を考えることができる！

　とにかく、この泉の水を持ち帰るため、二つのバケツに水を汲み、シルフィに降ろしてもらった場所へ戻ってきた。

「シルフィ！　すまないが、また頼む！」

「オッケー！　みんな、カイに掴まってね！　行っくよー……って、重いっ！」

　大きなバケツに汲んだ水を二つ持っているからか、シルフィがかなり苦しそうだ。

　メルやノエルたちの質量は関係ないみたいだけど、精霊ではないこの水は、思いっきり影響が出てしまっている。

　行きはものすごく速かったけど、今は俺が魔法陣で土を動かした時よりは、少し速いくらいだろうか。

　だけど、これでは……間に合わない！

「し、シルフィちゃん！　下からヒュージ・スコーピオンが来ているわっ！」

「そう言われても、これが限界……だよっ！」

　ノエルに言われて下を見てみると、先程の蠍の魔物が、開けた場所にいて、巨大な尻尾をこっちに向けていた。

　シルフィは俺を運ぶことで手一杯だから、先程と同じように振動を起こすことはできない。

　だから、何か違う手段で蠍をなんとかしなければ！

「……そうだ！　ノエル！　土を！」

「え？　……あ！　わかったわ！」

　ノエルの力で、ただの土を生み出してもらい、それが蠍の上に落ちていく。

　これによって稼げた時間はほんの数秒だったけど、蠍の体液を流すことなく、尻尾が届かない所まで離れることができた。

　しかし、魔物の攻撃からは逃げることができたものの、このままでは間に合わないことに変わりない。

　水を減らせば、当然速くはなるだろうけど……仕方がない。一つ、捨てるしかないか。

　二つ持ち帰ろうとして、一つも間に合わないとなれば、リアが確実に助からなくなる。

　日本では、二兎を追う者は一兎をも得ずって言うしね。

「……ん？　あれ？　待てよ……兎か」

「お、お兄ちゃん!?　どうしたの!?　ま、まさかこの状況で、リアさんよりもラヴィさんのことが気になるってことなの!?」

「いや、そんな話ではなくて……みんな。ちょっとだけ協力してもらえないかな？　上手くいけば、すぐにリアの所へ戻れるかも！」




　既に山から平地に来ていたので、シルフィに一旦地面に下りてもらうと、みんなに協力してもらって、準備をする。

「お兄ちゃん。できたけど……これで大丈夫？」

「あぁ、完璧だよ。ありがとう」

「う、うん。バケツの強度を上げたのと、蓋を付けただけだけどね」

　まずは、メルの力で水が零れないようにした。

「パパー！　シルフィとのがったいわざ、うまくいったでちー！」

「うん。カイにお願いされたことはできそうだね！　ただ、こんなことは、やったことがないけど」

　次に、ディーネとシルフィに協力してもらい、あるものを作った。

　正直言って、これが上手くいかなかったら、俺は痛いで済まないのだが、リアが消えてしまうことに比べれば大したことはない。

「ディーネもシルフィも、無理を言ってごめん。特にシルフィは、来てもらったばかりなのに」

「別に構わないよー！　困っている精霊を助けようとしているわけだしね。それより、一応ボクとディーネとでカイを守るつもりではいるけど、本当に大丈夫？」

「……き、きっと何とかなるよ」

　事前にできることの確認はしてもらったけど、実質ぶっつけ本番だからね。

　とりあえず、ディーネとシルフィを信じよう。

　そして、最後にノエルだ。

「ノエル。正直、一番キツいことを頼むんだけど……」

「ふふっ、リアちゃんのためでしょ。任せて！　カイちゃんのアイディアを実現させてみせるわ。だから、上手くいったら、リアちゃんと一緒にいーっぱい、ギューッてさせてね」

「うん、わかったよ。じゃあ……みんな！　行くよっ！」

　そう言って、魔法陣を作る。




《もしも、「スタート」という言葉を発したら、接地面の土と共に前方へ動き、「アップ」という言葉を発したら、移動速度を速くし、「ダウン」という言葉を発したら、移動速度を遅くし、「ストップ」という言葉を発したら止まる》




　前に兎耳族の村へ向かった時に作った魔法陣とまったく同じものだ。

　魔法陣の真ん中に乗り、メルに作ってもらったバケツを二つ置く。

　ディーネが俺の服の中に入り、首元から顔を出すと、メルとシルフィが俺の両脇に抱きついてきた。

　最後にノエルが後ろから俺を抱きしめ、準備完了だ。

「シルフィ。壁をお願い」

「オッケー！　カイの魔力をもらうね」

　シルフィの言葉で、うっすらと俺たちの周りを空気の壁が取り囲む。

「次は、ノエルも壁を」

「えぇ、任せて。カイちゃんの魔力をもらうわね」

　そう言って、ノエルが俺の胸辺りまでの高さの壁を出し、みんなを囲んだ。

　さて、ここからが本番だ。

「次は魔法陣に力を」

「いいわよ。これで、カイちゃんの作った魔法陣は動くわ」

「ありがとう……スタート！」

　俺の言葉に応じて、魔法陣に面している土……ノエルが先程作り出してくれた壁がゆっくりと動き出し、その中にいる俺たちや、シルフィが出してくれた空気の壁も前に動き出す。

　よし、ここまでは問題ないな。

「みんな、しっかり捕まって！　行くよ……ダウン！」

　俺の言葉に応じて、魔法陣の速度がマイナスになり、一気にとんでもない速度へ急加速する！

　日本で学生時代に乗った、遊園地のジェットコースターを思い出すが……それよりも速いかもしれない。

　ただ、速度は速いけど、シルフィの空気の壁のおかげで、風を感じないのは助かる。

　これがなければ、息ができなかったかもしれない。

　ただ、誰もしゃべることなく、ものすごく長い時間が……いや、もしかしたら短い時間だったのかもしれないけど、あっという間にリアの木が見えてきた。

「ディーネ、シルフィ！　頼むよ！」

「ま、まかせるでち……」

「任せてっ！　ディーネ、やるよっ！」

　シルフィが俺の服の中に手を入れ、ディーネと触れ合っているのを確認したので、魔法陣を止める！

「ストップ！」

　俺の言葉で土の壁が急停止し、前に吹き飛ばされた！

「パパ！」

「カイ！」

「二人とも、お願いっ！」

　ディーネが前方に水を出し、シルフィが空気の壁でその水を覆う。

　吹き飛びながら、即席のウォーターベッドを作り出すと、そこへ俺やメルのバケツが突っ込み……うん。何とか、無事に到着することができた。

　陽も傾いてはいるものの、沈んでもいないし、これなら大丈夫だろう。

　バケツから水が漏れたりもしていないので、そのままディーネの木へ運んで行く。

「カイ先生！　おかえりなさいっ！　いつの間に帰って来たん？」

「今しがたね。ラヴィ、リアのことを看てくれていて、ありがとう。これで良くなるはずだよ」

　リアの傍にずっといてくれたラヴィに礼を言うと、まずはメルに一つ目のバケツの蓋を開けてもらう。

「ディーネ。じゃあ、この水を木にかけるよ？」

「はいでち。それで、リアはうごけるようになるハズでち」

　ディーネに言われた通り、一つ目のバケツの水をリアの木の根元へ。

　ディーネの話では、バケツ一杯でも数日動けるだけの魔力が回復するという話だったが……リアが目覚める気配はない。

「へ、へんでち。このみずに、まりょくはたっぷりあるでち。どうして、リアのきのまりょくが、かいふくするなり、なくなるでち!?」

「どういうことなの!?　この水でリアは動けるようになるんじゃないの!?」

「そうでち。そのはずでち！　でもなぜか、まりょくがリアにわたされるまえに、なくなっちゃうでち」

「い、急いで原因を調べないと！」

　幸いバケツの水はもう一つあるし、夕方になるまでまだ時間はある！

　だから……焦るな俺！　冷静になるんだ！

　とにかく落ち着くようにと自分に言い聞かせながら、原因を調べる……といっても、魔力のことは俺にはわからないから、みんなに意見を聞くしかないのだが。

「ディーネ。さっきの水で、木の魔力が回復しているのは確かなんだよね？」

「そのとおりでち」

「でも魔力がリアに渡される前に、なくなってしまう……何かに奪われているっていうこと？」

　でも魔力を奪うって、何だ？　何が起きているんだ？

「あっ！　もしかして……」

「ノエル、何か心当たりがあるの？」

「えぇ。向こうの土の中に大昔の遺跡があるんだけど、そこに眠っていた大きな金属の魔物が最近目を覚ましたって、他の土の精霊が言っていたの。もしかしたら、そのせいだったりするのかなって思って。木の精霊は、金属が苦手だし」

「金属の魔物!?」

「そうなの。でも金属の魔物なんて聞いたことがないし、土の精霊たちもわからないって」

　ノエルも詳しいことまではわからないらしいが、土の精霊同士でそんな話が出ているらしい。

　だけど、強大な魔物は自然に存在する魔力を取り込むらしいので、そいつが原因だという可能性は高い。

「金って、確か精霊的には火が苦手なんだっけ」

「う、うん。そうだけど、今から火の精霊を探す……の？」

「そんな時間は無いから、ちょっと頼んでみる」

　そう言って、心配そうに俺たちに目を向けるラヴィの所へ。

「ラヴィ。わけあって、ラヴィの腕輪を少しだけ貸して欲しいんだ」

「えーっと、リアさんのことやんな？　えぇよ。カイ先生のことは信じてるし、好きに使って！　将来の旦那様やし、ウチの物はカイ先生の物やで」

　さすがにそれは気が早過ぎるんだけど、今はその言葉に甘えて、腕輪を借りる。

　再びラヴィにリアのことをお願いすると、シルフィの力を借りて、一気に遺跡へ飛ぶ。

「確か……ここだね」

「うん。メルたんが作った蓋だから、消すこともできる。お兄ちゃん、魔力をもらうね」

　メルが俺の力を使い、以前に遺跡へ来た時に出してもらった、金属の重厚な蓋を取り除く。

「うーん。何ていうか、空気が悪いね」

「まえにきたときよりも、へんなかんじがするでち」

「カイちゃん。この先にいると思うわ。気を付けて」

　シルフィ、ディーネ、ノエルの言葉を聞きながら、階段を下りて行く。

　前に来た時は、少し進んだところで魔法陣を見つけ、初めて自分で魔法陣を作ったんだ。

　で、勝手がわからずに大量の水を出してしまい、横穴に逃げ込んだところで、メルを呼び出したんだよな。

　だから、俺が来たことがあるのは、この階段の途中までだ。

　この先は何があるかわからないけど、すごく嫌な感じがする。

　とはいえ、進まないわけにもいかないので階段を下りて行くものの、上の穴からしか光が入って来ないので、殆ど先が見えない。

「……そうだ。これで」

　ラヴィのお父さんからもらった小さな精霊石を取り出すと、魔法陣を作り出す。




《もしも、「ランタン」という言葉を発したら、弱い火を灯して周囲を照らし、「アップ」という言葉を発したら、炎を強くする》




「ランタン」

　小さな精霊石だからか、それとも魔法陣の書き方が良かったのか、ろうそくの炎くらいの火が現れ、周囲を少し照らす。

　ひとまず、足下と少し先が見えるようになったので、少しずつ進んで行くと、階段が終わり、通路になった。

　石でできた通路を少し進むと、曲がり角となっており、曲がってすぐの所に、宙に浮くようにして魔法陣が仕掛けられている。




《もしも、二足歩行の者が触れたら、守護獣の魔法陣を起動させる》




　守護獣？　一体何のことだろうか。

　ただ、雰囲気的に良くない気はするので、前に階段で魔法陣を見つけた時のように、頭を下げて、魔法陣に触れないようにして奥へ。

　その先は、とても広い部屋になっていて……中央に鈍く光る、大きな銀色の彫刻のような物が置かれて……って、動いたっ!?

「もしかして……これが金属の魔物!?」

「た、たぶん、そうだと思うわっ！　か、カイちゃん！　魔力を頂戴っ！　防御をっ！」

「ノエル、お願いっ！」

　ノエルに魔力の許可を出すと、俺たちの左側に大きな土の壁を出したけど、その壁が粉々になる。

　今のは……尻尾!?　この魔物は一体なんだ!?

「アップ！」

　明かりが小さ過ぎて金属の魔物の姿が見えないため、明かりを強くしていくと、徐々に周りが見えはじめる。

　しばらくして、精霊石の明かりが完全に周囲を照らして、この場所が円形の広い部屋だということがわかり……その奥に、鈍く光る銀色のドラゴンがいた。




「ウソ……でしょ!?　金属のドラゴンだなんて！」

　おそらく鉄で出来ていると思われる、金属製のドラゴン――アイアン・ドラゴンが顔を俺に向け、ただの穴にしか見えない目を向けているが、その後ろにある太く長い尻尾に土がついている。

　どうやら先程ノエルが出した壁を壊したのは、こいつの尻尾のようだ。

「メル！　これは何!?」

「わ、わからないよーっ！　こんなの知らないもんっ！」

「メルの力で、あれを破壊することは!?」

「や、やってみる！　お兄ちゃん、魔力をもらうよっ！」

　メルが俺の魔力を使い、金属の塊を撃つ。

　だけどアイアン・ドラゴンは、メルの攻撃を嘲笑あざわらうかのように、一番薄そうな翼で弾き飛ばしてしまった。

　こんなのにどうやって勝てば……でも、こいつを倒さないと、リアが助からない！

　何としてでも、倒すしかないんだっ！

　金の精霊は、火が苦手……これだっ！

「ファイアッ！」

　ラヴィの腕輪から炎を出すと、すぐに一番大きな炎にまで威力を高める。

　前方に――アイアン・ドラゴンに向けて炎を発しているけど、腕輪を手にしている俺にも熱さが伝わってくるので、シルフィに頼んで空気の壁を作ってもらい、熱さを防ぐ。

　それくらい強力な炎を向けているというのに、やはり薄い翼で防がれ、効いている感じがしない。

　一旦、腕輪の炎を止めたところで、

「お兄ちゃんっ！　危ないっ！」

　メルの言葉で大きく後ろへ跳び、間一髪アイアン・ドラゴンの横薙なぎの尻尾を回避することができた。

「くっ……メル、ありがとう」

「お兄ちゃんが無事で良かったけど……お兄ちゃん。一応、その炎は効いているものの、威力が足りないみたい」

　精霊ではなく、精霊石だからだろうか。

　最大火力でもあまり効果が無いので、これでは時間がかかり過ぎてしまい、間に合わないっ！

　何か、他に手は……とにかく、やれるだけのことをやってみるしかない！

「ディーネ！　あの魔物の上に大量の水を注いでみて！」

「わかったでち！　まりょくをもらうでち！」

　アイアン・ドラゴンの攻撃から逃げつつ、ディーネに頼んで滝のように水を注いでみると、避けるわけでもなく、動きがおかしくなるわけでもなく、何事もなかったかのように首を動かして、俺の動きを見つめてくる。

　魔物なら何かしらの反応を示しても良さそうなものだが。

　一方で、金属で出来ているドラゴンが、実は機械だとしたら、漏電とかで壊れそうなんだけど、そんな気配もない。

　そもそも、この世界に電力で動く機械が存在するかはわからないが。

「カイっ！　尻尾がくるっ！」

　ディーネの水が途絶えたところで、シルフィの言葉を聞いて再び尻尾を避け……って、さっきからアイアン・ドラゴンは同じ攻撃ばかりだな。

　ディーネが大量の水を注いだ時も、その場から動く気配がなく、尻尾を横薙ぎに振るうだけだ。

　山でヒュージ・スコーピオンと遭遇した時は、向こうから距離を詰めてきたし、尻尾だけではなく、ハサミで攻撃もしてきたりしたのに。

　ちょっと確認してみるか。

　アイアン・ドラゴンにある程度近付いたところで足を止める。

　完全に無防備な状態だというのに、アイアン・ドラゴンは何もしてこない。

　今度はもう少し前に進み……尻尾が飛んできたので、慌てて後ろへ下がる。

「ぱ、パパ!?　なにをしているでち!?」

　ディーネが慌てているけど、先程攻撃された場所の一歩分後ろだと……うん。やっぱり攻撃してこない。

　移動することができないのか、それとも移動する気がないのか……と考え、攻撃されない場所から観察していると、先程ディーネが出した大量の水が存在しないことに気付いた。

「ディーネ、さっきの水はどこに行ったの？」

「えっと……あの魔物の後ろでち。通路があるみたいでち」

　なるほど。あの通路の奥を守ろうとしているわけか。

　よく見れば、アイアン・ドラゴンの後ろに扉みたいな物もあり……って、その扉が開いているのは、どういうことなんだよ。

　ただ、ものすごく古い扉というか、完全に錆さびているよな。

　錆びて扉が動かなくなったから、代わりにこのアイアン・ドラゴンに守らせたのか？

　待てよ。あの魔法陣の書き方に、あの扉と……そういうことかっ!?

「ディーネ、ノエル。力を貸してっ！　もしかしたら、アイツを倒せるかもしれない！　それから、メルとシルフィは、俺と一緒に来て！」

　みんなに俺がやりたいことを説明すると、メルとシルフィを連れて後ろへ下がり、早速実行に移す。

「ノエル、お願い！」

「えぇ！　カイちゃんの魔力をもらうわよ！」

　ノエルの力で円形の部屋の奥、アイアン・ドラゴンの真下に大きな穴が……開かない!?

　石の床なので、ノエルの力で穴を開けることができると思ったのだが、よく見るとアイアン・ドラゴンの下に鉄板のようなものが敷かれている。

「メル。あの魔物の下の鉄板に穴を開けたりできる？」

「任せて！　お兄ちゃんの魔力をもらうねっ！　えーいっ！」

　メルが力を使ってくれたようだが、なぜかアイアン・ドラゴンの下にある鉄板には変化が起こらない。

「……え!?　どうして!?　金属なのにメルたんが干渉できないなんて……あっ！」

　メルも俺と同じことに気付いたらしく、顔を見上げる。

　これで俺も確証を得たので、再びノエルとメルに力を使ってもらい、アイアン・ドラゴンが攻撃を仕掛けてくる範囲の場所に、土の塊を置いてもらう。

「ディーネ！　水を！」

「まかせるでち！」

　アイアン・ドラゴンが尻尾でノエルの土の塊を攻撃したところで、ディーネが再び滝のような水を出す。

　大量の水で視界を奪っている隙に、シルフィの力でメルと俺の身体を宙に浮かせると、一気に加速して、アイアン・ドラゴンの横を通り抜け、後ろにある通路へ！

　行けるっ！

　そう思っていたのだが、俺たちの行く手を遮るようにして、アイアン・ドラゴンが大きな翼を広げた。

　ディーネの水で視界を奪っているから大丈夫だと思っていたのだが、このままではぶつかってしまう！

　この速度で金属の板に直撃すると、さすがにただでは済まないので、シルフィが急ブレーキをかけてくれているものの……そうだっ！

「ファイアッ！」

　ラヴィの精霊石を使って、通り抜けようとしていたアイアン・ドラゴンの顔に炎を放つと、正面の翼が炎から顔を守るように位置を変える。

「シルフィ！　今だっ！　全速前進っ！」

「わかった！　行くよっ！」

　急停止からの急加速で、身体が悲鳴をあげているけれど、何とか無事にアイアン・ドラゴンの横を通って、通路へ入ることができた。

　それから、俺とメルとであるものを探す。

「お兄ちゃん！　あった！」

「やっぱり！　すぐやるから、合図したらお願い！」

　メルが指さした先、アイアン・ドラゴンのすぐ後ろの通路に目をやると……




《もしも、人間の魔力が触れた場合、鉄の板を出し、ドラゴンの右脚を……この魔法陣の名前を「守護獣」とする》




　今まで見たことがないような、ものすごく長い魔法陣があり、鉄でドラゴンを作り出すという記述と、そのドラゴンが攻撃を行う条件などが事細かく書かれている。

　まさに俺が日本で作っていたようなプログラムの塊で、時間をかければ解析して同じものを作りだすこともできるのだろうが……今はそんなことをしている場合ではない。




《もしも、「イグジット」という言葉を発したら、消滅する》




　魔法陣の中身を書き換え、メルに力を込めてもらうと、すぐさま叫ぶ！

「イグジット！」

　その叫び声のあと……アイアン・ドラゴンが消滅した。

「……思った通りで良かった。ありがとう、メル、シルフィ」

「あの魔物は、魔法陣で生み出されていたんだね。あんなに細かい魔法陣、メルたん初めて見たけど……お兄ちゃんは、どこであれが魔法陣で作り出されたものって気付いたの？」

「いや、いっぱいあるんだけどね。例えば、手前にあった、魔法陣を起動させるっていう言葉とか」

　プログラムなんて殆どそうなんだけど、一つの大きなプログラムに延々処理を書き続けるなんてことはまずやらなくて、いろんな部品を作って、それを組み合わせたり、呼び出したりする。

　きっと、何らかの条件……おそらく、俺が前にここでディーネに大量の水を出してもらい、それがここまで流れてきてしまって、あの魔法陣が起動してしまったのだと思う。
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「けど魔法陣って、予め魔力を込めたり、精霊石の力を使ったりして起動させるものじゃないの？」

「少なくともメルたんはその認識だよ？　だけど、あんなにすごい力を使っているのに、精霊石は見当たらないから、何らかの方法で、周囲から自然の魔力を奪って動いていたんだと思う。どうやっているのかは、わからないけど」

　どうやら、俺が思っているよりも魔法陣は遥かに奥が深いということはわかった。

　とはいえ、周囲の魔力を勝手に奪うようなものを作る気はないけど。

「パパー！　すごいでちー！　まものがきえたでちー！」

「カイはすごいんだねー！　ボクは、さっきのが魔法陣で作られたものだなんて、全然わからなかったよー」

　そう言って、ディーネとシルフィが抱きついてきたかと思ったら、遅れてやってきたノエルも抱きついてきた。

「カイちゃーんっ！　大丈夫!?　怪我はしていない？」

「お兄ちゃん！　メルたんもー！」

「えっと、とりあえず奥を確認しようか。他にも同じような魔法陣があって、またリアの木の魔力が奪われたら困るしね」

　とりあえずみんなに離れてもらい、通路の奥へ。

　少し通路が下り坂になっているからか、奥の部屋にディーネが出した水が溜まっているんだけど……何というか、何かの研究をしていたのだろうか。

　沢山の朽ちた机があり、本棚だったと思われる空の棚や、よくわからない空のビンが並ぶ棚などが沢山ある。

　大昔に、ここで誰かが何かの研究をしていて……あの魔法陣だけが残っていたということだろうか。

　ひとまず、先程のアイアン・ドラゴンのようなものはいなそうなので、遺跡を出て、リアの所へ戻ることにした。




◇◆◇




　それなりに長い間、遺跡の中にいてしまったようで、外へ出た時は外が茜あかね色に染まっていた。

　シルフィに頼み、大急ぎでリアの所へ戻ると、改めてバケツを手にする。

　これでダメだったら、もうリアは間に合わない。

　一瞬、嫌な考えが過ってしまったものの、きっと大丈夫だと言い聞かせ……メルにバケツの蓋を開けてもらった。

「じゃあ、いくよ」

　最後のバケツをゆっくりとリアの木に注ぎ、リアの様子をみんなで見守る。

　だけど、リアは何も反応しなくて、ラヴィが不安そうな声を上げ、俺を見つめてきた。

「か、カイ先生……」

　俺も少し不安になりながらも、まずはディーネたちの見解を聞く。

「ディーネ。このリアの木の魔力は回復しているの？」

「……しているでち。リアがうごけるだけのまりょくは、じゅうぶんにあるでち」

「そうね。リアちゃんの宿り主である木には、自然の魔力がちゃんと注がれたわ。それに、さっきみたいに、回復したそばから無くなったりしていないわ」

　ディーネとノエルによると、ひとまず木の魔力は回復したが、その魔力がリアに渡っていないそうだ。

「お兄ちゃん。メルたんは少し離れておくね。もしかしたら影響があるかもしれないし」

「……ごめんね」

「ううん。大丈夫」

　木の精霊と相性の悪いメルが離れてくれたが、それでも何も変化がない。

　もしかして、リミットは夜だと聞いていたが、それは推測でしかないので、間に合わなかったということなのだろうか。

　いや、違う。本当に間に合わなければ、そのままリアが消えてしまうとシルフィが言っていた。

　だから、間に合ってはいるんだ。

　だけど、何かが……何か変な状態になっているんだ。

　これがプログラムなら、デバッグ作業で、おかしなところを取り除くことができる。

　でもリアはプログラムや魔法陣ではないから、今のこの現状から推測するしかない。

　考えろ……考えるんだ。

「ディーネ、ノエル、シルフィ。この木は問題ないということだけど、リアに何かおかしい所はないかな？」

「カイ。ボクたち精霊は、宿り主が異なる精霊には干渉できないんだ。だから、残念だけど見ただけでわかることしかボクたちにもわからないんだ」

「見ただけでわかること……か。そうだ！　俺は、まだ全然リアのことを調べていない！」

　視覚での情報は、リアが眠ったように動かないということだけしかわからない。

　だけど、俺に魔力のことはわからなくても、まだ調べられることはあるはずだ。

　まずは嗅覚だけど、匂いは特に何も変わりないと思う。

　次に触覚。リアの手を握ってみると……冷たい。リアはいつも抱きしめられた時に、優しい温もりを感じていたので、手が冷たいというのは変だ。

　次は聴覚だけど……聴くとしたら、心臓の音だよね？　医療知識のない俺が、心臓の音を聞いたところで何かがわかるわけでもないけどさ。

　とはいえ、調べられることは全て調べようと思い、リアの胸に耳を当て……な、何にも音がしないっ!?

「り、リアの心臓が動いてない！」

「カイちゃん。精霊に心臓は無いわ」

「え!?　そ、そうなんだ」

　ノエルの言葉で、俺のやっていることが、ただリアの柔らかくて温かい胸に顔を埋めただけみたいになってしまい、少し恥ずかしく……って、待った！

　リアの胸は温かいんだ。でも手が冷たくて、意識がない。

　これが人間だったら……脱水症状か？　確か、重要な器官に血液が集まるから、末端に血液が届かず、手足が冷たくなるって聞いたことがある気がする。

　リアの足は……冷たい。顔や胸、お腹は温もりがある。

「カイ。一体、何をしているの？　リアの身体を触って……」

「俺の知っている人間の症状で、水が不足している脱水症状っていう状態に似ていると思って」

「水じゃなくて、魔力が不足している魔力枯渇の状態だから、似ているといえば似ていると思うけど……って、カイ？　どうしたの!?」

「そ、そっか！　リアは魔力枯渇の状態なんだ！」

　どうしてこれに気付けなかったのだろうか。

　シルフィに言われて、やっと気付くことができた。

　魔力枯渇を起こすと、体内で毒を生み出してしまうので、毒消し草が必要だって、リアが言っていたのに！

　大慌てで腰に吊るした包みから、毒消し草だと言って持たされた草を取り出すと、すり潰してリアの口へ。

　だが、意識が無いから取り込むことはできず……いや、迷っている暇はないっ！

「ディーネ！　少しだけ水をお願い」

「は、はいでち！」

　ディーネに出してもらった水をリアの口へ注ぎ込む。

「んっ……」

　リアの口が動いた！

　顔を離してリアの様子を見ていると、ゆっくりと緑色の瞳が開く。

「カイ君……あれ？　私は魔力枯渇で……」

「リア、良かった！　本当に良かった！」

　やった！　リアの意識が戻った！

「まりょくがリアにわたされてるでち。もうだいじょうぶでち」

「リアちゃん……良かった。本当に良かった」

「カイ、良かったね！　みんなで協力して頑張った甲か斐いがあったよね」

　やっと安心でき、胸を撫でおろしていると、ディーネにノエル、カイが抱きついてくる。

「お兄ちゃん！　リアさん……目覚めてるーっ！　良かったよぉぉぉっ！」

「カイ先生。リアさん、目を覚ましたんやな。ホンマに良かったわ」

　リアが目覚めて騒がしかったからか、少し離れていたメルとラヴィも近寄ってきて、抱きついてきた。

　そして……

「カイ君。また私を助けてくれたんだね」

　リアが俺を優しく抱きしめてくれて……俺は大切な人を失わずに済んだみたいだ。
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エピローグ　やらかしてしまったカイ




　リアが魔力枯渇を起こしてから数日。

　一日一回は泉まで水を汲みに行き、リアの木の魔力を回復させることが日課となった。

　ディーネ曰く、リアの木の魔力が順調に回復しているので、余程のことがない限り、リアが魔力枯渇を起こすことはないそうだ。

　それに、そもそもリアが植物を出すのに使う魔力はそれほど多くないようで、あの遺跡の地下にいたアイアン・ドラゴンが、全ての元凶だったらしい。

　というわけで、

「カイ先生！　今日のお昼ご飯は、唐揚げ？　それともチキンソテー？　ウチは、あのお好み焼きも好きやで！」

　リアに小麦粉などを出してもらいながら、今日もラヴィに文字を教えてもらい、俺は精霊語を教える。

　まぁ精霊語よりも、料理を覚える方が早いのではないかって程に、ラヴィは俺が作る料理に興味津々のようだけど。

　そんな中で、昼食を終えて後片付けをしていると、リアに呼ばれた。

「ねぇねぇ、カイ君。ディーネちゃんから聞いたんだけど……私が魔力枯渇で動けない時に、二回も魔物みたいなのと戦ったって本当？」

「あ……う、うん。緊急事態だったから」

　これは……危ないことをするなってお説教かも。

　前に弓矢を作って、危ないって怒られたからな。

　そんなことを考えていると、リアから意外な言葉が返ってきた。

「そっかぁ。カイ君が私のために……これはもう、いわゆる夫婦だよね！　結婚だよね！」

　気付いたら、リアが俺に距離を詰めてきていて、ぎゅっと抱きしめられる。

　待って！　これ、顔がリアの胸に埋もれて、息ができなくなるパターンなんだけどっ！

　何とかリアの胸から脱出しようともがいていると、メルの声が聞こえてきた。

「リアさん。それならメルたんが魔力枯渇を起こした時、お兄ちゃんが助けてくれたもん！　お兄ちゃんは魔力の制御が苦手なのに、メルたんへ魔力を分けることができて……つまり奇跡が起きたんだもん！　奇跡を起こすほどの愛情を注いでもらったんだから、メルたんがお兄ちゃんのお嫁さんなの！」

　メルが助けてくれるのかと思ったら、背後から思いっきり抱きついてくる。

　あぁぁぁ、さらに脱出しにくくなったぁぁぁっ！

　酸素っ！　酸素をぉぉぉっ！

「それを言うなら、カイはいつもボクの一部を吸い込んでいるよ？　というか、ボクはカイにとってなくてはならない存在だから、夫婦以上だよね？」

　今度はシルフィがやって来たけど……いや、シルフィはそんなキャラじゃないよねっ!?　今こそ、シルフィの風というか、酸素が欲しいんだっ！

「パパは、ディーネのパパでちー！」

　うん。そうだね。ディーネの言う通りだから、みんなを離してくれないだろうか。

　魔力枯渇どころか、酸素が枯渇して死んじゃうよっ！

　声が出せず、何も見えない状態で、ひとまずリアの身体をペチペチ叩いて離してもらおうと試みる。

　だけど、リアが俺の手に気付いておらず、離してくれない。

「みんな。カイちゃんが苦しそうだから、離してあげて」

　本当にヤバいと思ったところで、ノエルが助け舟を出してくれて、ようやく脱出できた。

「の、ノエル……ありがとう」

　フラフラになりながらも、ノエルに礼を言うと……ぎゅっと抱きしめられた!?

「ふふっ。みんな……カイちゃんと結婚したければ、ママの眼鏡に適うことね」

　リアから解放されたかと思うと、ノエルが謎の母親ごっこを始め……いや、みんなマジで何をしているのさ！

　どうやらノエルは俺をからかおうとしているだけみたいだけど、リアとメルは若干目がマジなので、ちょっと怖いんだが。

　ノエルの腕の中から脱出後、二人の気迫に気おされて後ずさりすると……

「きゃぁっ！」

　背後にいたラヴィに気付かず、一緒に倒れてしまった。

「ラヴィ、ごめん。怪我はない……ぃっ!?」

　ラヴィの上に倒れてしまい、慌てて身体を起こそうと手を出したら、その……偶然手がラヴィの胸に触れてしまっていた。

「い、いや、別にえぇんよ？　その、カイ先生はウチの将来の旦那様やし」

　ラヴィが顔を赤らめながら、俺を見つめてくる。

「あぁぁぁっ！　カイ君っ！　何してるのぉぉぉっ！」

「お兄ちゃんっ！　メルたんも！　メルたんもーっ！」

「あらあら。カイちゃん。ママの方が大きいわよ？」

　その直後に、リアたちが俺を取り囲み……いや、事故だっ！　今のは事故なんだっ！

　リアの一件が収まったので、今度こそのんびりスローライフが送れると思ったのに！

　残念ながら、騒がしい日々を過ごすことになってしまった。










特別番外編　異世界ではじめるお米作り




「お米……お米が食べたい」

「ん？　カイ先生、急にどうしたん？」

「え？　いや、ちょっとね」

　心配そうに俺の顔を覗き込んでくるラヴィに、何でもないと誤魔化し、思わず出てしまった呟きについて考える。

　思い返せば、異世界に転生して一ヶ月近く経った。

　その間、リアに野菜や果物を出してもらったり、ラヴィと一緒に鳥を狩ったり、小麦を粉にしてもらったりした。

　いろんな調味料も、それっぽいものがあるし、そろそろ故郷の味……和食に挑戦してみても良いのではないだろうか。というか、やろう！

「ノエル。ちょっと相談があるんだけど」

「あら、どうしたの？　カイちゃん」

「田んぼを作りたいんだけど、どの辺りが良いかな？」

「田んぼ？　……ってなぁに？」

　え……土の精霊のノエルが田んぼを知らないって、どういうこと!?

　まさか、この世界にはお米がないのっ!?

　ちょっと……いや、かなりショックを受けながら、リアの所へ。

「リア……」

「カイ君!?　随分と落ち込んでいるみたいだけど、どうしたの？　何か悩みがあるなら聞くよ？」

「お米……お米って、出せるかな？」

「それって、稲のこと？　出せるよ？」

「そうだよね。この世界にお米は……あるのっ!?」

　良かった。あるんだ。

　安堵と共に胸を撫でおろしながら、念のためリアに聞いてみて、本当に良かった。

「カイ君。小麦みたいに、稲も粉にするの？」

「ううん。お米は、その実を調理したいんだけど、それなりの量が必要だから、ニンジンを作った時みたいに、苗を出して欲しいなって思っているんだ」

「うーん。苗の状態では出せないかな。私の力だと、種の状態で出すことになるわ」

　ん？　お米の種？　あれ？　時々テレビとかで見た田植えって、種じゃなくて、苗を植えていたよね？

「カイ君、どうする？　一旦種を出して、苗まで育てようか？」

「あ、そういうことか。ううん、大丈夫。種をもらって良いかな？」

「もちろん！　ちょっと待ってね……カイ君、手を」

　言われた通りリアに手を伸ばすと、掌の中に小さな種が沢山のせられた。

　見た目は……玄米っぽいかな？

　ひとまずリアにお礼を言って、次はディーネを探す。

　といっても、ディーネはだいたい俺の傍か、水の精霊らしく堀にいるんだけどね。

　ちなみに、メルはだいたいディーネと一緒にいて、シルフィは風の精霊だからか、自由気ままにどこかへ行っていることが多い。

　案の定、メルとディーネが堀の傍で遊んでいたので、声をかける。

「ディーネ。ニンジンを作った時みたいに、別の作物を育てたいから、協力してくれる？」

「いいでちよ。けど、とりさんやむしさんは、どーするでち？」

　ニンジンの時のことを思い出したのか、ディーネが鳥や虫対策について聞いてきたけど、それについては考えがある。

「それは、メルに手伝ってもらおうと思うんだ」

「メルたんに？　いいよー！　お兄ちゃんのために、メルたん頑張る！」

　二人が快諾してくれたので、ディーネとメルを連れてノエルのところへ。

「……そうだ。ディーネは田んぼって知ってる？」

「たんぼ？　しらないでち」

　ディーネも田んぼの存在を知らないのか。

　でも稲は存在しているんだよなー。

　あとでリアに聞いてみようと思いつつ、ノエルにも声をかけて堀の外側へ。

「あら？　カイちゃん。堀の外側で良いの？」

「うん。本当は堀の内側の方が良いと思うんだけど、せっかく作った畑を潰しちゃうのもどうかと思うんだよね」

「そう。わかったわ」

　というわけで、堀の隣に田んぼを作ることにした。

　最近は魔物が近づいてくること自体あんまりないし、鳥の対策は考えてあるから大丈夫だと思うんだよね。ただ、虫対策はどれくらいの効果があるかわからないけど。

　そんなことを考えながら、ニンジン畑を作った時のように、早速ノエルに地面を耕してもらう。

「カイちゃん。もう良いわよ」

「ありがとう、ノエル」

　じゃあ、このお米の種を植えて、まずは苗にしないとね。

　とりあえず、ニンジンの時みたいに、撒けば良いよね？

　ただ、苗まで育ってから植えなおすはずなので、今は畳一枚分くらいの狭い範囲だけに種を撒く。

「あら？　カイ君。畝は作らなくて良いの？」

「えっと、今回作るのはお米だから、いらないと思うんだ。水捌けを良くする必要はないし、むしろ水浸しにしないといけないと思うし」

「そうなの？　じゃあ、次はディーネちゃんの番かしら？」

　田んぼを知らないというノエルには不思議そうにされているけど、間違ってはいないはずだ。

　ノエルの力でフカフカに耕された土の上に、パラパラとお米の種を撒くと、早速ディーネに水をお願いする。

「えーいでちー！」

　ディーネがシャワーのように水を出し、撒いた種がどんどん発芽していく。

　そのまましばらく様子を見ていると、あっという間に俺の思い描いていたお米の苗まで育った。

「これこれ。俺のイメージは、これなんだよ」

「パパのイメージどおりになって、よかったでち」

　お米の苗の束を前に、ディーネと喜んでいるけど、大変なのはここからだったりする。

　ディーネの力で植物を急成長させるのは、一日一回までという話だった。

　今日、種から苗まで育ったので、ニンジンを作った時のように明日まで苗の状態で置いておく必要があるからね。

　ニンジンの時は対策を何もしていなくて、鳥や虫たちに葉っぱを食べられてしまったから、今度こそ守ってみせる！

「じゃあ、次はメル。前にニンジンを運ぶために籠を作ってくれたでしょ？　あれをもう少し細かい目にして、この苗を覆うように網を作って欲しいんだ」

「なるほど。それが鳥と虫対策なんだね。わかったー！」

　そう言って、メルがそれなりに細かい目の網を作ってくれた。

　これで、鳥からも虫からも守れるはずだ！

　もうすぐお米が食べられる……ということで、どんな料理を作ろうかなと考えながら、翌朝を迎えると、メルの網のおかげか、苗に変わったところはなく、朝から田植えをすることに。

「じゃあ、今度はこれを田んぼに等間隔で植えていくんだ」

「ふーん。カイちゃん。どうして、わざわざ植えなおすの？」

「え？　えーっと、全ての稲が光を浴びて、すくすく育つように……かな？」

「でも、ディーネちゃんの力で大きく育てるのよね？　苗と苗が等間隔でなくても、ある程度離れていたら良いんじゃないかしら？」

　……確かに。

　日本の田植えのイメージがあったけど、ここは異世界で、精霊の力を使って植物を急成長させられる。

　綺麗に並べなくても、大きく育った時にぶつからないくらいの間隔が空いていれば良さそうだね。

　というわけでノエルの言葉に従い、苗を根元から抜いて数本束ねると、大雑把に苗同士の間隔を広げるようにして植えていく。

「パパー！　どろんこでちー！」

「お兄ちゃん。見てー！　とってもきれいな泥のお団子ができたのー！」

　量が多いので、ディーネやメルも手伝ってくれていたんだけど、疲れてきたのか、二人は遊びはじめたな。

　まぁお米を食べたいと思った俺に協力してくれているだけでも感謝だし、もうすぐ終わりそうだから、別に構わないんだが。

「カイちゃん。今更なんだけど、ママ……気付いたことがあるの」

「ん？　ノエル、どうしたの？」

「苗同士の間隔を広げるために、みんなで頑張っているけど……わざわざ植えなおさなくても、ママの力を使えば、苗が生えている土ごと動かして、綺麗に広げられたなーって思って」

　ノエル……最後まで手伝ってくれたのはすごく嬉しいけど、それはもっと早く言って欲しかったよ。

「じゃあ、なえをそだてるでちー！」

　田んぼ全体にディーネが沢山水を注ぐと、苗がぐんぐん大きく育っていき、あっという間に穂がなり、小さな白い花が咲く。

　稲の花なんて初めて見ると思っていると、その状態で成長が止まった。

　なるほど。ニンジンは二回の成長で収穫できたけど、お米は時間がかかるのか。

　青々と育った稲を眺めながらディーネにお礼を言っていると、メルが困った表情を浮かべながら話しかけてくる。

「お兄ちゃん。さすがにこの広さの網は魔力が……」

「メルは鳥対策について考えてくれているんだよね。ありがとう。だけど、大丈夫。今回は、ノエルにお願いするからさ」

「え？　ママに？　メルちゃんみたいな網を出したりするのには向いていないわよ？」

　俺の魔力枯渇を心配するメルと、鳥対策と聞いて困惑するノエルに、俺が作ってもらいたいもの――かかしについて説明する。

　古来、日本の田んぼでお米を守ってきた守護神で、お米を狙う鳥を追い払ってくれるはずだ。

「……カイちゃん。つまり、土で人型の人形を作るのよね？　そんなので鳥除けになるのかしら？」

「お兄ちゃん。ちょっと厳しい気がするよー」

「大丈夫、大丈夫。というわけで、ノエル。二、三体頼むよ」

　ノエルにかかし作りをお願いし……なぜか、俺そっくりの土人形ができあがった。

「ノエルさん、すごーい！　お兄ちゃんそっくりー！」

「ふふふ。ママのカイちゃんへの愛があれば、これくらい容易よ」

「め、メルたんも！　メルたんも作るのーっ！」

　いや、メルは魔力枯渇を心配してくれたのに、等身大の人形を作ったら魔力が足りなくなるってば。

　とりあえず、俺の姿のかかしが三体作成され、その翌朝。

「……あれ？　ど、どうしてっ!?　どうして、鳥が沢山いるのっ!?」

　満を持して田んぼを見に行くと、小さな鳥が沢山いて、稲穂をついばみまくっていた。

　さすがに俺が来たら、鳥たちが一斉に逃げだしたけど……かかし、かかしぃーっ！

「カイちゃん。ただの土人形だと、動かないし、仕方ないかな」

「え、えっと、お兄ちゃん。全部食べられたわけじゃないし、大丈夫だよー」

「そ、そうでち。はやく、しゅうかくするでち」

　ノエルたちに慰められながらも、ディーネの力で青々とした稲が黄金色に変わり、ようやく収穫できるようになったので、メルの力を借りて収穫していく。

　それなりの量が収穫できたので、今後のことを考えて、かかしに代わる鳥除けについてみんなで話し合っていると、フラフラとシルフィがやってきた。

「ん？　カイたち、何してるのー？　ボクも交ぜてー！」

「えっと、今は収穫が終わったんだけど、この田んぼをどうやったら鳥から守れるかなって思って」

「ふーん。ボクの力を使えば？　風の壁で鳥や虫を遮るけど、透明だから太陽は通すよ」

「え……そんな便利な力があるの!?」

「うん。風の力は他の精霊に干渉しないし、いろいろ応用が利くと思うよー」

　シルフィ……そんな便利な力があるなら、先に教えて欲しかったかな。

　ノエルといい、シルフィといい、精霊の力をちゃんと理解しないとダメだなと反省しながらも、収穫したお米を脱穀したり、精米したりして、無事にお米になった。

「カイ先生！　ウチ、こんなの初めて食べるわ！」

「あぁぁ、懐かしい……お米だぁぁぁ」

　久々のお米に舌鼓を打ちながら、次はもっと簡単にお米作りへ取り組むことにした。










あとがき




　はじめまして。向原行人と申します。

　といいながら、グラストノベルスでは二作目となりますので、前作を読んでくださった方はお久しぶりとなります。




　本作につきましては、精霊と魔法がたくさん出てくるのですが、以前から、もしも精霊が〇〇〇だったら……なんてことを考えておりまして、それを今回作品として世に出させていただくことになりました。

　ね、念のためですが、普段から常に作品作りについて考えているという意味ですよ？

　基本的にスマホを常に持ち歩き、とりあえず頭に浮かんだことはすぐにスマホでメモを取るようにしているので、気付けばメモが軽く数百個あって、時間が経ってから見返すと意味不明なこともあったりしますが……今作もその中の一つだったりします。

　スマホ……便利ですよね。

　メモ機能について触れましたが、翻訳機能とかも。

　外国の方と話す機会がないので使うことは殆どないのですが、私は英語が話せないので、そういうシーンになったら、頼りまくるだろうなと。

　会話はコミュニケーションの基本ですし、言語は大事ですよね。

　とはいえ、この辺りはあとがきから読んでおられる方もいるかもしれませんので、是非本編で！




　以下、謝辞となります。

　担当のＩ様、Ｈ様。この度は、本作にご尽力いただき、ありがとうございます。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　とても可愛いイラストを描いてくださったしの先生。全員ものすごく素敵で、中でも元気いっぱいなディーネが、素晴らしいです！　ありがとうございます。

　そして本作の出版や販売に関わってくださった皆様方、本当に感謝です。




　最後になりますが、読者の皆様。本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。今後も精進していきますので、どうぞよろしくお願い致します。




向むこう原はら行いく人と










異世界の美容院




「ん？　……あれ？」

「カイ君。どうかしたの？」

「えっと、なんとなく髪が伸びたなーって思って」

　朝、ディーネに水を出してもらって顔を洗った時に、水面に映った自分を見て気付いたんだけど、異世界へ来てそれなりの期間が経ったので、髪も伸びるよね。

　だけど、当然ながら美容院なんかはない。

　とりあえず、メルにハサミを作ってもらおうか。

「メル。ハサミを作って欲しいんだけど、出来るかな？」

「お兄ちゃん。ハサミ……って？」

　メルがハサミを知らなかったので、地面に絵を描いて構造と用途を説明する。

「なるほど。わかったー！　でも、どうしてハサミが要るのー？」

「髪が伸びてきたから、切ろうかと思ってね」

「そうなんだー！　じゃあ、お兄ちゃんが自分の顔を見られるくらいにピカピカの板も出すねー！」

　そう言って、メルがハサミと鏡みたいに反射して映る金属の板を出してくれた。

　うん。やっぱり髪の毛が伸びているね。

　さて、とりあえず前髪から切ってみようか。

「……って、ストーップ！　お兄ちゃん。メルたんがしてあげるー！」

「えっ……だ、大丈夫？」

「もちろん！　だってメルたんは金の精霊だよー？　金属の扱いは上手だもん！　それに前はともかく、後ろは自分で切れないでしょ？　任せてよ」

　なるほど。確かメルが金属の扱いが得意というのは、その通りかも。

　どのみち、自分で切ろうとしても、前しか切れないから、後ろは誰かにお願いする必要があるしね。

「じゃあ、メル。お願い」

「うんっ！　任せてー！　じゃあ、切った髪が服に付かないように布で覆って……後ろからいくねー！」

　バスタオルとして使っている大きな布で、美容院みたいに俺の身体を覆うと、メルがハサミを手にチョキチョキと髪の毛を切っていく。

　躊躇なく切っていくあたり、金属の扱いに慣れていると言うだけはある。

　だけど、先程からチョキチョキという音がしっぱなしなんだけど、切り過ぎではないだろうか。

　伸びたとは思うけど、めちゃくちゃ長い訳ではないからね？

　一旦止めて、今どんな感じか見せてもらおうとしたところで、メルが手を止めた。

「お、お、お兄ちゃん。ちょっと……ちょーっとだけ待っててね」

「えっ!?　メル!?　メルーっ!?」

　鏡越し代わりの板に、焦るメルの顔がどこかへ走って行く様子が見えた。

　待って！　リアクション的に何かやらかした感じだよね!?

　後頭部を見ようとしても、一枚の鏡では見ることが出来ないので、何とか布から手を出そうとしていると、メルがリアを連れて戻ってきた。

「メル、リア。今、俺の頭ってどうなってるの!?」

「え？　どうって普通だよー？」

「そ、そうね。カイ君の髪が伸びたなーって思うくらいかな」

　ん？　それなら、どうしてメルはあんなリアクションだったんだ？

「じゃあ、リアさん。お願い」

「いいわよ。その前に、櫛を作るわね」

　リアが木の櫛を作り出すと、優しく俺の髪をとく。

　それから、俺の髪にハサミを入れ……すぐに手が止まる。

「うーん。メルちゃんの言う通り、確かに切れないわね」

「こうなったら、ハサミっていうのを使わずに、メルたんの力で直接お兄ちゃんの髪を……」

「メルちゃん。さすがに、それは止めておきましょうか」

　二人の話から察するに、どうやらハサミで俺の髪が切れなかったらしい。

　とりあえずリアが止めてくれたけど、メルの力で直接髪を切るのはやめて欲しいかな。

　下手をすれば、大怪我しちゃうし。

「リア。メルが作ったハサミを見せてくれる？」

「これだよ」

「……あー、うん。ごめんね。俺が先に確認しておけばよかったね」

　形は合っているけど、刃が無いハサミだったので、メルに作り直してもらった。

　今度こそ大丈夫だと説明し、リアが改めてハサミを俺の髪に入れ……すぐに手が止まる。

「め、メルちゃん。ど、どうしよう」

「どうしようって言われても……こ、こっちも合わせて同じくらいにするしかないんじゃないかなー？」

「こ、こう？　……あっ！」

「あっ……」

　リア!?　メル!?　何が起こっているの!?

　なんとなくだけど、後頭部がスースーしている気がするんだけどっ！

　リアーっ！
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。
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